















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その者、能よく精霊の言葉を聞く大賢人にして、人の姿で生まれし我らなり。


　　　　　（オログハイたちの祈りの言葉から　肉体強化魔法詠唱の一節）







オープニングセレモニー







　殊の外厳しい冬の寒さが緩むと、今度は大水の心配をすることになった。雪解け水が川に流れ込み、奔流となっていたのである。

　この頃は今よりもっと、人は水源から離れて生きることができなかった。どれだけ危険でも川のほとりにしがみつく以外に、術すべがなかった。

　森タ州ウの西部に位置する森州品濃タウシノもまた、例外ではない。

「センシル」

　山村の長おさの息子、タヘーは古びた杖つえの先を指で叩たたいて短い魔法詠唱を行うと、杖に光を宿らせて夜明け前から動き出していた。

　村のため、川の様子を見に行くのである。先々に備えるため、まずは情報が必要だった。

　かつての怠け者の姿はそこにない。先年、口減らしも兼ねて戦場に出てから、彼は生き方を変えた。変えざるをえない出来事があった。

　武器も与えられず、初めて参加した戦争が負け戦だったのである。およそ負け戦ほど悲惨なものもない。雑ぞう兵ひようならなおさらである。彼以外に人間の村からは二人が卒として輸送任務についたが、彼しか生き残らなかった。

　一緒に居た、エルフの里から派遣されていた友人がいなければ、自分も死んでいたであろう。

　夜明け前の寒さに白い息を吐きながら、タヘーは自分の幸運を、しみじみと感じた。魔法の灯あかりを手に、今を生きられるということがどれだけ難しいことだったかに気付いた者の足取りで、彼はゆっくりと山道を歩いて行く。

「イントラシアが助け、タウルガディーの智ち慧えがくれた命だ。大事にしないと」

　誰に聞かせるでもなく、そう呟つぶやいて歩く。

　峠を越えて見えるのはまだ暗闇だが、タヘーは静かに時を待った。去年はいささか遅く着いたが、今年は早く着いている。自身のやる気のせいなのか。それとも成長したせいかは、自信がない。

　曙あけぼのが来て空が白くなっていく。雲はまだ低いが頬ほおに当たる風は冬のそれではなかった。寒くはあったが、首を縮めるほどでもない。そのうち明るくなってくる。

　峠、すなわち山の頂から望む風景は、荒れ果てた森タ州ウをよく映している。山の高い処ところと谷の底に緑が残り、残りは荒れ地だった。この荒れ地の真ん中を、この地の名の由来である大河シノが流れている。大蛇が蛇行するような姿だ。鱗うろこならぬ水面が輝いている様は美しくもあったが、普段の川幅を知る身からすれば、感心よりも恐ろしさが勝った。

　この時代、森州はその名に反して森が少なかった。百年の寒冷期と戦争に次ぐ戦争が人をして木々を伐採に走らせたのである。暖を取るため、要塞を作るため、あるいは武器を作るために、木々はその数を減らし続けていた。

　結果がこの有様だ。大地の保水力が減少しているのだと、エルフの里の友人は言っていた。保水力がどういうもので、それが減るとなぜ大水が出るのかはタヘーにはさっぱり分からなかったが、エルフが言うのなら、そうなのであろう。彼らは途方もなく物知りだった。

　目を凝らし、再度川の様子を見る。先がどうなるかを予測する。エルフの里の友人を真ま似ねて、ささやかな事からも得るものはあろうと委細を確認していった。

　川の水がここまで押し寄せることはないが、交易に使う道や隠れ橋はダメだろう。復興までにどれだけ掛かるかは分からない。それより問題なのは、この川の様子ではあちこちの村の畑が壊滅することであった。

　地上は天の写しであるとエルフでは言う。天候が荒れれば地上やそこに住む人々が荒れる。まさにその通りの有様であった。

「こりゃ荒れる。参ったな」

　呟いたら、道しるべに植えられた梓あずさの木陰からひょっこり黒い制服姿の羽妖精ピクシーが姿を見せた。タヘーの嫌そうな顔をそっちのけで、楽しそうに飛んでくる。

　タヘーは地に足のついていない、このよく分からない言葉を喋しやべる種族が苦手であった。まずもって羽音がイヤだったのである。なんというか、蠅はえのよう。

「うちのボスからのお願いで、フレキシブルに大登場、ＡＳＡＰでお届けにあがったよー」

「まーた変な事を」

　羽妖精ピクシーに文句を言いながら、両手で差し出された懸紙に包まれた手紙を見る。この時代ではよくある手紙の形式であった。

「いたずらじゃないよね？」

　タヘーが尋ねると、羽妖精は意味ありげに笑った。憎たらしい笑顔である。

　だから羽妖精は苦手なんだよとタヘーは呟つぶやき、迷った後、手紙を受け取った。

「毎度ありー」

　元気そうに言いながら光の粉を残して、羽妖精たちは飛び去って行く。

　タヘーは光の粉を見上げた後、長いため息をついて、手紙の表紙を見た。

　エルフ以外には書けない流麗な文字で差出人が書いてある。タヘーには文字が輝いたように見えて、それで思わず笑顔を浮かべた。

「タウルガディー」

　この頃、ガーディの名乗りは短く、単にガディだけである。エルフ語でいうなら〝人〟、という意味だけの素っ気ない言葉である。エルフの里でただ一人の人間だから、それで十分意味が通じたのである。

　なお、当時の現代エルフ語で書かれた手紙を消息、上代エルフ語で書かれた手紙を尺せき牘とくといった。ガーディがタヘーに書いたのは消息である。のち、転じて今の状況を知らせることも消息といい、知らせる者を消息筋と呼んだ。

　ガディと書かれた文字に手を這はわせ、タヘーが顔をほころばせると、またも道しるべに植えられた梓あずさの木陰からひょっこりとエルフの娘が姿を見せた。見た目は一二かそこら、人間では到達しえない染み一つない抜けるような美しい肌と、肌にぴったりの美しい透かし模様が入った緑色の服を着ている。

　顔をあげれば淡い緑色の大きな瞳に、長く色の薄いまつげ、凜りんとした長い耳、複雑に編み込まれた髪が目に入った。

「あ、ガディの母ちゃん」

　エルフと繋つながりがなければ違和感を感じる言葉を、タヘーは口にした。美しいエルフの娘は怪け訝げんそうな顔をしている。

「私の子供の名前を二回言ったでしょ。何？」

「あ、いや、手紙が届いて」

「見せて」

　いや、俺あての手紙で、などとタヘーは言う事ができなかった。エルフの娘の瞳に気け圧おされてしまったからである。それどころか、思わず手紙を差し出してしまった。

　紙の質が悪い、墨が良くないと、いかにもエルフが言いそうな文句を呟つぶやきながら、食い入るように手紙を見るガディの母、タウリエル。

　タヘーは苦笑いしながら、道しるべとして植えられている梓あずさの木の裏を見た。

　特に何もなかった。

「ガディ。またエルベレスの文字を間違えて。一〇〇〇分の一も横線がずれてる」

　人間では判別不能のケチをつけるタウリエルだったが、その横顔は嬉うれしさと不安でかすかにまつげが揺れている。

　綺き麗れいな人だなあと思うよりも、手紙の内容が気になるタヘーである。読み終わった紙を受け取って慌てて読んだ。

〝タヘーへ。〟

　その言葉を見るだけで、笑顔になる。

〝僕はイントラシアのお城の中で暮らしています。といっても、お姫様などが暮らす建物とは離れていて、単に城の塀の内側というだけだけど〟

〝こっちは木々がなくて寂しいです。お母さんが元気か時々で良いので様子を見てください〟

　直すぐに読むのが追いついて、タヘーは手紙を持って何度も読んでいる様子のタウリエルの後ろから文章を読むことになった。

〝そうだ。僕、取り立てられてタウシノの領主になりました。あと永年無税になったんで、村長さんにそう伝えて置いてください〟

　思わず声を出して笑ってしまった。どういう話だよと思っていたら、ガディの母タウリエルも長いため息をついている。

「あの子ったら小さい頃から空想癖が大変で」

「まあ、夢見がちでしたよね」

　つまるところ、母も友人であるタヘーも、今はガーディを名乗るタウルガディの手紙の内容を何ら信じてはいなかった。当然と言えば当然であろう。なにせガディがイントラシアへ行って、一つ季節が過ぎたばかりである。エルフの年齢感覚では一四、一五で領主に任命されるなど、冗談でもありえない話ではあった。

　思えば、空想のお父さんの話を半日ばかし聞かされた事があったなあとタヘーは顔を曇らせる。楽しい嘘うそで一瞬笑ってしまったが、実際はどうしているんだろうかと、少々心配になってしまった。

　この心配はタウリエルも同じようで、浮かぬ顔をしている。

「タウルガディーは大丈夫ですよ。冗談を言う余裕もあれば、紙や墨を買うお金だってあるようです」

　タヘーはそう言ったが、それでもタウリエルの表情は晴れない。

「私には消息一つも送ってきてない」

　心配そうな顔も絵になるなと思いつつ、タヘーはお母さんにもちゃんとした手紙を送ってよと、友人に心の中で文句を言った。
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　その頃、ガーディは沿海州北部の城、イグノゴンドにいた。この地を治めるイントラシアの要衝であり、商業で栄える二〇万人都市である。

　この頃七国一四州を見渡しても二〇万人超の都市など、二〇とない。そのうち四つまでをイントラシアが占めている。それだけイントラシアの統治が優れているということであったが、それを可能にしたのは支配の基盤を農地に置かぬイントラシアの伝統的な政策であった。その政策を商業主義という。

　農地に乏しい沿海州では、当然ながら農地収入が少なかった。それ故にイントラシアは、商業に注力し、収入のほぼ全てを入港税と冥みよう加が金、今でいう営業税でまかなっていた。その代わりに治安を保証し、争いについては公平に仲裁したのである。

　これは本来、大規模荘しよう園えんを持たなかったイントラシアが行った苦し紛れの政策であったが、一〇〇年続く寒冷期の中では良い方に作用した。気候変動の影響を受けにくかったのである。

　商業が発達すると精霊信仰が隆盛になる。イグノゴンド城もこの例に漏れず、あちこちに精霊を信仰するための学校があった。この他、研究機関として精霊教団というものもある。

　ガーディも城に勤めるにあたって、学校の一つに入り、すぐ卒業している。入学のその日に卒業試験を受けており、満点で突破したとされる。この時の答案は快挙として長く保管されていたが、先の戦争で焼けてしまった。

　精霊信仰といえばエルフの本領である。ガーディにとっては人間のそれは簡単すぎたかもしれない。

　ガーディが寄宿するナウロネレド家の令嬢、というよりも当主の娘で女武人であるナロルヴァは、ガーディが一日で卒業したと聞いて目を丸くしている。

「本当にお前はなんでもできるのだな」

「いえ。別に。練習してないことは下手です。剣とか」

　実際ガーディは剣でナロルヴァと手合わせして七戦七敗している。ナロルヴァはそんなこともあったなと嫌いや味みのない笑みを見せた後、口を開いた。

「まてよ、ということは、ガーディは精霊魔法が使えるのか？」

「ええ。まあ、人並みには。でも精霊魔法って、厳密には魔法と言えるのかどうかエルフの中でも議論が分かれているんですよね。そもそも魔力使わないし。スティタスウィンドウの縦横比率などに精霊魔法の痕跡があるとは言われているんですが、これも議論が続いています」

「そういうものなのか」

「はい」

「じゃあ、精霊魔法の使い道ってなんだ」

「精霊魔法は主に占い用ですね」

　ここでガーディのいう人並みとは、エルフ並みのはずである。議論もエルフの間で行われているもので人間は特に関係ない。

　イグノゴンド城一の秀才と呼ばれるような成績を当然とするガーディに、ナロルヴァはエルフという種族の優越性をまた見せつけられたような気分になった。

　唸うなろうとして、ガーディの様子がおかしいことに気付く。形のいい眉がかすかに震えている。

　ガーディは魔力を持たずに魔法が使えないことを相当気にしており、ナロルヴァはそれに気付いていた。

　それで豪快に笑って背を叩たたいた。

「でも、魔法は魔法だろう。人間の社会で役に立つと、まともに生き残ってる魔法なんて精霊魔法だけだぞ。それが使えるなら十分だろう」

「でも火の球を出せるわけでもないので。エルフではそういうことが重視されるんです」

「さすが乾ひ物ものの親戚だな。だからどんどん衰退するんだ。火の球の呪文なんて銃の前では無力だろう。状況はどんどん変わっている。新しいことをせねば、どうやって生き残るというのだ」

　ナロルヴァはそう言った後、小さく咳せき払ばらいをした。

「つまり、ガーディは正しい」

　ガーディはナロルヴァの顔をまじまじと見た後、嬉うれしそうに笑った。

「ありがとうございます」




　精霊信仰の学校が並ぶ場所はイグノゴンド城の入り口から数えて二つめの門の先にある。ここは武人の他、官僚や大商人が住んだ。建前上は誰もが住むことができたが、地代が高すぎて金持ちしか住んでいない。貧しい家の子は朝になると一の門の内側から二の門へ向かって北上し、帰りはその逆の道筋を通った。

　ガーディはどうだったかと言えば、当時の絵地図を見るとその逆、三の門近くの武人屋敷から南に向かっていたようである。

　ガーディは学校を卒業した後も、この道を毎日のように歩いた。

　武人屋敷の並ぶ北側の区画から家を出て南に下ると、多くの人でごった返す大通りにつき当たる。冬が終わったばかりのこの頃は、まだ肌寒いくらいの気温だったが人々の出す熱気で、薄着でも構わぬほどであった。

　ここにいると、あちこちで戦乱が起きていることを忘れるなあと歩きながらガーディはのんびり考える。

　登城する前に、一度南に下って街中を歩くのがガーディの楽しみであった。何しろ見るもの聞こえるもの全てが珍しい。特に用がなくても歩き回ってしまうのが常だった。

　十分に時間を掛けて散策し、市にでている商品の値段や客寄せに置かれた珍しい生き物の観察などを行う。

　書き付けに記録を残し、消息を書く。母に長老に、タヘーにと、特に母には三日と開けず消息を書いていたようである。そうして時間を潰したあとは、登城する。この頃、ガーディの登城は昼からで、他の者が夜明け前から登城し、昼頃帰ることに比べると異例であった。古来その理由については論争がある。

　かつてはこの頃のガーディが仕事を与えられず、暇だったからとされてきたが、それでは勤め人としておかしいとなり、近年の研究ではガーディの立場が難しかったから、という説が有力である。ここでは後者の説を取る。

　来た道を戻るようにして北へ向かい、城の中にある城ともいうべき本ほん郭くるわに到着する。イグノゴンド城の正面門から数えて三つ目の門であることから三門とも言う。ガーディはなじみになった門番に軽く会釈すると、城に入った。

　鶯うぐいす張ばりの床を音もなく歩く。行き交う者はほぼおらず、ガーディとしては普通に、世間一般からは隠れるように表を歩いた。そのまま、履き物を替えて庭に降りた。

　広大な本郭はこの時代、二つに分かれている。この地を支配する金貨姫ことフローリン・イントラシアが政務を行う〝表〟と、彼女が生活するための私的な空間である〝奥〟である。この表と奥を隔てるのが中庭であり、ここは奥に属しながらも表の者が立ち入ることが黙認されていた。私的な用件で主あるじであるフローリン姫が、陪臣またもの、すなわち直接の主従関係にない者や位階の足りない者と〝偶然会って〟直接話す場だったのである。

　フローリン姫以外のイントラシア家の者には中庭に暗殺者や間かん諜ちようが庭番として大量に控えているのが常であったが、彼女はそういう者とは無縁であった。理由は記録に残っていないが、おそらくは王や兄から禁止されていたか、安全上の理由から自ら配置していなかったのだろう。信用できない庭番は、喉元に突きつけられた短剣も同じ、というわけである。

　ガーディは、フローリン姫が許す、唯一庭への出入りが自由な者だった。

　このことからガーディとフローリン姫は既に恋仲であったという話も多いが、もしそうだったならガーディは早々に暗殺されていたはずである。

　そうではない。

　おそらくガーディは、フローリン姫の許可を得て、お供の羽妖精ピクシーたちとともに緑豊かな庭に座って故郷を思い、寂しさを紛らわすために木々や草花と触れあっていたはずである。それ以上はどんなそぶりも、兆候もなかった。だからこそガーディは生き延びている。

　ただそれでも、相当に危ない橋を渡ることではあった。




　その財は一四州全部を買うことができる。そう言われたイントラシアの姫の庭。

　ガーディは、その庭の草の上に直じかに座るとにこにこと笑った。人の多い大通りは楽しいが、彼の心を安らがせるのは、やはり木々であり、草花である。

　エルフは熊の親戚か何かか、と言われたのを思いだし、また微笑ほほえむ。

　手紙を届けて来た羽妖精と楽しそうに話をし、エルフ語で詩作を行い、草木を愛めでて歌を歌った。人の目に見ることはできないが、そこには羽妖精たちが大勢いて、ガーディに合わせて歌っている。

　羽妖精たちが羽を振る時に姿を見せる光の粉が、ガーディの黒髪に落ちて光の輪を浮かび上がらせた。

　そうして夕方までのんびりすると、寄宿するナウロネレド家に帰る。この繰り返しである。

　ナロルヴァ・ナウロネレドの小こ納なん戸ど役から外されてからこちら、こういう生活を送っていた。

「ナロルヴァ殿、早く自己謹慎やめないかな。このままじゃ僕の生き方が羽妖精みたいになっちゃう」

　そんなことを言いながら、空を見た。羽妖精たちに警告されて〝表〟の方を見る。

　中庭に面した大廊下から一人、えっちらおっちらと降りてくる者がある。オークよりもオークらしいと噂うわさされる太った男である。それが大股で歩いてくる。悪相であり、多くの者が思わず顔を背けるような顔をしていた。名をアンドゥイレドという。この時四五歳。この時代では高齢と言って差し支えない者である。髪も白髪である。

　彼はシンクロ・ナウロネレドの政敵であり、武人でなく官僚であった。特に優秀な財務官僚であるとされ、フローリン・イントラシアの財政政策を一手に支えている。ただ評判は最低であり、袖の下を要求するとか、奢しや侈しを極めているとか、奴ど隷れいを何人も買い付けて侍はべらせているとか、散々な言われようであった。この時代に残る日記の多くにアンドゥイレドの悪口が書き連ねてあるという、ある種筋金入りの悪人である。

　ところがガーディだけは、この人物について悪口を一切書き残していない。同時代を生きる者の証言でも同様である。それどころか後年、彼の孫たちを探しだし、部下に取り立ててさえいる。

　アンドゥイレドはガーディの前に座り込むと、片目を大きく開いて歯を見せた。

「なんだ小僧、まだ田舎に帰っておらんかったのか」

　いきなりそう言い始める。対するガーディはびっくりした顔になったが、すぐに笑みを浮かべた。

「僕もそう思っているんですけど、悲しむ人もいるので」

　ガーディの返事に、アンドゥイレドは面白くもなさそうにげっぷをした。

「その言はその通りだろうがな」

　そしてアンドゥイレドは苦々しそうな顔をした。

「よいか、小僧。〝誰が〟お前を引き留め、小鳥のように遠くから見て心を休めているか知らんがな。そんなものは無視して、お前は一刻も早く田舎に帰るべきだ。それが身のためだ。さもなければ随分と悲惨なことになる。分かっているのか。ええ？」

　ガーディが黙っていると、アンドゥイレドは長いため息をついた。

「ナウロネレドには息子がない、だから、という考えなのだろうが、やめておけ。ヤツも老いたか、随分とらしくないことをする。小僧、反論は許さぬ。二度は言わぬぞ。次にワシがお前に会ったときは、お前は必ず問題を起こして〝いた〟ことになり、処罰、追放される。分かったか。一応言っておくと、これは脅しというものだぞ」

　鼻息荒いアンドゥイレドに、ガーディは顔を上げて笑顔を見せた。こういう人物を、彼は知っている。その人物はエルフの長老である。

「ありがとうございます。アンドゥイレドさま」

　ガーディがそう言うと、アンドゥイレドは心底居心地悪そうな顔を浮かべた。苦手な様子である。

「小僧、ワシはお前がバカなのかどうか、決めかねておる」

「僕、エルフの里では勉強は中くらいでした。年齢の割にはよくできているそうです」

「そういう話ではない。自分の政治的立場を分かっておるのかと言っておるのだ」

「そうですね。人間の面倒臭いことにはなんの興味もないんですけど。はい。察していると思います。〝誰か〟が僕に命じていることはありませんけど」

「そうだろうとも」

　面白くなさそうにアンドゥイレドはそう言った。出た腹を掻かいてげっぷしてみせる。

「事実がどうあれ、小僧はそう言うしかない。それが立場というものだ。だが、よかれと思って忖そん度たくすることは、時に相手の足を引っ張り、あるいは自身の立場を損ねる。小僧、貴様が恩義を感じることはない。妥当な報酬が払われただけだ」

　先年の戦いでの活躍を、アンドゥイレドはそう評した。ガーディは眉をひそめる。

「でも、〝誰か〟は悲しそうなんです。いつも」

「反論は許さんと言ったぞ。小僧。それがいかんというのだ。気持ちで政治をしてなんとする。政治は精霊の教えに従って行うべきだ」

「どんな精霊魔法の使い手でも、政治みたいな要素の多い問題は解けないと思います」

「そういう話ではない」

　アンドゥイレドは顔に正拳突きを食らったような顔をしたあと、払うように手を振った。

「精霊という語に語弊があるなら、理だ。政治は理でやるべきだ。〝誰か〟の思いなんぞ、どうでもいい」

「ええと、人間の社会については余り詳しくないんですが。いいんですか、それで」

「いいのだ。王も王族も国の部品でしかない。そもそもだ。小僧、その理屈でいえばお前が死んだら〝誰か〟はどう思うかくらい、想像つくだろう。それとも自分だけは死なぬと思っておるか、ええ？」

　ガーディは苦笑を浮かべた。

「僕なんかエルフの瞬まばたき一つの寿命ですよ」

　そう言ってしばらく考えたあと、ガーディは居住まいを正した。

「では、アンドゥイレドさまにお願いがあります」

　アンドゥイレドは怪け訝げんな顔をした。

「お前の敵であるワシにか」

　ガーディは微笑ほほえんで見せた。

「僕はアンドゥイレドさまを敵だなんて思ってませんよ」

　もっとも、言われた方は自身を悪い人物、もしくは悪い人物として振る舞おうと決めている様子である。面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「ワシは美少年が嫌いだ。……とはいえ、田舎に帰るための駕か籠ごの一つくらいは用立ててやらんでもないぞ」

「いえ。〝誰か〟が、悲しそうでなくなるように、何かしてあげてくれないでしょうか」

「あれだけ豪華な生活をしておいて悲しいも何もあるか。市井の貧しい民を見ろ。そういうのを甘えというのだ」

　ガーディは小さく首を振った。

「それでも。それでも〝誰か〟は悲しそうなのです。アンドゥイレドさま」

「小僧め。そういうところが小僧なのだ」

　とはいえ、アンドゥイレドはため息をついた。

「お前と〝誰か〟の逢おう瀬せの時間などは作ってやらんぞ」

「そういう話ではないですよね。僕がこの地から居なくなった後の話です。そうでしょう？」

　アンドゥイレドはようやく頬ほおを緩ませた。そうするとどこまでも悪役に見える。

「品行方正なイントラシアの姫というのはそれだけで随分と価値がある。男だん妾しようなり奴ど隷れいなりをつけるわけにはいかんな。その腹も子宮もイントラシアの財産で商品だ。好きにはさせぬ」

　ガーディは嫌そうな顔をしたが言っているアンドゥイレドも嫌そうな顔をしている。

　それでガーディは、眉をひそめるのをやめた。

「僕、人間のそういうところが嫌いです」

「まるで人間でないようなことを言う。小僧。言葉を飾って自分をごまかす方がゲスというものだぞ」

「すぐに男女の話に持って行くのがおかしいと言っているのです」

　アンドゥイレドは毒気の抜けた目でガーディの顔を、ついで全身を見る。自分が誰と話をしているのか再確認しているよう。要はそれぐらい、ガーディの言葉は浮世離れしていた。呆あきれた顔を引っ込めて、アンドゥイレドはあくまで役目を果たそうとした。

「小僧、だから小僧なのだ。色恋的な意味でな。まあだが、そうだな。予算を増やし、何か愉たのしめるものがあるのであれば、それがなんであれ買い集めよう。ただし、男女の話はなしだ。何がいい？」

「本人が何で心を紛らわすかは僕には分かりませんよ。付き合いがあまりないので」

「付き合いがないのに危ない橋を渡るなぞ、だから小僧というのだ。分かった。シンクロの娘を出仕させて用向きを話そう。それでよいな」

　ガーディは頭を下げた。また追放かと思ったが、今度はさほど残念でもなかった。まだ来たばかりだから、というのもある。

「分かりました。なんだか商談みたいですね」

「フン。貴様には商業の才があったのかもしれんな。その無能権能インフイニツトテンダーでは意味がないが」

「僕、商人になろうとは思わないですけど、商業に興味はあります」

「シンクロを捨ててワシにつくか……」

　アンドゥイレドは遠い目をして、笑い出した。

「まあ、そんなことをまるで考えてないのは、ワシにも分かるようになったぞ。〝ありえないお人ひと好よし〟のガーディ。なるほど。権能オーソリテイもあわせて考えればシンクロが小僧をここに送ったのも、単に物珍しい猿を贈った程度の意味しかないのかもしれん。顔が綺き麗れいだからちとワシも考えすぎたか」

　言葉の後半は聞こえるような大きさの声ではなかった。アンドゥイレドは何度か頷うなずいて、顔を上げた。

「とはいえ、人の噂うわさには壮大な尾ひれがつくものだ。小僧がなんだとてワシは今まで通りやるまでよ。その首と胴が繋つながっているうちに、さっさと田舎に帰れ。心配はいらん、シンクロに加えてワシも小僧の田舎が保護されるよう取り計らおう。百年でも安心せよ」

　実は田舎でも追放されていまして、とはガーディは言わなかった。ただありがとうございますと言っただけである。




　それで、夕暮れを待たずして城を下がることになった。フローリン姫が公人として扱われすぎていて個人としてどうにも不幸そうなのはエルフの常識的に腹立たしい限りであったが、さりとてエルフの常識は暴力で押しつけるものでもないし、それでは人間と同じだとガーディは腕を組みながら考えた。

　エルフみたいに話し合いで決めればいいのに。とも思うのだが、エルフの話し合いは人の一生ほどかかることもしばしばある。人間では寿命が短すぎてダメか。

　寿命が違う、僅かそれくらいの差で社会のありようも異なるのだなと、ガーディは腕を組んで歩きながらそんなことを考えた。

　心配そうに集まって来て人間の悪口を言う羽妖精ピクシーたちをなだめ、ガーディは微笑ほほえんで弓ゆん手での上に羽妖精のメイを座らせた。

「心配しないでも大丈夫。なんとかなるよ」

　何の根拠もありはしないが、それを優しく言えるのがガーディの権能である。自分の中で権能が確かに駆動している感覚を覚えながら、ガーディは微笑んだ。

　なんだ、僕の権能はやっぱりすごく使えるじゃないか。必要な時に他を安心させるなんて、なんてすごい力だろう。

　アンドゥイレドさんは無能権能インフイニツトテンダーとバカにしていたけれど、単なる脅しを取引まで引き上げたのも、権能が一役買っているのは間違いない。

　それもこれも、お母さんが愛情を注ぎ続けたおかげ。だから僕はこの権能を持っている。

　明日をも知れぬ身の上ながら、いささか上機嫌でガーディは微笑んだ。

　ガーディの弓手の上に腰掛ける、羽妖精のメイは微笑んでみせる。黒い制服姿で、赤い縁取りの鍔つばなし略帽を斜めに被かぶって微笑んだ。

「旦那がそう言うならそうです」

「うん。そうだね」

　そう返した後、ガーディは表情を変えて見せた。

「でも、良かったのかい。そんな黒い服で。どうせ買ってあげるなら、もう少し明るくて華やかなのがよかったように思えるんだけど」

　この時代。服の生地は黒く染めるのが一番安く、藍色染めが一番高い。藍染めを行う死し国こくでは、藍染め技術が外に流出せぬよう、死刑を含む極端な保護体制を敷いている。

　前の戦いで褒美として服を贈ることになったガーディは、相当な出費を覚悟していたのだが、羽妖精ピクシーたちが黒い生地を選んだために随分と安くあがっている。

　ただ黒い服は可愛かわいらしい羽妖精たちには、いささか重苦しい感じではあった。お金が出来たら、また買ってあげたいとガーディは思う。

　羽妖精のメイはガーディの気持ちを理解したか、理解せずか、指に口づけすると微笑ほほえんで口を開いた。

「いいえ。あたくしたちが真に欲しかったのは、こういうものだったんです。顧客が真に必要なのは木の枝にタイヤがくくられたくらいのですね」

「まーた変なこと言って。まあいいか。さ、帰ろう。今日はみかんを食べよう」

「うぇーい！」

　羽妖精たちを引き連れ、ナウロネレドの屋敷に戻ったガーディは、一応、あったことをシンクロやナロルヴァに報告するかと自室に戻らず廊下を歩いた。

　人間の、というよりも当時の上級武人にそえば、与力扱いなので使用人に言いつけ、面会の約束を取り付ければいいのだが、ガーディはそれをせずに直接話しに行こうとしている。

　ここもまた、エルフ流である。エルフには王侯貴族でも使用人がいなかった。たとえ長老でも料理をし、食器は自分で洗うのが普通である。ここにも寿命の長さが生活習慣や考え方、制度に影響を与えている。エルフの長い一生で、料理や洗い物を他人に委ねると、ただでさえ暇なエルフ生がさらに暇になるのであった。

　丁度城の本ほん郭くるわを縮小したような庭に面した廊下を歩く。日中の光を最大限取り込むために柱を除けば壁などはほとんどない。必要なら鎧よろい戸どをする形である。音を立てずに歩いていたら、期せずして目当ての人物が歩いてくるのが見えた。

「あ、ナロルヴァさん。どうしたんですか、その格好」

　ナロルヴァ・ナウロネレドはガーディの寄宿するナウロネレド家の一粒種で令嬢である。この日は格式の高い武人の服に身を包み、家か中ちゆうよりも短い剣を帯刀していた。

「どうしたもこうしたも、お呼びだ」

　アンドゥイレドさんは手が早いなあと思ったが、話を聞くに使者がやってきたのはアンドゥイレドとまだ話していた時刻だった。

　となれば、別件か。

「フローリン姫からお呼びだ。ガーディ、お前も呼ばれているのでそのままついてこい。姫が必要とするなら自己謹慎などやってはいられない」

「あ、でも僕、城から追放されることになって」

　ナロルヴァが目を剥むいて驚いたのは想像に難くない。

　再び城へ向かう形で、一緒に歩きながら事情を説明すると、ナロルヴァは顔を紅潮させて怒りだした。

「あの糞鯨めっ、今度という今度は叩たたき斬ってやる」

　母方であるオークに遠慮してのことなのか、ナロルヴァはオークの蔑称である豚にたとえずアンドゥイレドを鯨に喩たとえた。鯨もよい迷惑であろう。

「いやいや。僕が見た感じ悪意はなさそうでしたよ」

　ナロルヴァは貧血にでもなったように上半身を揺らすと額に揃そろえた指をつけてため息をついた。

「お前の権能オーソリテイは……いや、お前は本当に人が良すぎる」

「そうだ、僕の権能使えましたよ。必要だと思ったとき、こわばることなく微笑ほほえむ事ができたんです」

　一緒に歩くと、ナロルヴァの方がまだ背が高い。ナロルヴァは横を歩く嬉うれしそうなガーディの顔を見ると、小さく震えて直すぐに別の方を見た。

「それが一体なんの役に立つというのだ」

「僕、こういう力が欲しかったんです。どんな時でも優しくなれるような、そんな力が」

「はぁ。もうっ、これだからお人ひと好よしは！」

　そうか。脅しだぞと言われたのにあんまり怒る気にもなれなかったのは、ナロルヴァさんに反応が似ていたせいだなと、ガーディはまた微笑んだ。

　ナロルヴァは恥ずかしそうに何歩か横を歩くと、顔を見られぬように、歩幅を大きくした。

「ガーディは私の小こ納なん戸ど役だ。私が守る」

「でも、僕、追放されることになって」

「そんな無法があるか」

　ナロルヴァはそう言って三門を通った。門番の人にまた頭を下げて、どうしたのという顔をされる。

　後で話しますと再度頭を下げて、ガーディは慌ててナロルヴァについて行った。

　ナロルヴァとガーディが指定された場所は庭である。わざわざ大きな篝かがり火びまで置いてあった。ガーディをもってしても、なぜ室内ではなく庭に篝火を立てたのかは謎であった。名目上ナロルヴァのおつきで付いてきている以上、奥でも特に問題ないはずだが。

　二人して膝をついて待つと、すぐにフローリン・イントラシアが姿を見せた。着ているのは彼女が本来好きそうなひらひらしたものではなく、落ち着いたものである。それで用向きは、私的ではない、ということが分かった。

「この時間に参じたこと。大儀でした」

「ありがたきお言葉です。姫」

　ナロルヴァが口上を述べる。ガーディは黙っていたが、フローリン姫の声に若干困った様子が入っていたのが気になった。困惑、というのが一番近いであろう。

「呼び出したのは他ではありません。二人、いえ、ガーディに面倒を見て欲しい人がいて……」

　実は僕、追放されることになってと、正直に言う前に、それが運ばれてきた。頭を下げたまま横目に見えたのは、鎧よろい戸どに乗せられ運ばれて来た巨大な白はく狼ろうである。

「ああ、いつかの」

「私が前の戦いで脱ぎ捨てた鎧に頭を突っ込んで暴れているところを猟師たちがみつけて。あ、顔上げてもいいんだよ。ガーディ」

　喋しやべり方が素になってますよとガーディは注意しようと思ったが、皆の注目は完全に大きな白狼に集まっている。暴れすぎてぐったりした様子であった。

「というか、なんでまだ鎧を被かぶったままなんですか」

　フローリン姫は答えずに、分かってくださいという顔をしている。難しい話だなあと思ったが、言うに言えない事情があるのであろう。

　自分ガーデイがよく分からぬということは、それは人間特有の事情に違いない。つまり面倒臭い地位とか立場とか、それがらみだろうと察した。

　人間の面倒臭いことはよくは分からないし興味も特にないが、この狼おおかみがこの場で変化したら困るのであろう。

「分かりました。僕がお預かりして、外でこの鎧を外してきます。それでいいですか」

「ありがとう。他に頼める人がいなくて」

　つまり、この白狼の正体は知られるとまずいというわけか。フローリン姫の発言から傍証を得て、ガーディは頭を下げた。

　それでそのまま、ナロルヴァと鎧戸を担いで行くことになった。間抜けもいいところの姿だったようで、このことは多くの城詰めの者が記録に残している。

「殺した方がよくないか。丁度、冬用の毛皮が欲しかったんだ。これだけの大きさなら二人分は十分だろう」

　ナロルヴァはガーディと揃そろいで白い毛皮を羽織る姿を想像していたようである。

　事情を知らぬナロルヴァの言葉に、白狼が尻尾を巻いて怯おびえている。ガーディも慌てた。

「だ、ダメですよ。この子はちょっと特別なんです」

「特別とはなんだ。特別とは」

　ナロルヴァは唇を尖とがらせた。ガーディは城を出て人ひと気けも少ない武人屋敷が集まる場所につくと、ちょっとごめんねと言って鎧よろいごと白はく狼ろうを担いで行った。

　気の短いナロルヴァが怒るか怒らないかぎりぎりぐらいで、半裸の上、鎧を担いだガーディとガーディの服を着た娘が出てきた。

「ど」

　ナロルヴァはそれだけ言って絶句した後、数瞬で我に返った。

「どういう手妻でこの短時間で娘に乱暴した！」

「してませんよ！　なんでそうなるんですか」

「人間は酷ひどい……」

　泣きながら娘が言うものだから、さらに揉もめた。

「ガーディ、貴様！」

「人狼ワーウルフですよっ、さっきの狼おおかみです。この娘」

「じん、ろう」

　ガーディは自分の後ろに隠れる娘をちらりと見た。怯おびえているせいか獣の耳も伏せてしまっている。確かにこれでは一目見ても人じん狼ろうには見えない。

「ええ、この娘は前の戦いでフローリン姫と逃げた際に、出会ったんです。彼女も正体を知ってるはずだから、声かければそれで良かったと思うんですが」

　ナロルヴァは腕を組んだ。

「いや、そりゃお前、イントラシアの紋が入った鎧を着ていたら、下手すれば偽にせ物もの扱いで処刑だろう。おそらく狼の姿であったことを幸いに、姫がそこの娘が面倒なことにならぬようにしたのではないか」

　人狼娘は涙目である。ガーディは頭を撫なでてなだめた。

「大丈夫大丈夫。なるほど。分かりました。しかし、人間は面倒臭いですね」

「そうは言うが、お前も人間だぞ、ガーディ」

　ナロルヴァに言われてガーディは苦笑した。実際そうなのだと思うのだが、人間の社会への違和感は増すばかりだった。

　エルフの里を自分の居場所と思ったこともないけれど、人間の社会も違う、というよりも、大いに違う。人間社会は野蛮だ。

　どこかに居心地のいい場所はないものか。僕や羽妖精ピクシーたちや、ラムマゴールさんなどが居心地良く住めそうな場所は。

　考えながら、ナウロネレドの武人屋敷についた。

　主あるじであるシンクロはその権能オーソリテイである[image: ]獄耳シヤープイヤーで事情を把握していたらしく、笑って二人を出迎えた。

「だいたいは把握している。説明はいらんぞ」

　シンクロは晩酌の途中であったか、少々砕けた格好をしている。

　人じん狼ろう娘をちらりと見ると、そちらにも笑って見せた。

「ガーディの客分の客分となるが、それでは部屋を貸すことはできぬ。どうだ、しばらく形だけでもガーディの部下とならんか、それならば当座の飯と宿は用意できるが」

　人狼娘の顔はこわばったままだが、その耳はぴょこぴょこと動いている。

　シンクロは大いに笑ってガーディに頷うなずいた。

「ということで、同心ということになるな、ガーディ、およそ五〇一匹めの部下というわけだ。部下の数だけで言えば大したものではないか」

「ありがとうございます」

「よい。そこな人狼ワーウルフを世話したら、晩酌に付き合え。話す事もあろう。さほど急がないでも良いぞ。二刻（四時間）は呑のんでいるからな」

「分かりました」

　アンドゥイレドの話だろう。ガーディは頭を下げて、人狼娘を伴って部屋に向かった。




　人狼娘の名を、フェリンという。先年のエミンラング戦役、すなわち静州を統べるグランドラ王との戦いで敗走するガーディとフローリン姫が出会った娘である。敵に利用されたあげくに捨てられた人狼族の生き残りであり、ガーディはこれを把握した上で、逃がした。イントラシアの当時の軍法などを無視した動きだったが、姫がこれを許したのと、姫を助けて本陣まで連れて来た功績故に、不問にされた経緯がある。

　それで助かったフェリンだが、一人では生きるのが難しく、人里に出てきて生活しようと考えた。人里では金がいるということからフローリン姫が脱ぎ捨てた鎧よろいを持って行って金に換えようとしたのである。

　それで、失敗した。鎧の中に狼おおかみの姿で入り込み、人の姿になれば、一人でも鎧を着られるだろうと思ったのだが、うまくいかなかった。素材の関係で伸縮性がない鎧はそもそも個人に合わせて作られるもので、他人が着られるようなものではなかったのである。

　フェリンは鎧の中で潰れて死にかけた。なんとか狼の姿に戻ったものの、今度は首が抜けなくなり、七転八倒暴れていたところを猟師たちに拾われたのである。

　フェリンにとって幸いだったのは、鎧につけられた紋章を見て恐れ多いとそのまま運ばれたことであった。この時代、人狼でも狼の姿なら普通に猟師に狩られていたのである。人の姿であれば今度は紋章をつけていたと処罰を受けていたであろうから、そういう意味では二重で運が良かった、とも言える。

　ガーディは狼の姿になって部屋の隅で隠れるフェリンの背を撫なでて、大変だったねと笑いかけると、食事を出して休ませた。

　この時出したのは干肉である。頑健な身体からだを育てるとしてよくナウロネレド家の食事では出てくるのだが、エルフの里で育ったガーディは塩みがきついのと下処理が十分でない獣の肉が好きでなく、さりとて捨てるのも勿もつ体たいなく、かなりの量をため込んでいたのである。

「塩しよっぱい」

　鼻面に皺しわを寄せてフェリンは文句を言うが、それでも大量に食べている。ガーディは苦笑して、慣れたら人間の姿になるんだよと言いながら、手早く豆を入れる麻袋二つから貫かん頭とう衣いを作り上げた。

　この様子をナロルヴァが日記に書いていたことから、ガーディは針仕事までできたことが分かっている。多芸というか、当時のエルフがどれだけ徹底して自分のことは自分でやるという社会だったのかが垣かい間ま見みえよう。

「な、なんでもできるのだな、ガーディは」

　不ふ埒らちな事をしないか監視すると言って付いてきたナロルヴァが言うと、魔法の込められた美しいエルフの短剣で糸を切りながら、ガーディは不思議そうな顔をした。

「これくらい生まれて五〇歳のエルフだってやりますよ」

「お前は人間で私より年上って事はないだろう」

「それでもですよ」

　ナロルヴァは針仕事がまったくできない。幼い頃から武人として育てられてきた為ためである。腕を組んで難しい顔をした後、不意に一つの可能性を思いついた。

「もしかして、ガーディは娘として育てられたのか」

　それなら分かるという話である。ガーディは笑って、エルフでは男女の教育に差が出るのは一〇〇歳くらいからですよと答えた。

　フェリンにゆったりした貫頭衣を着せると、後で布を買ってちゃんとした服にしようね、一人で着心地を確認してねと言い置き、ガーディはシンクロの元へ向かっている。

　部屋に入ると、腕を水平に杯を傾けているシンクロが笑い出した。オーク流で床に直接座り、酒を飲む形である。机の下に武器や暗殺者を置かぬ事を示すためとされ、のちに多くの武人がこれに倣うことになった。

「ナロルヴァまでどうした」

「話は聞いております。ガーディは私の小こ納なん戸ど役、他ひ人と事ごとではありませぬ」

「ほう」

　シンクロはそれ以上何も言わず、ただなんとも言えぬ顔で微笑ほほえんだまでである。

「まあ座れ、酒は出さんぞ。身体が細いうちは酒に弱い。何かあった時に酔い潰れていては恥になろう」

「そうなんですか。僕、お酒飲んだことないです」

「そうか、伝説によればエルフの葡ぶ萄どう酒しゆは大層美味という話だったが、まあいい、アンドゥイレドの話だが、こっちにも通告が来た。姫君の商品価値を下げるから、さっさと遠ざけろと」

「あの糞鯨！」

　傍かたわらに置いた剣を掴つかみそうなナロルヴァを視線で止めて、シンクロは苦笑した。

「だからさっさと正式な近侍にすれば良かったんだがな。まったく、我らの姫は欲しいものを欲しいとは言わぬ」

「いや、まあ、それはそれでどうなのですか。父上」

　ナロルヴァは座り直して上目がちにシンクロを睨にらむ。シンクロは涼しい顔で杯を呷あおった。

「なんでも男女の事に結びつけるのはどうかと思うが」

「そうですよね」

　ガーディが何度も頷うなずくのが面白くないのか、ナロルヴァは肘鉄砲にてガーディをひっくり返した。

　シンクロは苦笑すると話を続けた。

「まあ、ともあれ、アンドゥイレドよりもゲスな物の見方をする衆も無数にいる。ヤツの言う事も分からんではない」

「父上」

「最後まで聞け。とはいえ、我が姫君のこと、日々遠くからガーディを眺めて心を慰めていたところでガーディが庭に姿を見せなくなればすぐに塞ぎこむであろう。そっちの方がよほど問題だ」

「父上、まだ姫の耳には入っていないのですか」

「表だっての話ではないからな。ガーディを失脚させるのも、まともな手ではないだろう。事を起こす前に通告をしてきたのは、アンドゥイレドなりの親切だろう。つまりはナウロネレドの家でどうにかしろというわけだ」

　ナロルヴァは怒りに震えている。ガーディは、いや、そこまで悪そうな人ではないですよと言って、シンクロの方を向いた。

「僕がどうこうはおいといて、フローリン姫はもう少し幸せになれないのでしょうか。そもそもなんでお姫様が不幸なんでしょう」

「ガーディ。オークでは残飯が幸せの時もあれば鹿肉でも不幸の時もある、という言葉がある。幸も不幸も心のありよう次第だ。どんな地位にあってもな」

「その例えでいえば、フローリン姫は鹿肉で不幸、というものではないでしょうか」

「まあ、まさにな。フローリン姫は幼少の砌みぎりより黄金の飾りよりもひらひらしたものや可愛かわいらしいものが好きで、人と争うことは好まれず、捕らえた鳥も可哀想と野に放たれるような方だった。まったく、ご兄弟のように奢しや侈しに溺れ、心から楽しむような方だったらと思わなくもない」

「そんな姫は嫌です」

　ナロルヴァが言うと、苦笑してシンクロは頷うなずいた。

「程度の問題だ。ナロルヴァ。下から見れば、俗な方が付き合いやすい。しかしどうしてあの家系からあんな御み子こが生まれたのか。いや、これは不敬であったな」

　咳せき払ばらいして、シンクロは話を続けた。

「まあとにかくだ。鹿肉では愉たのしめぬ我らの姫が幸せになるには、立場を越えた話し相手がいる。姫の常識からかけ離れ、地位や世俗の権力とは距離を置く者がな。その者相手であれば、姫ははじめて、素の自分で話をすることもできよう」

「そんな人がいるんでしょうか」

　ガーディが尋ねると、ナロルヴァは頭痛でもしたのか額に並べた指を当てた。

　シンクロは大笑いしている。

「それでこそ、だ。ところでガーディ、お前考えてみぬか」

「何をでしょう」

「お前が追放されぬ方法をだ。先のエミングラング戦役で見たところ、お前にはグランドラ王にも劣らぬ知略がある。それを一つ、自分のためにここで使ってもいいのではないか」

「おもしろがって……父上、この窮地をガーディに自力で解決せよと言うのですか」

　ナロルヴァがシンクロに文句を言う。シンクロは酒を呑のみながら、口を開いた。

「父としては色々まかせるにあたって、その力を試してみたいのだ」

「色々……ですか」

「ああ、色々だ。ガーディ、どうだ」

　話を向けられて、ガーディは心の中で腕を組んだ。自分のために智ち慧えを絞るなどということ自体、やった覚えがない。そもそもやりたいとも思わなかった。そういう考え方をするのなら、アンドゥイレドに何か言われた時点でやっていたはずである。

　ガーディは顔を上げると、思うところを正直に述べた。

「フローリン姫が幸せになるために、話し相手を探すのだったら是非やりたいんですが。僕が追放されないとか、やる必要があるんでしょうか」

　ああそうか、メイや羽妖精ピクシー、フェリンの食い扶ぶ持ちを探さないといけないなとは後で思ったが、少年らしい楽観で、まあそれくらいならなんとかなるかなとガーディは考えていた。

　シンクロが黙って杯を呷あおる中、動きを見せたのはナロルヴァである。

「お前が追放されたら、私が困るだろ！　お前は、私の！　小こ納なん戸ど役だ！」

　顔を真っ赤にして横のガーディに詰め寄るナロルヴァの顔を見て、この部屋に来てはじめてガーディは微笑ほほえんだ。

「なるほど。ナロルヴァさんが困るのなら、じゃあ僕やってみます」

　シンクロは急に酒がうまくなったか、笑みを浮かべて見せた。

「我が娘ながら、がさつで乱暴者だと思っていたのだがな、どうしてどうして。戦いは勢いだな」

「父上は黙っててください！」

　ナロルヴァは大声を出すと、しおらしくガーディを見た。

「わ、私のためという点については褒ほめる。いや、激賞する。しかしどうしてお前はこうも浮世離れしているのだ」

「そうですか？」

　喜びも悲しみも人それぞれ。オークのたとえをエルフ風に直して、ガーディは自分の幸せは何かを思った。














　自室に戻ると、貫かん頭とう衣いを着た狼おおかみが部屋の隅で丸まって寝ていた。別途部屋をあてがわれたはずなのだが、案内されなかったのか、なんなのか。

　ガーディは狼の背を撫なでると、一人書しよ几きの前に座って考えた。

　おそらくは、ここで自分の幸せとは何かについて考え、答えを出したはずである。




　翌朝には考えがまとまっており、シンクロとナロルヴァに報告している。

「僕が出征して高い成果をあげれば良いのではないでしょうか」

　そう言いだしたガーディに対して、ナロルヴァは呆あきれた顔をしている。

「先年戦ったばかりだぞ。いくら今が擾じよう乱らんの時代とはいえ、さすがにそれは」

　言葉を失うナロルヴァをよそに、シンクロはガーディに言葉を掛けた。

「イントラシアが直面するような戦いがあるとでもいうのか」

「いいえ。でもイントラシア近辺では戦いが起きます。それも多分すぐにでも」

「春に戦いがあると？　ふむ、詳しく申せ」

　シンクロの言葉に、ガーディは口を開いた。

「地上は天の写しであるとエルフでは言います」

「ふむ。その心はなんだ」

「天候が荒れれば地上やそこに住む人々が荒れるということです」

　自らの顎を触るシンクロに対して、ガーディはタヘーに手紙を届けた羽妖精ピクシーからもたらされた春の水害の話をした。

「おそらくは、なんですが、氾濫を起こしたのは大河シノだけではないはずです。むしろ、タウシノは大河シノの上流域ですし、また森が多いのでその被害は少ない方だと思います」

「他の地域では大水害、か。それで？」

「先年、グランドラ王が聖ダビニウス青銅騎士団を破りました」

　はじめてガーディとシンクロが会った戦いである。シンクロは笑みを浮かべた。

「よく覚えている。ふむ」

　ガーディの考えに気付いて考え出す、シンクロ。横に座っていたナロルヴァは、まだよく分かっていない。

「どういうことだ、ガーディ」

「ある勢力が弱体化すれば、隣接する勢力は動きやすくなります」

　ナロルヴァは唇の下に指をつけて口を開いた。

「北国に隣接するのは森タ州ウ、静州、陸州……。このうち山険しい森州には統一政権がない。なら二択だな」

　シンクロが娘の言葉に続けるように口を開いた。

「静州のグランドラ王は動けまい。先の戦役で金やら糧食やらを減らしている上、ガーディの見立て通りなら沿海州に至るまでの各所で川が氾濫している。進軍は困難だろう」

「グランドラ王でなければリエメンの雪ゆき豹ひようでしょうか」

　ナロルヴァの言葉に、シンクロは頷うなずいた。

「南下して森タ州ウに攻め入ることになろう。だがガーディ、お前の見立てが正しいとして、農作をほとんど行っていないイントラシアではあるまいに、リエメンの兵とて普段は農作をやっているはずだ。まともに考えれば戦は秋にすると思うが？」

「それで、先ほどの水害の話です。元々、大きな川と田畑の多い陸州はこの水害で壊滅的な被害を受けた可能性があります。田畑が早期には回復出来ないほどに」

　そうなれば飢えて死ぬのを防ぐため、なんらかの手段でリエメンは稼がないといけない。農作が駄目なら交易、その品目は奴ど隷れい、ということになろうとガーディは口にした。

　リエメンも北側は海に面しているのだから、海外との交易自体は存在する。昔から奴隷貿易をやっている事実もある。後は時期の問題だけだろう、とも。

　そうかと、頷くシンクロは、しばらく考えて口を開いた。

「しかし、ガーディ。我らイントラシアの版図は沿海州、森州南部に留とどまる。要するに他人の喧けん嘩かだ。そこにイントラシアが介入する意義はないぞ」

　この頃、イントラシアは財政基盤を商業においている関係で、農業生産を基盤に置く他勢力と比較して領土的野心が希薄だった。他国の争いに介入して利を得ようという考えも薄い。

　ガーディはイントラシアの事情は分かっていますと頷いて、自説を展開した。

「確かに、今のところは意義はありません。でも近い将来にはそうも言っていられなくなります」

「どういうことだ」

「リエメンの奴隷狩りは森州にて毎年のように行われていました。僕が知る限り、森州中部までは狩り尽くし、もう人はほとんどいないはずです。今後リエメンが数年で方便を変えない限りは……」

　シンクロは頷くと、膝を叩たたいた。

「いずれ、イントラシアにも来る、か。だがガーディ。らしくない考えだな。攻められもせぬのに戦をはじめるなど。お前はもっとこう、心優しいと思っていたが」

　ガーディはこの時、にっこり笑ったとされる。

「僕が僕なりに僕の幸せを考えてみたんですが、フローリン姫が幸せになるのはもちろん、やっぱりこう、どういう理由でも一方的に奴隷にされるなんて皆嫌だろうなと思ったんです。それを阻止できたら、僕、きっと幸せだろうって」

　ナロルヴァが表情に困るのを横目で面白そうに見て、シンクロは口を開いた。

「イントラシアの金で、森タ州ウのために戦うというのか」

「イントラシアのためにもなるようにしたいです」

　シンロはそれで、にやりと笑った。

「その権能オーソリテイに際限はないか。あい分かった。よし、それでいこう。早速軍議に諮るが、反対意見も多いと思うぞ」

　ガーディは頭を下げた。

「そこはがんばりたいところです」

　翌日の朝にはもう軍議が行われている。

　ガーディは自身がタウシノの領主であること、そこに戻って領主に専念するにあたっての懸念として、リエメンが攻めてくるであろうことを子細に述べたとされる。もちろん、タウシノの領主が実質名ばかりで実体がないなどは、黙っていたはずである。

　会議の席上、偉そうにふんぞり返ったアンドゥイレドは高い追放料だなと呟つぶやいたが、一〇〇年安心せよと言った事を違たがえたりはしなかった。約束は守る人物だったのである。故郷を守るという話であればガーディがイントラシアを離れたとて、姫も反対すまいという計算もあったのかもしれない。

　会議を終わらせ、ガーディに軍資金として金きん子すが届いたのはそこから三日後のことである。その頃には森タ州ウの各地にリエメンの兵が姿を見せたという報告がシンクロの耳にも届き始めていた。

　ガーディが自室にて慌ただしく旅装を整えていると、ナロルヴァがリエメン兵発見の報を届けに来た。シンクロは部下を各所に送り、そこから権能〝[image: ]獄耳シヤープイヤー〟で瞬時に遠隔地の情報を読み取っていたのである。

　ああそうか、この権能で僕たちの使者からの情報を一瞬で得たのだな。ガーディは分かった気になった。

　情報を伝えに来たナロルヴァは、そのままガーディを褒ほめた。

「ガーディ、読み通りだな」

「いえ、リエメンの動きは僕の予想よりずっと早いです。どんなことをすればこんな速度で動けるんだろう」

「ガーディでも分からないことがあるのだな」

「なんで嬉うれしそうなんですか、ナロルヴァ殿」

　ガーディは荷物に紐ひもを掛けて結ぶと、横に立つナロルヴァの姿を見て瞬まばたきをした。

「それに、なぜ旅装なんです？」

「自己謹慎の延長を願い出て許可されたのだ」

「それ、許可がいるものなのですか」

　反射的にそう言った後、ガーディは胸を張るナロルヴァの旅装の意味を分かって赤面した。

「ダメですよ。危ないんだから」

「私は武人だぞ、ガーディ。危ないのが仕事だ。それに前のエミングラング戦役では活躍できなかったからな、丁度良いと父上も言っておられる」

「色々ってこういうことなのかな」

「何のことだ？　ガーディ」

「いえ。えーと」

　ガーディは絶対について行くぞと顔に書いてあるようなナロルヴァの表情を眺めると、諦めてお願いしますと言った。ナロルヴァは、夕食の献立を決心した母タウリエルのような顔をしていたのである。

　こうなった女性が、言を翻ひるがえしたことはない。

　この時のナロルヴァの得意そうな顔は、中々に見み物ものであった。

「うまく行きました」

　ナロルヴァが廊下の方に声を掛ける。柱に隠れるようにひらひら、ふわふわ、紐飾りリボンたくさんの可愛かわいらしい服を着た少女が立っている。髪の毛は名前の由来通り、金貨の色であった。

「フローリン姫。またお忍びで来たのですか」

「話は聞いています。ガーディ」

　ナロルヴァ殿がいてもそんな喋しやべり方なんだと、少々ガーディが残念に思っていると、何を勘違いしたかフローリン姫が走り寄ってきた。

「援軍が出せるように努力しますから。なんとか持ちこたえなさい。これは命令です」

　この様子では、事情といっても全部を話された訳でもあるまい。ガーディは頷うなずいて見せた。ガーディとて話す気にはならない。言ったところで落ち込ませるだけということは分かっている。これだから人間社会は面倒臭い。じゃあエルフ社会がいいのかと言えばそうも思わないけれど。世の中はなんとも難しい。

「分かりました」

　手を握られて、上下に振られた。なんの意味があるのかはガーディには分からない。ただ心配そうな金貨姫の顔を見て、なんとかしたいとは思った。

　次の瞬間、自分の権能オーソリテイが駆動しているのを感じた。自然と笑みがこぼれた。

「大丈夫だよ」

　フローリン姫はガーディの顔を長く見た後、ため息をつくと、背伸びしてガーディに耳打ちした。

「喋り方が変ってるよ、ガーディ」

「いつもこんな感じだと思いますけど」

「二人で逃げている時みたいだった」

「なるほど」

　それの何が問題なのだろうと思ったが、ともあれガーディは頷うなずいた。フローリン姫の喋しやべり方は砕けていた方がずっといい。

　フローリン姫は偉そうにガーディを指さした。そんなひらひらした格好で偉そうにしても偉そうに見えないですよと思ったが、口には出さなかった。

「分からないことがあればなんでも手紙で問い合わせるように」

「大丈夫ですよ。ナロルヴァ殿もいますし」

　フローリン姫の表情が曇る、ナロルヴァがガーディに肘鉄砲を食らわせた。

「そこはありがとうございますだ。ガーディ」

「ありがとうございます……？」

　肘鉄砲の痛みに涙目でガーディが言うと、フローリン姫はちょっと笑って、祈るように両手を合わせた。

「本当に、無事で」

「大丈夫大丈夫。ちょっといってきます」

　また権能オーソリテイが駆動しているなあと思いながら、ガーディは笑って旅立った。一緒についてくるナロルヴァは、難しい顔をやめて走って横に立った。

「言っておくが、ああいう言い方は不敬だぞ」
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「僕もそう思って、後半を付け足しました」

　ガーディの顔を小憎らしいと思ったか、ナロルヴァは大きな八重歯を見せて威嚇した。

「ちょっといってきますは十分不敬だ。それと姫が心配なされているのはお前のことを特別になんとかではなくてな、功績のあった部下、そう部下だからあのような事をいわれたのだ」

「友達なんだから心配なんだと思っていました」

「それが不敬というのだ。だが不ふ埒らちでないのは褒ほめる。いや、激賞する」

　恥ずかしそうに言って、ナロルヴァはそっぽを向いたままガーディの横を歩いた。

　ガーディは微笑ほほえんで、友人たちと雪の平原を歩いたことを思い出した。

　権能オーソリテイが駆動するのを感じながらガーディは拳を握る。あの時は友人を無くす羽目になった。今度は違うぞと決意した。

　それで、そのまま街道を歩いて森タ州ウに向かった。沿海州に居る限りは街道がよく整備され、移動するのは簡単である。山賊の類いが出る話もない。

　この頃の沿海州ははげ山ばかりで、草地が多かった。その草とてすぐに消費されるような運命にある。人や家畜が食べて回るのである。食べる事ができない草が増えすぎると今度は火を放って、最終的には肥料にした。

　春の入り口である今の季節は、まだ農作も行われておらず、人の姿もまばらであった。

　そこを、長い髪をまとめた女武人と、古風な弓を持った美しい少年が歩いている。

　この二人が二人きりで、森州南部を平定しようと向かっている。当時であってもおとぎ話のような話であったが、本人たち、なかでもガーディは至って真面目にこれをしようとしていた。

　ナロルヴァは一緒に歩きながら、そんなガーディの横顔を見ている。

「あの犬はどうしたのだ」

「戦わせるのもどうかと思って、置いてきました」

「それでは雇った意味もなさそうだが、まあそうだな。信用できるか、まだ分からぬか」

「信用なんて考えてもいませんでした」

　正直に言うガーディに、ナロルヴァはちょっと笑った。

「底抜けのお人ひと好よしだな。ガーディは。まさか奴ど隷れいにされるのが可哀想といって戦争始めるなんて思いもしなかった」

「そうなんですか？」

　こういうの普通だと思っていましたと、ガーディが足をとめてナロルヴァの顔を窺うかがう。付き合わせたのが良くなかったかという様子に、ナロルヴァは表情に困った後、あえて顔を近づけた。

「正直に言うが、お前がそんなことを言い出したとき、少しばかり心が躍った。私のおじいさまはおばあさまが奴ど隷れいになりそうなところを救ったのだ」

「ああ、オークの」

「そうだ。子供心に素敵な話だと思った覚えがある。それなのに私は長じても何もせず、何も思うことはなかった。だからガーディ、お前がそう言ったとき、少し嬉うれしかったのだ」

　ガーディはナロルヴァの視線を浴びて、恥ずかしそうにした。

「僕はそんなに大したことは思っていませんよ」

　褒ほめられるのが本当に恥ずかしかったか、ガーディは話題を変えた。

「そういえばナロルヴァさん、なんで馬に乗ってこなかったんですか」

　ナロルヴァは面白くない顔をした後、やっぱり面白いかと笑ってまた歩きながら口を開いた。

「今回はお前の付き添いだ。ガーディが馬に乗ってないんだから仕方ないだろう」

　ついでに言えば、ナロルヴァは家臣も連れて来ていない。つまり二人きり、なのだが、ガーディはまったく気にしていなかったことが日記から分かる。

　ナロルヴァの胸中はいかがなものだったか。残念ながら記録にはない。もっとも、戦いが迫る情勢故に、それどころではなかったかもしれないし、羽妖精ピクシーが邪魔をしたりしたのかもしれない。

　この頃、旅は徒歩が普通である。馬を用いることはまずなかった。惑星の北半球で一〇〇年単位の寒冷化が続いていたこともあり、大量の飼葉を消費する牛馬はどんどん数を減らしていた。農耕用の牛馬はほぼ、全滅。僅かに伝令（早馬）と戦闘用に馬が用いられていた程度である。優れた移動手段として一般に認識されていたにもかかわらず、移動手段としての馬車や乗馬は顧みられることがなくなっていた。

　代わって登場したのが人力であり、駕か籠ごやら人力車が使われている。輸送速度や効率で言えば人力車の方が有効なのだが、衝撃吸収装置などがなかった時代故に乗り心地がすこぶる悪く、人員輸送で用いるのはもっぱら駕籠である。

　なおイントラシアは道路事情が良く、用いる人力車の幅は広かった。幅八尺ゆえに大八車と称した。他方他国ではこれほど大きな人力車は見られず、こちらはべか車と呼んだ。

　面白いことに寒冷期を過ぎた後も移動手段として牛馬が復活することはあまりなく、荷駄用としての馬は補助的なものに留とどまり、そのまま人力が主力として長く使われることになった。すっかり移動には人力という考えに慣れきっていたのであろう。ナロルヴァが移動手段として馬を用いなかったのも、そういう側面があったのかもしれない。

　話を、戻す。

　街道を二人はどんどん進む。ナロルヴァが行こう李りに背負うものはギャンベゾンという布ぬの鎧よろいである。馬上で使うような鎧は重くて使えぬという。武器は槍やり一本に剣が三本、掬鍬シヤベル一つであった。

「武器をもう少し減らしたら、胸当くらいは荷物に入れられたのでは」

　一部の武器を預かりながらガーディが言うと、ナロルヴァは笑って見せた。

「ガーディは戦を知らないな。教えてやろう、武器は壊れるものだ。それでなくてもすぐに切れなくなる。そして武器を無くせば戦は終わりだ。鎧よろいがなくても戦えはするが、武器がなくては戦えない」

　血ち糊のりがついてすぐに剣は切れ味が悪くなるのだという。対策として棍こん棒ぼうなどを使う手もあるのだが、突くことができないので狭いところでは使いにくく、先端が重いために武器で守るにも遅れをとるという。武器を返したときに動きすぎる、という理由だった。

　棍棒のような武器を使うなら手盾を使うべきなのだが、そちらは重すぎる一方銃弾を避よける役には立たず、廃れてしまっている。この時代、盾といえば設置型である。

「結局、槍やり、乱戦ではどれだけ問題があろうと剣が一番という事だ。ガーディ」

「そういえばグランドラ王もすごい剣士でしたけど、そうだ。じゃあなぜ銃を持たないんでしょう。剣は廃れて銃の方がよく使われていますよね」

「一丁だけの銃など役には立たない」

　一言でナロルヴァはそう答えた。この時代の軍用銃は照準がなく、集団運用しなければ命中はおぼつかなかった。一方猟銃には照準器がついていたが、こちらにしても発砲のたびに銃筒内が削れて、日々発砲して調子を把握してないと狙い通りに撃てるものではなかった。猟師と異なり戦争になったら銃を使う程度の使用頻度では、これまた命中がおぼつかなかったのである。

「なるほど。勉強になります」

　ナロルヴァはそう言われて顔をしかめた。

「不安になるような事をいうな。ガーディ」

「なぜです？　勉強している方が頼りになると思いますけど」

「それはそうなのだが。お前が無知だと思うと、命を預ける方としては怖い」

「ナロルヴァさんは僕が守ります」

　真顔で言うガーディの鼻をつまんで、ナロルヴァはちょっと笑った。

「まあ、頼りにはしている。なんだかんだでお前が姫を助けたのだし。それにしても、お前の戦だから黙っていたが、イグノゴンド城で傭よう兵へいなど集めなかったのは何な故ぜだ」

　この戦いでは正規軍は用意されず、金きん子すが用意されてそれで傭兵を雇って戦う事になっていた。地方領主という肩書きはあれど、実績も官位もないガーディの下で戦うことを武人が嫌がった、というよりも、そういう制度がなかった。という方が正確であろう。

　ガーディはナロルヴァの質問に歩きながら答える。

「二人と羽妖精ピクシーだけで移動した方が早いです。今はそう、速度が一番大事、という感じです」

「戦いは数だぞ。お前は知らないかもしれないが、州境付近では傭よう兵へいを集めるのもままならない」

「もとより傭兵を使う気はありませんから」

　この時代の傭兵は、略奪も日常的に行っていた。雇う方も略奪を前提にして安く雇っている始末である。そんな者をつれて森タ州ウに戻るつもりは、ガーディにはなかった。

　これに反対、というか、あり得ないという反応をしたのはナロルヴァである。道の真ん中で立ち止まって、ガーディの顔を二度見した。いや、三度は見ている。

「待て待て待て、ちょっと待て。いや、傭兵なしに戦うなんてありえないから。本気で言ってるのか」

　本気で言っているのはガーディの目を見れば分かったが、それでもナロルヴァは、そう口にした。口にしたあと頭を掻かいて、混乱したように頭を振った。

「私と、二人で、か」

「羽妖精ピクシーが五〇〇います」

　ナロルヴァは普段目に見えぬ羽妖精を人数として数えるようなことをしない。しない結果、見る間に顔が真っ赤になった。

「そ、そういう話じゃなく、私と二人きり、そう、二人きりでどうするんだ。本気で戦うつもりなのか。そ、それとも」

「本気もなにも、僕の故郷ですし、守らないと」

　ガーディにそう言われて、ナロルヴァは小さく頷うなずいた。

「そ、そうか、それもそうだな。いや、でも」

　浮かび上がった自分の考えを捨てきれず、ナロルヴァはうろたえた。うろたえたあとで、ガーディが冷静なことに腹を立てた。

「姫と二人の時は、ど、どうだったんだ」

「その時も僕、真剣でした。真剣に逃げ回っていました」

「まあ、ああうん。そうか。それについては褒ほめる。いや、激賞する。しかしだな。いや、つまり私が何をいいたいかというとだな」

「はい」

　ガーディは顔を近づけた。ナロルヴァは、ちょっと離れた。横を向いた。

「……私に分かるように考えを話せ」

「そこは小声で言わないでも」

「乙女的に重要なのだ。いいから、説明を急げ」

　ガーディは理不尽だ、という顔をしたが、すぐに立ち直って説明している。略奪をもたらす傭兵を使う気はないという話を繰り返した。

「傭兵なくしてどう戦うんだ。じゃあ」

「僕にはこれがあります」

　ガーディは肩から提げている鞄かばんを叩たたいている。

　傭よう兵へいの代わりの戦力が、鞄の中にあった。

　この頃イントラシアが発行していた穀物引換券、いわゆる米手形である。米手形というが、米に留とどまらず、この頃には米を基準として麦なら二倍、蕎そ麦ばなら三倍などと交換比も定められていた。

　実際に穀物を大量輸送せずに済むので、移動はかなり早くなる。ガーディはこの振り出された手形を元に、森タ州ウの住民たちを雇って戦うつもりだった。

「傭兵でなく、自分たちの村を守るために自分たちで戦うんです」

「武人という概念を根幹から破壊しそうな意見だな」

　ナロルヴァはそう言った後、少し考えた。

「まあでも、傭兵ももとは食い詰めた農民だろうし、同じといえるのか。いや、現地の傭兵と思えばいいのか。徴兵のちょっと待遇がいいものと思えばいいのか？　さすが素人というかなんというか。いや、しかし」

　考えを聞かされたナロルヴァは、しばらく考えたあと、急に納得した。

「そうか。今の時期ならまだ農作業もできないから、応募してくる可能性はかなりあるな。なるほど、考えたな」

「こんなのは考えになりませんよ」

　心からそう思っている様子でガーディはそう言った。その心は既に、州境を越えて森州にあった。














　森タ州ウはイントラシアの治める沿海州の北にある広大な地域をいう。

　面積で言えば沿海州の二四倍、州としては一四州で三番目に大きい。

　元は広大な森林が広がる地域であったが、今は名に反して余り木々がないのは先に述べた通りである。古代から続く森林の大部分は、寒冷期と戦争が続くこの一〇〇年ほどの間に伐採されてしまっている。

　今では、標高が高すぎたり、谷間が深くて輸送が大変だったりしているところだけに森が残り、他は起伏の多い草原になってしまっている。かつては野生動物の宝庫だったが、森林の減少によってそれもこの頃にはいなくなってしまっていた。

　ここで農作を始められれば良かったのかもしれないが、土質悪く、農作は極限定的なものになっていた。

　つまるところ森州は不毛の地であった。それ故、他の勢力から占領されることもなく、消極的な独立を保っている。

　消極的、というのは他地域のように独立維持のために激しく戦う事がなかったためである。

　外からの圧力が少なかったのと、広大な地域であることが禍わざわいして北部は北部で北の陸州にすりより、南部は沿海州との貿易を優先した結果、統一統率する勢力がついに生まれず、小さな村単位での生活からもっと大きな自治体に発展しなかった。

　そして寒冷期の寒さが一層強くなり、陸州リエメンでの農作が難しくなると、この地域はリエメンの狩り場として蚕食を受ける事になる。

　リエメンの奴ど隷れい狩りは徹底しており、現代でもこの地域は北部中部と人口希薄地帯である。

　ガーディとナロルヴァの旅は順調に進み、出立から五日目には森タ州ウに入っている。

　沿海州が東西に細長く、南北に短いことがあるが、イグノゴンドから州境まで五日というのは相当な速度である。

　ガーディの故郷、タウシノまでここから五日、つまり半分というところだが、現代の地図から見るとこの時点で距離の三分の二以上を消化している感じである。それでも時間的に同じくらい掛かるのは、道路事情が影響している。

　森州には街道がない。宿場町もない。これらは安全保障上の問題で、街道がないことで侵略を難しくしていたという側面があった。

　ガーディとナロルヴァの移動にしてもそうで、森州からは基本野宿、さらにいえば宿場町で水や食糧の供給を受ける事もできないことから水場探しや山菜探しも平行せねばならず、移動はかなり困難だった。

　この時代一般の徒歩での携行可能な食料は三、四日分とされるから、足りない分は現地で調達するしかない。

　それでも、地域住民であったガーディがいたことで、相当助けになっていたはずである。

　特にガーディの弓の腕はかなり食料確保に影響し、ナロルヴァは旅とは思えぬご馳ち走そうを日々食べる事になった。ガーディが毎日鳥を射落として来たのである。

　ナロルヴァが見るところ、ガーディは鳥にも優しくしようとしているようで、狩猟するにも必ず群れの一番年寄りを狙い、群れの頭首や子を狙う事がなかった。

　あれほどの腕ならまとめて射殺すこともできそうなところをそうもしない。

　鳥と言えば飛ぶ食物であろうにそれにすら優しくしてどうするとナロルヴァは思ったが、毎日なにかしらの鳥が手に入っているのは間違いなく、何も言わなかった。

　鳥の羽は矢の材料になり、ガーディはこれも、大量に手に入れている。これに加え、森州ではあちこちに自生する矢竹を得れば、矢を大量生産できる算段であった。ガーディは歩きながら着々と戦の準備を整えていた。




　ガーディが最初に向かったのは故郷タウシノである。その境となる未いまだ伐採を受けぬ豊かな森の近くまでいくと、木陰からひょっこりとエルフの長老が姿を見せた。

「長老良かった。手紙を読んでくれていたのですね」

　ガーディが言うと、長老は少しだけ頷うなずいて見せた。

　ナロルヴァとしては、名目上とはいえ、領主になんという態度だと思ったが、ガーディも長老も気にはしていないようであった。

「兵だが、出せぬ」

　長老の返事は、短くも素っ気ないものであった。

「なぜ、でしょうか」

「自分で考えなさい」

　エルフの長老は、優しく言う。ガーディは難しい顔をした後、少し微笑ほほえんだ。

「分かりました」

「ちょっとまてガーディ。なんだそれは。お前領主なんだから兵を徴発しろ！」

　長老とガーディは同時にナロルヴァの顔を見ている。びっくりした様子であった。

　ナロルヴァはそれで、自分がおかしいのかと一瞬考えた。

「いやいや、私の言ってることが正しいからな。この状況、自分たちの身を守るためにも兵をだせ。エルフはそんなことも分からないのか」

　ナロルヴァの言葉を、長老は軽く聞き流したが、ガーディが困っていそうなのを見て取ると、口を開いた。

「人間よ」

「四分の一は違うが。なんだ」

「私たちはすでにガーディという過分な戦力をだしている。それでは不満か？」

「過分だと……!?」

　怒っていいのかどうか迷いつつ、ナロルヴァは眉をひそめた。ガーディを見る。ガーディの表情を見るに何も考えていなさそうなので、代わって文句を言う事とした。

「不満もなにも、戦いは数だ。兵数が兵力だ。数がなくては戦はできない」

「ふむ。ではガーディを里に戻し、他の者を送ろう。三名送る。ガーディ、戻ってきなさい」

　ナロルヴァはガーディの手を取るどころかそれだけでは心配だったので後ろから抱きついてエルフの長老に八重歯を向けて威嚇している。

「これは私の小こ納なん戸ど役だ。誰がやるか」

「ではこちらも、エルフは出せぬ」

「理屈がおかしいだろ、そもそもガーディを追放したんじゃないのか」

「私はそれを、いつでも取り消せる。簡単な交換だ。一人が三エルフになるのだから、悪い話ではあるまい」

　ナロルヴァは顔を真っ赤にして怒った。

「悪い話に決まってるだろう」

「では、ガーディだけで十分ではないか」

「えっと、ちょっと待て、文句を考えるから」

　エルフと比べてナロルヴァは余り考えるのが得意ではなかった、長老の言う言葉が滅め茶ちや苦く茶ちやだと思うのだが、どこがおかしいかすぐには説明できないでいる。

　しばし考え、顔をあげた。

「ガーディは任命された領主だ。勝手に私の手から離れることなどできない。文句があるならイントラシアに問い合わせ願おう」

「そのガーディは表面上、建前として、リエメンからの侵攻を防ぐため国元に帰るという話だった。今後ガーディは里の中から指揮をし、三名のエルフを戦闘要員として送る。人間から文句を言われる筋合いはあるまい」

　ナロルヴァは歯ぎしりしてガーディを抱きしめた。

　ちなみにオークは歯が無限に生えてくるので、歯ぎしりしようと痛手はない。ナロルヴァも生涯で五回ほど歯が生え替わっている。

「駄目だ。とにかく駄目だ。絶対駄目だ。ガーディは渡さない」

「では諦めなさい。ガーディもそれでよいか」

　ガーディはナロルヴァさん痛いですと言ったあと、少し笑って長老に向かって頷うなずいた。

「分かりました。そのように」

「ガーディ怒ってもいいんじゃないか」

　ようやく手を離したナロルヴァは、そう言って愚痴を言った。

　ガーディは首を振る。

「いえ。今ので色々分かった気もします。確かに最初にここに来たのは間違いだったかもしれません」

「なんで間違いになるんだ」

「それはまあ、あとで説明します。あの、長老。三つ聞いてもいいでしょうか」

　ガーディが上目遣いで言うと、長老は少し頷いて見せた。

「言ってみなさい」

「まず、なんで僕の名前をガーディと？」

「真の名を呼べば、その言葉を聞きつけて来る者もいよう」

　長老の説明に嬉うれしそうに微笑ほほえんで、ガーディは何度か頷いた。

「分かりました。それを聞いて安心しました。それで、二つ目の質問も答えが分かりました。ナロルヴァ殿を人間と呼んだのは、同じような理由ですね」

「そうだ」

　初老のエルフである長老は、優しく言った。ガーディは三つ目の質問を口にする。

「母に手紙を沢山送っているんです。でもあの、返事なくて」

「手紙は私のところに留とどめている」

　長老がそう告げると、ガーディはすぐに泣きそうになった。

　ナロルヴァはガーディを子供かと叱りたくなりつつ、ガーディをかばって長老を威嚇している。

　長老はかすかな笑みを浮かべた。

「ガーディ、お前の母は毎日泣いて暮らしている。これで手紙が届けば、恋しさが募って人里にでるかもしれぬ」

「そんな……外は駄目ですよ。エルフにはとても耐えられません」

「そうだろう。そういうわけだ」

　そう言って長老は赤毛を振ってあっかんべーをしているナロルヴァを見た。少し微笑ほほえむ。

「ガーディ、私は誰を選んでもいいと思うが、相手によっては子を連れては戻って来れないかもしれない。注意しなさい」

「どぉ！　どういう意味だ！」

　ガーディより先に反応したのはナロルヴァである。長老は既に笑い声だけを残して姿を消していた。
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　ガーディが得るものなしにエルフの里を出た後の話をする前に少し、余談になる。

　ガーディが相対するリエメンの奴ど隷れい狩りがどのようなものであったのかは、いくつかの資料が残されている。特に近年注目されるのは海外に売られた奴隷たちが、その後の不幸な生活の中で自分の身上などを書き残したり、語った言葉が記録に残された例であり、当時の悲惨、残忍な戦いが生々しく活写されている。

　ここではそれらの資料も踏まえ、一つの襲撃を描きたい。




　ヨモイ村のティは、野山を駆け回って食べる物を探していた。当時三つであり、一人前にはほど遠かったが、それでも働かなければ飢えて死んだ。

　大勢の子が死ぬ冬を越えた祝いとして、この春からティには名前が与えられる予定だった。ティは一〇という数字であって、名ではない。彼女は名を与えられることを喜んで、村の役に立とうと、食べ物を探して躍起になった。そうしてしまいには普段は立ち入りを許されぬ禁域の森に立ち入ってしまったのである。

　結果として、それが彼女の命運を決めることになった、

　蕗ふきの薹とうと片かた栗くり、二つを掴つかめるだけ掴んで、彼女は村に走った。焼けた匂いが漂うので、彼女はきっと、大人たちが狩りを成功させたのだと思った。今日はきっとごちそうだろう。

　そう思って村のある窪くぼ地ちを望む森を抜けて息を呑のんだ。思わず集めた山菜を地に落としてしまう。

　村が、燃えている。ティは一瞬、何が起きているのか分からなかった。呆ぼう然ぜんとしていると下で悲鳴があがる。窪くぼ地ちの隅に追いやられた女と子供たち数十が、七、八名からなるリエメンの雑ぞう兵ひように槍やりで突かれて殺されていた。

　火攻めでもなく、槍で刺し貫かれて死ぬ。雑兵たちが笑いながら槍を使っているのを見てティは心底恐怖した。追いやられていた中に自分の母や弟妹がいなければ、逃げだしていたろう。

　ティは怒りに叫ぶと、傍かたわらにあった石やら岩やらを持ち上げると、雑兵どもに投げはじめた。なんの計画もない生兵法であったが、存外うまくいって包囲の列が一部破れた。女子供が逃げようとして破れた場所に殺到し、混乱が起きているのが見えた。

「逃げて、逃げてぇ」

　ティは叫んだが、すぐに自分の身を案じることになった。集めた片かた栗くりの花を踏みながら、窪地を上り、二人の雑兵が寄ってきたのである。槍から剣に持ち替えていた。

　ティは、すぐに逃げた。武器も鎧よろいも持たなかったが、逆に言えば身軽さではそれらを持つ雑兵に勝るはずである。実際逃げることができた。走って逃げながら、なんであいつらは殺すのだろうと涙を流した。

　そのうち、悲痛で悲惨な叫び声や泣き声が村の各所から上がりはじめた。

　背の方を見ればいくつも切り落とされた頭が槍に刺されて天に掲げられている。それでティを挑発しているようだった。

　このまま逃げれば、もっと殺すぞという意味の言葉がティの背中に投げつけられる。言葉が分からなくても悪意というものは伝わるものだ。ティは泣きながら大人を、中でも強い男たちを頼ろうとした。

　村の外周を半周もせぬうちにその男たちが網に掛けられ、吊つり上げられているのが見えた。網に掛からなかった男は何本ものの槍に貫かれて、口から血を吐きながら死んでいる。

　ティが叫ぶとそれに気を取られてまた男が槍に殺された。ティの一番上の兄であった。

　自分のせいで、兄が死んだ。

　走るティの脚が絶望で止まる。

　次の瞬間、禁域の森の方から矢竹と木や鏃じりでできた矢が一〇本ばかりも同時に雑兵どもに降り注いだ。いずれも精霊の導きでもあったか、一本も外れず雑兵どもの眼がん窩かに突き刺さっている。

　一〇本の矢を一人で放って同時に着弾させた者は、数百歩も離れたところで凜り々りしくも美しい瞳でこちらを見ていた。見た事もない数の羽妖精ピクシーたちがその耳にささやき続けている。

　ティのみすぼらしい髪の上に光の粉が落ちる。

「イントラシアピクシーエアフォース、エンゲージ。ピクシーファイアコントロールスタート、オープンファイア！」

「オープンファイア！」

　ティには何一つ分からぬ言葉で、羽妖精ピクシーたちが凜り々りしく言葉を重ねるのが見えた。

　次の矢が続々と放たれる。その最初の一本は酷ひどく甲高い音を立てて村の中央に落ちた。

　鏑かぶら矢やだった。音を立てるための矢であり、かつては合戦の合図に使われたものである。

　殺さつ戮りくと生け捕りに明け暮れる雑ぞう兵ひようたちが音に気付いて顔をあげた瞬間、人間離れした速度で三本の剣を腰に差した女武人が叫びながら突撃してきた。

　雑兵一人の首を刎はね、続く数名を剣を変えながら連続で叩たたき斬った。

　雑兵の最後の一人がたまらず叫んでいるのが見える。

「なぜ人間が！」

「そんなことはガーディに聞け！」

　腹立たしそうに女武人はそう言うと、最後の一人の首も刎ねた。

「それに私のおばあさまはオークだ」

　ため息をつく女武人は、ティにひとめもくれず、窪くぼ地ちに降りてきた、ただ一人の弓兵を見た。

　その美しさは母や祖母が話していた姿の通りである。

　ティは観念して、跪ひざまずくと、精霊たちに祈りを捧ささげた。自らの冥福を願う祈りであった。続けて寄ってくる弓兵に跪ひざまずいたまま頭を下げ、最後の言葉を口にした。

[image: ]

「お腹なかがすいて禁域の森を侵しました。ごめんなさい、エルフ様。でも、殺される前に仇かたきを取ってもらって嬉うれしかったです」

「僕はエルフじゃないよ」

　本物のエルフ以外にはできないような完璧な発音のエルフ語でティにそう声をかけたのは、ガーディである。母をバカにされない限り、基本怒ることのないこの少年も、奴ど隷れい狩りの惨状も前にして、怒りを目に秘め背筋を伸ばし、弓ゆ弦づるを張ったままの弓を抱いていた。

　この少年、怒れば怒るほど静かに冷たい印象を見せる。

「怪け我ががないようでよかった。手がいるから君も手伝ってくれると嬉しい。なるべく多くを助けたい」

　ティは涙目を瞬まばたきして、ガーディを見上げた。

「でもエルフ様ですよね。禁域の森から来た」

「実家の近くではあるけれど、まあとにかく」

　ガーディはティを持ち上げ、跪くのをやめさせた。そんなことは、彼の趣味ではなかった。

「助けられるだけ助けよう。簡単な治療が出来る程度の薬草はあるよ」

　傍かたわらに立つ女武人ことナロルヴァは難しい顔をしている。

「ガーディ、リエメンの奴隷狩りを阻止するのを手伝うとは言ったが、こいつらは劣等種レツサーオークじゃないか」

　劣等種とはオークの呼び名で、五年も待たずに性的に成熟して子供を作り始める小型、人型の生き物である。古来オークから生まれた種とされており、いくらか外見的な共通点がある。特に子供の時は見分けがつかないことからそのような説が唱えられている。近年の遺伝的研究ではオークの幼体成熟種と推定する。

　人間は俗にこれをゴブリンというが、ゴブリンは本来オークの中でも精強な者が名乗る称号で、種族名ではない。明らかな誤用であるのだが、赤絵表紙という博物誌のせいで、すっかり定着してしまっている。

　ここでは誤用と断りを入れた上で、以後慣習に沿ってゴブリンと呼ぶ。なお、今では差別として用いられていないが、当時は人間の言葉でオークを鬼と書くことがあり、対応してゴブリンを小鬼と書くこともある。

　ガーディはナロルヴァに文句を言われて、少し困った顔をした。

「ナロルヴァ殿の種族に繋つながりがあると思って」

　ナロルヴァは嫌な顔をした。似ているからかなんなのか、オークは伝統的にゴブリンを一方的に下に見る風潮がある。

「神話ではこいつらもオークと繋がりはある、あるが」

「それに、エルフから見れば人間だって劣等種です。それでも僕は、お母さんのおかげでここにいます。だから僕も、真ま似ねしたくて」

　そう言われて、ナロルヴァはどこか恥ずかしそうに黙った。

「まあいい。お前のお人ひと好よしは私だってよく知っている。まさか神話に遡るほどとは思っていなかったが。文句はない。好きにしろ」

「ありがとうございます」

　ナロルヴァは恥ずかしそうにそっぽを向いたまま、言葉を続ける。

「私をどう思う」

　ティは恐ろしいですと思ったが、何も言わなかった。言葉を向けられたのはガーディである。

「何が、ですか」

「五人を切り伏せた。返り血も浴びている」

「必要なことだったと思います。それがなければこの子は助けられなかったでしょう」

　ナロルヴァはガーディの顔を見ている。

「そうじゃなくて、私の姿が恐ろしいとか気持ち悪いとか、そういうことだ。私の最初の許嫁いいなずけ候補は戦う私を見て腰を抜かして逃げたぞ」

「そんな人いるんですか」

「お前はどうだ、どう思った」

「今更何をいってるんだと思いました」

　ナロルヴァはガーディの目をじっと見た後、そうかと言って視線を外した。

「ガーディ、今は謹慎中だから殿はよせ。へりくだる必要もない」

「ありがとう。ナロルヴァさん」

「そこは、さんをつけるな」

「なぜです？」

　ナロルヴァは長いため息をつくと、ことごとく片目を失ったリエメンの兵の生き残りに、味方の死体を持って去れと言いに行った。

　ティはこのやりとりを天上の精霊たちの言葉のように聞いていたが、怖いナロルヴァが居なくなると、おずおずと口を開いた。

「ガーディ？　とはガディのことでしょうか。となればエルフ様は人ですか」

「人だけど、まあ、最近どうでもいいかな」

　人間社会、僕はあんまり好きじゃないみたいでとガーディは語った。本音であろう。ティはこの瞬間、人間やエルフがその愚かさにより巨大な損失を被こうむったと信じた。ガーディ様は人やエルフから離れ、我らに味方していると。
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　ガーディは額の左に小さな一本角が生えたゴブリンの子を下ろすと、酷ひどい有様の村を見た。女子供を殺して男だけを奴ど隷れいにするのは、すぐに繁殖してしまうためであろう。

　ゴブリンは体格も小さく、成熟が早いというより早すぎる関係で知能の発達が体格に比較して他種族に遅れてしまう。このため奴隷にはあまり向いていないはずである。ゴブリンからすれば十五年という信じられないほど長生きした個体でないと人並みにはなれない。

　それでもこんな風に奴隷にしようとしている。

「すごいというか、酷いな、人間は、いや、リエメンか」

　ガーディはそう言って、また一つ人間社会が嫌いになったなと呟つぶやいた。

　さて、これで助けたゴブリンたちがガーディの味方になって戦えば話としては美しかったのだが、そうはならかった。

　ゴブリンたちはガーディに感謝をしたものの、雇われて戦うのを拒否したのだった。

「我々は数を減らした　無理」

　ゴブリンの村でやっている呪術師がそう説明する。たどたどしいエルフ語でさらに説明をするには、付近の人間の村がこの損害を機に襲ってくるかもしれないからとも付け加えている。

　森タ州ウが統一されず、リエメンの奴隷狩りを受け続けていた理由が、これであった。種族によらず近くの集落、住民同士が事あるごとに互いを攻め立て、あるいは略奪し、一緒に戦おうという機運がなかった。リエメンが新参の敵なら隣村は仇きゆう敵てきという始末である。

　ガーディは説明を聞いて、特に落胆はしなかったようである。

　ただ、気が変ったら参加してくださいと言っただけであった。

　それで何の謝礼も貰もらわずに去ったのだが、ナロルヴァは不満を口にした。

「こんなことなら助けなければよかった」

「いやいや、そんなことないですよ。ナロルヴァさん」

「助け損だろう。まったく劣等種レツサーオークはこれだからいけない。恩と奉公も分からないのか。だいたい、エルフもエルフだ。けちくさい奴め、兵の一人も出せ」

　森州の全方位に文句をつけて、ナロルヴァはまだ怒りさめやらぬ様子である。剣についた血ち糊のりを懐紙で拭き取りながら、顔をしかめている。

　ちなみにナロルヴァが使う三本の剣はそれぞれ長さが違い、重さも用途も重複しつつ、異なっていた。ちなみにいずれも数打ちといい、当時はどこでも買いそろえることができた廉価なものであった。

　ナロルヴァくらいの立場、技量でも実戦となれば名剣も数打ちも変わらないと考えていたようである。

　ナロルヴァの愚痴に対して、ガーディは微笑ほほえむだけだった。それが面白くなかったか。彼女はさらに言葉を重ねている。

「やっぱり傭よう兵へいを集めてくればよかったんだ。いくら早く着いたとて、二人でリエメンを追い出すなんて無理だ」

「そんなことないですよ。あと羽妖精ピクシーもいます」

「もう少し、姫と話すように話せ。あとさんはつけるな」

「それが、相手が困ってないとどうも丁寧な言葉遣いになるみたいで」

「どういう性癖だ、それは」

　ナロルヴァはそう言ったが、少々気分を戻した。血のついた懐紙を投げ捨てて、ガーディの顔を見る。

「戻って傭兵を集めるか？」

「いえ。このままいきます。大丈夫です」

「考えがあるのなら、話せ。私とお前、二人だけなのだからな。私とお前は駕か籠ごかきで言えば前と後ろの関係なんだからな」

　のち、この表現は縮められて相棒、という言葉になる。一本の棒を二人で持ち、息を合わせる関係から二人一緒に行動する仲間をこのように呼んだ。

「とりあえずは、こんな感じで何度か助けていきたいです。それと、もっと被害を減らすこともしたいです」

「被害を減らすのはそれが目的だとしても、兵が不足するのはどうするんだ。劣等種レツサーオークはともかく、人間はまだもう少しは協力的だろうが……」

「種族は問いません。奴ど隷れいになりそうなら、誰でもです。何度目かで、状況は変わると思います」

　堂々と言うガーディの顔を見て、ナロルヴァは仕方ないというふうに微笑んだ。

「まあいい。お前がそういうなら、あと一〇回くらいは敵陣に突っ込んでやる。一一回目でも変わらなかったら文句を言うので覚悟しろ」

「はい。ありがとうございますナロルヴァさ……ナロルヴァ」

「うん」

　ナロルヴァは嬉うれしそうにも、得意そうにも見える笑顔を見せた。

　笑顔はすぐに固まって、怪け訝げんそうな顔になった。立ち去った村の方から、ゴブリンの娘が一人、追いかけて来て平伏した。ティである。

「恐れ多きことなれど、人間のエルフ様に申し上げます。どうぞこの暗黒の子を下僕としてお使いください」

　下僕とは奴隷のこと。暗黒の子とは、この頃のゴブリンたちの自称、種族の名乗りである。瞳が大きく夜目が効き、光の届かぬ小さい穴に隠れて逃げおおせることから、ゴブリンたちは他種族より遥はるかに暗闇に親しみを持っていたことからできた名乗りと思われる。

　ガーディは、苦笑して首を横に振った。

「ごめん。僕奴ど隷れい狩りを止めにきたくらいだから、当然下僕とか使ってなくて」

　顔をあげたティがえー、と涙目になったので、ガーディは優しく笑って片膝をついた。目線を合わせる。

　自分の中で、勢いよく権能オーソリテイが駆動するのを感じる。だがそんなものなくたって、ガーディはこの小さなゴブリンに優しくするつもりであった。

　ティの目に映ったのは、心と権能が一致して、行動を起こそうとするガーディの姿である。この時、瞳の中にたくさんの光が集まっていると、緑色の光が映っていたとある。おそらくは姿を消した羽妖精ピクシーたちが落とす光の粉が、ガーディの瞳にだけは映っていたのだろう。

「じゃあ、僕の養嗣子ということでどうかな。名前はなんと言うんだい？」

　ティは平伏して、名前はまだ与えられていません、ティと呼ばれていますと答えた。

「うーん。数字はどうかと思うから、テイと名乗ろうか。上代エルフ語で心を正しく持って迷わない意味になる。自分で気に入った名前があれば、それを名乗ってもいいよ」

　テイを人間の言葉では貞と書く。長じておていと呼ばれ、暦学者、天文学者となった。

「テイがいいです。人間のエルフ様。これよりテイは、テイの子は、子の子は、子の子の子は、それからもずっと暗黒を奉じず、以後人間のエルフ様の、緑の子を名乗ります」

　実際テイの子孫は今に至るまで緑の子を自称し、今ではこちらの方がゴブリンの一般的な名乗りになっている。彼らが自らを絵に描くとき肌をわざわざ緑色に着色するのはここから来ている。彼らの始祖はテイだが、その上に一つ、大軍師の名を掲げてこれを真祖とした。だから大抵のゴブリンは、死に瀕ひんしてガーディの名を唱えて、その御み許もとに行くことを願っている。

　だが今は、取るに足らないゴブリンの小娘と、またも役に立たぬ家来を背し負よい込んだ難儀な少年がいるだけである。

「お前は本当になんでも背負い込むのだな。我が家の家計をどうするか、私は今から心配だぞ」

　ナロルヴァがため息をつきながら、そう言う始末であった。














　ナロルヴァがため息をついていた頃、ガーディと関わりの深いもう一人の少女もため息をついている。

　フローリン姫である。

　この日、沿海州イントラシアの北都、イグノゴンド城の中庭にフローリン姫は武人大将、シンクロを呼び出している。表向きは、このたび買い付けた高級絵付け皿の鑑賞会、実体はもちろん、ガーディの状況を知るための会であった。

　シンクロの持つ権能オーソリテイ、[image: ]獄耳シヤープイヤーを使って得た情報を、報告せよという話である。

　ところがここに、邪魔が入った。財務官僚アンドゥイレドが乱入してきたのである。

　フローリン姫のため息は、ここに理由があった。

「何かワシがいると、困るような話をされるのですかな」

　全部分かっていそうな顔で、そう言うアンドゥイレドには目を合わさず、フローリン姫は席を立って、机に並べられた絵付け皿を見に行っている。

　背を向けて皿を見るふりをしていれば、その表情を見られることもない。

　フローリン姫はガーディの無事を願いながら、口を開いた。

「いいえ。アンドゥイレドがいたところで、この皿にはいささかも変わりがないでしょう」

「それは良かった」

　アンドゥイレドは悪そうな笑顔で言って、椅子の上にふんぞり返ると、横に座る同僚であるシンクロを目で牽けん制せいした。シンクロは苦笑して口を開いている。

「アンドゥイレド殿がいるなら丁度よい。ガーディの話をしてもよろしいですかな」

「何が丁度よいだ。空気を読め。話すな、そんなこと」

　せっかく追放したのに、という顔でアンドゥイレドはすごんだが、姫は皿を眺めるふりをしたまま、激しく後方のシンクロを気にしている様子だった。

　シンクロは、すました顔で言葉を続ける。

「とはいえ、気になるのではないですかな」

　対するアンドゥイレドは、まずいものを喰くったような顔でげっぷをして見せた。

「あの小僧もバカではない。渡された金の意味も分かるだろう。まあ、間違ってもおいたをせんように主立った傭よう兵へい団を押さえはしたがな」

　アンドゥイレドはガーディが傭兵を雇おうと動いても不調になるよう、手を回していたようである。逆上して傭兵を集めて攻められたらたまらないという考えだった。

「今頃は田舎に帰って嫁探しでもしておるだろう。美しい奴ど隷れい集めかもしれんが」

　ガーディという人物を知らぬアンドゥイレドの発言にシンクロは笑って、口を開いている。

「そもそも傭兵を集めずに、我が娘ナロルヴァと共に、すぐに森タ州ウへ向かっております。もう既に、戦いを始めた様子」

　フローリン姫は、高い皿を落とした。ちなみに割れておらず、この皿は国宝になっている。この皿は、皿が落ちるのに気付いて盛大に滑り込んで皿を拾った女中の名を取って名付けられたが、これはまた別の話である。

「あの小僧、バカだったのか？」

　皿の騒ぎそっちのけで、アンドゥイレドは呆あきれた口調で言った。

「バカではないと言ったのは、今さっきのそこもとだろう」

　シンクロが言うのをアンドゥイレドは面倒臭そうな顔で聞いている。フローリン姫が慌ててやってきた。

「どういうことですか。私は分からないことがあれば手紙を出しなさいと言ったはずです。傭兵の雇い方など私に聞けば……」

　シンクロは戦場で戦うのは得意だが、太った鯨のような人物と美しい姫に交互に問い詰められるのは得意ではなかった。ため息をついて、落ち着けと手の平を向けている。

「まあ、このシンクロが色々試したいと言ったのを真に受けて、能力を見せつけるつもりなのでしょう。アンドゥイレド殿の策の裏をかいてみせたのがその一つ」

　実際は策も何もガーディは最初から傭兵を雇うつもりなどなかったのだが、シンクロとしてはそれくらいの脚色は良かろうという考えである。

「たった二人での森州平定も、まあ、その一つでしょう」

「できるわけがあるか」

「できるわけがないでしょう」

　この件だけは一致して、アンドゥイレドとフローリン姫は言った。フローリン姫はなんでそんな意地悪をするのですかと、ガーディを手伝ってあげてもいいでしょうと、無言の圧でシンクロを責めた。

　シンクロは、手の平を見せたまま口を開いた。

「何度も言いますが、ガーディはバカではありませぬ。また我が娘もおります」

「二人で一州、いやその千分の一でも平定できたらとんでもない話だ。いや、そもそもそんなことができるならグランドラ王とて存在がかすむぞ」

　アンドゥイレドがそうまくし立てると、シンクロはにやりと笑った。

「まあ、種も仕掛けもあるのですが、それはさておき、皿の鑑賞会でしたな。どうぞ、続きを」

　フローリン姫が癇かん癪しやくを起こしたのは間違いない。それはその後の動きを見れば分かる。














　ガーディによるリエメンの奴ど隷れい狩りを阻止する戦いは、その後も続いた。時に一日四度に及んだとされる。

　ガーディの弓の腕とナロルヴァの剣の技は冴さえ渡り、その後も立て続けに一方的な勝利をおさめた。常に奇襲に成功したのは羽妖精ピクシーたちの偵察によるところが大きかったが、それ以上に敵兵の数が少なく、装備が貧弱なのが大勝の原因であった。およそ一つの村を襲うのに二〇名かそこら、という数である。兜かぶとどころか陣じん笠がさも被かぶっていない敵を弓であしらうのはガーディの腕ならば難しくもなかった。

「リエメンの兵は精強と聞いたが、大したことはないな」

　竹で作った鎧よろいを槍やりで突き刺し剣で突き、抜けぬと分かればまた別の剣で戦うような離れ業を披露したナロルヴァは、そんな独り言を呟つぶやいている。

　既に周囲は弓矢によって制圧されており、無事なのは奴隷にされかけた村の者たちだけであった。無論、無事でないのはリエメンの兵である。

　ガーディは片目だけを正確に射い貫ぬいている。いずれも殺してはおらず、ナロルヴァはこの腕に感心し、その後ガーディが弓を使うと言っていたのをぞんざいに扱っていたことを詫わびている。

　そのガーディは、近づいて来て顔を見せると、逃げてくださいと敵兵に告げている。ここで逃げ出すことがなければすぐに襲われた村の衆が体勢を整えて、今度はリエメンの兵がなぶり殺されるという話であった。

　たいていのリエメン兵は、ガーディの言葉に従って逃げていった。まれに逆上して襲い掛かる者もいたが、そちらはすぐにナロルヴァが切り伏せた。

　大活躍、だったのだが、今度もまた感謝されつつも軍勢参加を断られ、ガーディは手ぶらで帰っている。

　羽妖精たちに先導され、次の戦いに向かいながら、ガーディは思い出したように口を開いた。

「精強なのは、別にいると思いますよ。僕たちが相手にしたリエメンの兵は、たぶん戦うことを考えていません。奴隷を狩ることだけに的を絞っていると思います」

　特に軽装なのは奴隷になりそうな者を追いかけ回すためだろう。ガーディの分析を聞いて、ナロルヴァは不快そうに顔をしかめた。

「本隊がいると？」

「はい。間違いなく」

　なんでガーディがそこまで言い切れるのかナロルヴァは不思議だったが、まあ、確かにこの程度の小兵、事前に分かって対処すれば村人でも蹴散らせるなと思い直した。いや、それだけでもあるまい。ナロルヴァは頭を使ってみる。最近ガーディは説明が不足しており、どうも考えを小出しにしていると感じていた。ガーディのことゆえ悪意はなかろうが、もどかしい思いもある。

　だから、自分でも考えてみる。

　考えると答えらしきものに行き当たった。最近ガーディに任せきりで考えてなかったなと、思ったナロルヴァである。

「そうか、この小兵は偵察を兼ねるんだな」

　ガーディは少し微笑ほほえんで頷うなずいて見せる。

「そうですね。本隊は小兵が対応しきれないような敵に対処すると思います」

「それはつまり、私とガーディのことだな」

　ガーディが何も言わずとも、いずれ難敵が出てくることを理解して、ナロルヴァは苦い顔をした。




　ゴブリンの村を救ってから、数えて三日目になると早くも予想が的中することになった。リエメンは効率のいい少数部隊での活動を諦め、三〇〇名ほどの集団になって行動をはじめていた。

　こうなると、手が出せなくなる。奇襲に成功しても敵全部を一度に制圧できないため、無事な兵員から反撃を受けて逆に負けることが予想された。

「ここはもう駄目だな。離れよう」

　ナロルヴァは姿を隠して茂みから敵兵たちを観測しながら言った。横のガーディは、沈痛な顔をしている。視線の先には人間の村があり、そこからは幾条も煙が上がっていた。

　助けられなかった。

　指が白くなるまで拳を握るガーディに、ナロルヴァはため息をついている。

「戦というものはこういうものだ。グランドラ王とて立てた策が全部うまく行くことはない。そもそもあの村には警告していたんだ。お前が気にする立場ではない」

「でも」

「でもも何もあるか。気を取り直せ。失敗で終わるなと私に教えたのはフローリン姫とお前だぞ」

　そう言われて、ガーディは小さく頷いた。ナロルヴァはガーディの頭をなで回したい気分になりながら、視線を外して敵を見た。

「これが敵の本隊かな」

　ガーディが首を横に振っている。

「違うのか。なんで分かるんだ。羽妖精ピクシーたちが報告しているのか」

「これまで、七回ほど敵を倒しましたよね。だいたい一回平均で二〇人、つまり、累計で一四〇人は敗走させたと思います」

「そうだな。……そうか、今見た部隊に片目の連中はいなかった。つまりそういうことか」

　ガーディは片目を射るだけで敵を積極的に殺していない。それらの兵が今目の前を通る部隊の中にいない以上、負傷兵はどこか別の部隊が収容していることになる。

「はい。そういうことだと思います。そもそも五〇〇名の部隊で一四〇も人的損害を出したら撤退どころではないはずです」

　この時代の合戦は、損害一割くらいで兵を退ひくのが常識である。ガーディは一四〇名倒してもおそらく一割に遠く届かないことを示していた。

「ナロルヴァさんなら、どれくらいの規模なら兵を退きませんか」

「一四〇の被害をものともしないなら、最低でも五〇〇〇かそこらはいるな。上限がどれくらいかは想像できないが」

「そうですね。最低五〇〇〇名だと思います」

「ガーディの話では奴ど隷れい狩りをしすぎて森タ州ウ中部までは無人の野なんだろう？　連中、どうやって食料を調達しているんだろう。狩りでもしているのか」

　ナロルヴァの疑問に、ガーディが沈痛な顔で口を開いた。目の前の惨事を止められないのが、堪こたえているようであった。

「森州北部、中部までを一気に移動する何かを使っているんだろうと思います。動き的に、僕の予想よりずっと早かった。そして早く移動できる手段があるのなら、その分輸送する食料を減らせます」

「なるほど。南部まで到着すれば、あとは奴隷ついでに食料を略奪すればいい、というわけか」

「はい。それにしても手際がいいというかなんというか。リエメンは実質、水害から数えて数日で大軍を移動させていると思います」

「やっぱりリエメンの雪ゆき豹ひようは大した人物のようだな」

　ナロルヴァが見ると、ガーディは悔しいというより、やりきれない顔をしていた。

「その力、もっといいことに使えばいいのに」

　呟つぶやいたガーディの頭を、ナロルヴァはついに我慢できずに撫なでくりまわした。




　その後も、いくつかの村がガーディの警告を無視して滅ぼされている。老人と身体からだの弱い者は殺され、男は連れさられた。女も同様の目にあったが、その前にどんな目にあっていたかは、想像に難くない。

　ガーディは悔し涙を目一杯にためていたが、ナロルヴァもやりきれない気分であった。同性である女が悲惨なことになっていることを見聞きすれば、当然の心の動きと言える。

　ガーディたちの警告がいくつかの村で無視された理由としては、ガーディやナロルヴァが年若かったからと思われている。余よ所そ者ものの少年少女がやってきて、逃げてくださいと言っても、はいそうですかとは中々ならぬ。

「正しい事を言っているのに……」

　ガーディはそんなことを言ってナロルヴァに背中を叩たたかれている。

「ガーディ、お前は頭がいいんだ。なぜそうなのかくらい、分かれ」

「僕にお髭ひげがあれば良かったんでしょうか」

　本気で言っているであろうガーディの頭をナロルヴァは撫なでまわした。

「似合わないと思うがな。まあ、金だけ寄よ越こして兵なり官僚なりを一人も出さないイントラシアにも問題はある」

　むしろ、まさかガーディが真面目に戦うなどアンドゥイレドも考えてなかったのではなかろうかと、ナロルヴァは思う。たかが小僧一人で何ができるのかとたかをくくっているに違いない。金にしても手切れ金として渡した可能性が高い。

　実際、金の使用用途を監視する官僚である目付もつけていない。

　我が父、シンクロにしてもそうだ。娘であるナロルヴァの参陣は許したが、他は許していない。ナロルヴァは腹を立てたあと、旅立つとき二人きりだと内心喜んだ自らを未熟と罵った。

「どうする、ガーディ」

　ガーディは涙を手の甲で拭うと顔を上げた。

「やり方を変えます。それに敵だって、油断がでるはず」

　実際ガーディの見立て通り、リエメンはまた小部隊での奴ど隷れい狩りを始めている。三〇〇人という数では戦に負けることはなくても、そもそも稼ぎが少ないと見たようである。

　地図がないところでの活動ゆえ、兵を分散させねば村も見つけられぬ、ということであろう。

　あるいは食料やら水を調達……略奪ともいう……するにあたって大所帯では都合が悪かった、ということができるかもしれない。後年においてもしばしば兵の集中原則を破って複数街道を使って進軍するケースが見られるが、これも略奪せねば兵が死ぬし、略奪するにも限りがあるという現実があったからである。

　ガーディは敵が少数部隊になると、すぐに襲撃を再開した。ナロルヴァはガーディを献身的に支えている。




　六日目になり、丁度一〇回の阻止行動を行って、背の高い草むらの中にて休憩を取ると、ナロルヴァは剣の刃を砥と石いしで磨きながら腰を落としたガーディの様子を窺うかがった。

　ガーディは休む間も頭は使っている様子である。

　休めばいいのにと思いつつ、刃物を研いでいると、ナロルヴァの中で段々と不満が高まった。

　ガーディの指示は適切だが説明が足りぬ。言えば説明はするが、聞かねば黙っているのが常であった。なんでも相談してほしいと思ったのである。

　これは元々言わないでいいとナロルヴァが言ったせいなのだが、それはそれとして、面白くない。

　自説を翻ひるがえして今すぐ全部言えと言いたくもあるが、それはそれで武人としてどうかとか、ガーディを信頼していないように思われると嫌だとか、そういう考えも浮かんできて、つい口をつぐんでしまう。

　ため息をつく。

　いや。本質は、そうではない。不満というか。まあ不満だ。不満の種類が違うが。

　ええい、ままよ。おばあさまはなんと言ったか、困ったら肉弾戦だと言っていたではないか。これぞオークの生きる道。私は四分の一オークだけど。

　ナロルヴァは研ぎを終わらせると、勢いよく立ち上がって大股で歩き、ガーディの横に座り込み、ガーディの肩に身体からだを預けた。

　周囲には起伏はあるものの、草があるだけの開けた草原である。ガーディはあえて横に座るナロルヴァの考えが分からない様子で、まごついている。

　それでちょっと、ナロルヴァは良い気分になった。

「あの、ナロルヴァさん？」

「これくらいはいいだろう。一〇回も戦ったんだから」

　ナロルヴァの視線は身を預けたガーディの肩の反対側、テイの方を向いている。テイもまた、ガーディの肩に身を預けて眠っていた。ぐっすりと眠っていた。

　不満の原因の一つは、テイであった。

　やっぱりというか予想通りというか、ガーディは手放しでこの劣等種レツサーオークの娘を可愛かわいがった。

　戦いが続いて潤いが足りていなかったこともあろうが、テイを抱えては頭がいいねと褒ほめちぎったり、ちゃんと歩けるね偉いとか、血も繋つながらないのになんだこの可愛がりかたはという感じである。

　きっと自身の生い立ちと重ねて見ているところもあるのだろう。しかし、それでは、私がついてきた甲か斐いがないじゃないかと、地団駄を踏む気持ちである。

　ナロルヴァはガーディに頭を押しつけ、一層困惑させることにした。

　せいぜい困ればいいという顔で、ナロルヴァは口を開く。

「さて、一〇回の戦いだぞ、これからどうなるんだ？　それともまだ戦うか」

「もう十分だと思いたいです。直接戦ったのは一〇回ですけど、警告という形ではその一〇〇倍近くはだしていますから。いくらなんでも」

　敵が大部隊になったことを踏まえ、ガーディは羽妖精ピクシーたちを射撃管制に使わずに広域偵察と連絡に振り分けていた。リエメン兵が近づいてくるという情報を得た時点で近隣の村に連絡して避難を促す、という形である。

　また敵が少数なら、村に辿たどり着く前に襲撃した。

　ガーディはこれまでの戦いを評して言う。

「酷ひどいところだと二回同じ村が襲われています。他ひ人と事ごととか、息を潜めていれば嵐は過ぎ去るという幻想は、そろそろ壊れるでしょう。僕の警告が正しい事も、何度も証明されています。その上で、村の人たちはこのまま長居されたら農作にも影響あるとも考えるでしょう。協力し、対抗しようと考えるとき、僕たちを無視することはないと思います」

　次の長い冬を越えるために、今、戦う。そういう判断をすることになるだろうと、ガーディは人々の心の内を見て来たようなことを言った。

　ガーディは手袋を脱ぎ、弓ゆん手で（左手）を上げると羽妖精ピクシーのメイを止まらせた。腰掛けたメイは羽を休めて、あくびなどをしている。こちらのあくびは疲れというよりも、退屈、という感じであった。

「メイ、よく頑張ってくれたね」

「はーい。メイ頑張りました。働き方改革として加増ボーナスを要求しまーす」

「まーた変なことを言い出して。まあ、でもそうだね。どんな果物がいいかな」

「桑の実がいいです」

「分かった。大八車一杯に用意するよ」

　わーいとメイ以下の羽妖精たちは喜んだ。花びらを撒まきながら笛を吹き鳴らすほどである。

　この頃、蚕の餌になる桑はそもそも大量に栽培される関係で、桑の実は一般的な甘あま味みとして安く流通するから、ガーディの懐具合でも買えた。

「メイ以下イントラシア空軍、俸ほう禄ろく分は頑張ります！」

「うん。お願い」

　メイは早速、部下だか友達だかの羽妖精たちに向かって、バブル到来じゃー、皆の衆、桑の実のプールで泳ぐぞと、妖精にしか分からない言葉を交えながら叫ぶと、そのまま楽しそうに飛んで行った。

　右にナロルヴァ、左にテイに挟まれて、小さくなりながらもガーディは、まーた変な事をと呟つぶやいて優しく笑っている。瞬間、奴ど隷れい狩りのことも忘れたようだった。

　ナロルヴァは、それが面白くない。羽妖精にすらそう思うのはどうかと思ったが、面白くないものは面白くなかった。

　マズい男を、好いたかもしれない。そんなことを、ちらりと思った。

　ナロルヴァの気持ちに気付いたか、ガーディが顔を向けた。そのままナロルヴァの顔を見る。ナロルヴァは急に恥ずかしくなって、身を起こして目線を外した。

「なんだ。言いたいことがあれば言え」

「村も、ですが、そろそろ敵の本隊も動きだすと思います」

「そういう情報があったのか」

　ナロルヴァはすぐにガーディの顔を見た。基本的に、素直なのだった。

　ガーディは静かに寝息を立てるテイの頭を撫なでながら口を開く。

「いいえ。でも僕たちはかなり頑張って嫌がらせしていますし、リエメンの〝稼ぎ〟は確実に、それもかなり減っていますから間違いないと思います。軍事的に言えば僕たちなんかたったの二人、無視すればいいと思うんですが、奴ど隷れい商売としてみると、とても邪魔だと思うんです」

「まあ、連中の行動を軍事的かといえば、とてもそうは言えないな。確かに。リエメンの雪ゆき豹ひようと言えば義に篤あつい人物という印象だが、実際この地で見た事は、とても褒ほめる気になれない。奴隷商人の元締めが格好をつけているだけに見える」

　ナロルヴァはそう言って、ガーディの言葉を吟味した。ガーディがじっと自分を見つめるので、不満がなくなったともいう。

　むしろ、いい気分だ。心が高揚する。ふわふわする。

「そうだな。相手が規模の大きい奴隷商だったとして、商売を邪魔する我々を潰しにかかる、というのは糞鯨と同じようなものだ。ああいう手合いは小心者だから、こっちの上げた火の手が小さい内に必死に叩たたきにくるだろう。そののち、地域全部を奴隷にしようと動く算段だろう」

「アンドゥイレドさんが商人かどうかはさておき。そうですね。リエメンの奴隷狩りは無駄が少ないように思います。その無駄を無くした頭脳を使って、僕たちを潰しにきます。ここまでは間違いありません」

「村の決起は間に合うか？」

「まだ分かりません。分かっているのは、僕たちだけでは対抗は無理ということだけです。敵が小さく割れていてくれれば各個撃破できますが、まとまって掛かってくるとなれば対抗できません。数の力で押し負けます」

　不意に冷静な分析を口にし続けるガーディを困らせたくなり、自分でも自分の心の動きに驚きながらナロルヴァはガーディの袖を引っ張った。顔は、唇を尖とがらせている。

「まどろっこしい話だ。ガーディが何も考えてないということはないだろう。それでお前はどう動いて状況はどうなるんだ。答えをいえ、答えを。全部話せ」

　ナロルヴァはガーディの綺き麗れいな茶色の瞳を見る。ガーディはびっくりした顔をしたが、すぐに頷うなずいて言葉を紡いだ。

「僕が考えているのは、近隣の村が僕たちに協力するなら、ある程度数を揃そろえることができて、その軍勢でリエメンの大軍に対して戦の術すべを使えると思います。リエメンの動きは効率的ではあっても単純で、戦の術についてはグランドラ王には遠く及ばないと感じています」

「所詮は商人の大元締めということか。近隣の村が協力しなかったらどうなるんだ？」

「悲惨なことになります。僕たちはもっと南に動いてまた同じ事をはじめることになるでしょう。そうなればこの付近にある僕の実家も、エルフの里も無事で居られるかは分かりません」

　言われて、ナロルヴァは思うところを正直に口にした。

「やっぱり傭よう兵へいを連れて来た方が良かったんじゃないか？」

「それについては何度も検証しました。でも、傭兵を集めて行軍していたら、まだ森タ州ウに到達していないでしょうし、テイも助けられなかったでしょう。もちろん、他のいくつもの村も」

　そうか、とナロルヴァはため息。ガーディの意見の正しさは認めつつ、我々に協力しない、こんな奴らを助ける必要なんかあるのかと呟つぶやいた。

　それだけでは飽き足らず、顔を上げ、もっとはっきりした声で言っている。

「無理して早く到着して、結果が劣等種レツサーオークの娘一人とかにならなければいいのだが」

　ガーディがまだ何か隠しているような気がして、その不満が八つ当たりになって、森州の住民にぶつけられることになった。頭の中では綺き麗れいな少年が一人やってきて協力してくださいと言っても、そうそう信じられるような話にはならないのは分かっているのだが。

　分かっているのだが、全部、全部自分には話して欲しい。戦のことだけでなく。

　ナロルヴァは口を開いた。

「策は分かったが、聞きたいことがもう一つある。なぜあの時、お前の実家とのやりとりでゴネなかったんだ。私ではなくお前がもっと強く言えば弓兵もいくらかは出してくれたんじゃないか」

「いいえ。長老は僕がやりたいことをよく理解した上で助言してくれたんだと思います。エルフは閉鎖的で、例えばテイたちのような種族を助けたりはしません。それでももし、彼らの力を皆のために使おうとするのなら、策を立てないといけません」

「危機に陥れるとか」

　ガーディはびっくりした顔をしたあと、苦笑した。そういう考えはないようであった。

「いえ。エルフは、頭はいいのです。状況を作ればあとは先々までを計算して、参加を決めてくると思います。どれくらいの時間が必要かはわかりませんが。大同同盟を作った後で、参加させるという形を取れればと」

「気の長い種族だな。エルフというものは。エルフなんぞ、それこそ奴ど隷れいとして一番に狙われるだろうに」

「グランドラ王が攻めるという時には動いたんですから、今度もそんなには掛からないと思います。同時に、エルフ自身はそれなりの軍備もありますから、小規模の奴隷狩り程度では負けることもないです」

　だから後回しにしました。と、ガーディはそう言った後、座り込んだまましばらく考えてナロルヴァを見た。

　ナロルヴァは息を呑のむ。どんなことが起きてもへこたれず、いつも飄ひよう々ひようとしている彼が初めて見せる表情だった。この表情を見ただけで、ナロルヴァは勝った気分になっている。実際、この日の日記は勝った勝ったと一頁ぺーじまるごと使って勝ったと書いている。

「あの」

「なんだ？」

「嘘うそはついてないですけど、言わないでおいたことがありました。僕は故郷から追放処分になっています。今でも連絡は取り合ってますし、それ自身はエルフの決定には影響ないと思いますけど」

　ガーディとしては、ずっと言いにくかったことかもしれないが、ナロルヴァにとって、その話は既にどうでも良い事だった。

「ガーディを追放？　なにか余計な人助けをしたのか」

「いえ。それが、僕がお母さんを奪うとかなんとかと言われて。そういうことはないというか、気持ち悪いと僕は思っているんですけど、エルフの記録によると前例があるとかで」

　エルフの長老は子であるガーディが母を犯すと言っていたのだが、ガーディはそれをそのまま言う勇気がなく、表現を軟らかくした。そのせいで、母を奪う、などと言われてもナロルヴァにはそれが何かをまったく想像できなかった。そもそも人間でもオークでも母を犯すなど禁忌過ぎて、そこに考えが至らなかった、ともいう。

　ナロルヴァが思ったのは、ガーディが甘えん坊で母離れをしないゆえの追放ではないかということであった。これについては、大いにありそうだと思っている。

　実際にエルフの長老と話している時も、そんな感じであった。

　ガーディの度外れた優しさは余程甘やかされた結果だろう。それをやったのはおそらくガーディの母であるはず。いつまで経たっても男らしくないというか、所帯を持とうとしないガーディを気遣い、長老がそうしたのではないかという読みであった。

　ナロルヴァは重々しく頷うなずいた。

「まあ、うん、追放は分からなくもないが、故郷を恨んではいけないぞ」

「僕はそんなことしません！」

「いや、うん。分かった。分かったから」

　普段と違って迫ってくるガーディを見て、自説が間違っていないのではないかとナロルヴァは思った。子育てというものは難しいのだな、とも。





　　　　＊






　この日のガーディは、酷ひどく落ち込んでいる。

　ナロルヴァさんにすら、僕は母を犯すような人物に思われているのかと思ってしまったのである。エルフの長老とナロルヴァ、全然接点がない二人からそう言われて、打ちひしがれた。




　この上は、人からそんな風に見られぬよう生きよう。いっそ不ふ犯ぼんの誓いを立てて精霊教団にでも入るかと、そこまで考えた。

　考えが中断したのは遠く、かすかに合戦の声がしてからである。

　羽妖精ピクシーたちが警告を出さないことを奇異に覚えつつ、眠っているテイを起し、弓を持って立ち上がった。

　ナロルヴァは何かいいことがあったのか、実に良い笑顔でついてきた。

　戦場は森タ州ウでも珍しい、手つかずの森である。気を取り直して隠れて近づき、三人で様子を窺うかがう。少人数、数えて三体と、三〇〇人ほどが争っている。

　三〇〇の方がリエメンの奴ど隷れい狩りらしいのは、装備から知れた。

　問題は対する三体が勝っていることで、これには驚いた。

「ガーディ、どちらの味方をする？」

　ナロルヴァに尋ねられ、ガーディが一瞬返事に窮している。

　戦う三体は、トロールであった。身の丈は五ｍほど。巨人かといえば、そういう感じでもない。どちらかと言えば、河馬に近い生き物である。河馬がもう少し痩せて、立って歩いているというのが、一番想像しやすい形であろう。多くは霧深い水深の深い湖畔や沼地に住む。

　つぶらな瞳によく動く耳や尻尾は小さく、脚が短く頭が大きいその姿は可愛かわいらしいと言えば言えなくもないが、皮膚は灰色で分厚く、何重にも襞ひだを作っており、歯は乱らん杙ぐいで四本の巨大な犬歯が上下に突き出ており、二本の指と指の形のような擬親指で丸太そのものの棍こん棒ぼうを持って自在に振るう。当たれば当然西瓜すいかのように身体からだが爆はぜた。

　ところ構わず糞ふんをまき散らし、泥を身体からだ中じゆうに塗るので、不浄の生き物とされ、この時代、化け物とされている。

　羽妖精たちもトロールを地域住民の中に入れていなかったのだろう。

　トロールたちはほぼ垂直にまで開く巨大な口を開け、上代エルフ語で魔法の呪文を唱えた。させじと兵たちが槍やりを突き出すが他の二匹のトロールがこれを棍棒を振るって邪魔をした。

「アングラム」

　呪文が完成した。皮膚が黒く色を変えて、一層硬質化したのが見える。そのままトロールは吠ほえると、無造作にリエメン兵の列に突っ込み棍棒をめちゃくちゃに振るいだした。鉄の穂先を付けた槍ならば、トロールの皮膚や内臓を焼くこともできるであろうに、突き出された何本もの槍やりは皮膚に刺さることもなく、折れた。

　リエメンの兵が神の名を叫びながら何人と爆はぜる。戦列が崩れる、包囲環が壊れた。

「なあ、これはほっといていいんじゃないか」

　ナロルヴァがそんなことを言い出した。テイも、小さく何度も頷うなずいている。オークやゴブリンという種族にとってもトロールは敵で、水場で芋や身体からだを洗っていたら予告なく襲撃されて全滅、というのがしばしばある。どうかすると近隣の人間とオーク、ゴブリンが共同協力してトロールを狩ることもあった。地域共通の敵、という認識である。

　ガーディは何か言いかけて口を閉ざすと、少し考えてから口を開いた。

「敵兵全員が片目に布を巻いてます」

「ガーディが射い貫ぬいた連中だな。私たちに復ふく讐しゆうしに来たんだろう」

「最終的にはそうだと思うんですが」

「最終的、とは」

　ガーディは矢筒から矢を引き抜くと、矢を放った。トロールの向かう先の森に矢が消えていき、代わりに叫び声があがる。

「伏兵がいます。それに銃も。三〇くらいかな」

　ガーディはそう言って連続して矢を放ち始めた。敵兵も狙いをトロールから変えて撃ってくるが森に隠れての射撃戦では、弓の方が圧倒的に有利だった。矢が文字通りの弓なりに飛んで茂みなどの障害物を飛び越えるのに対して、銃はまっすぐにしか弾が飛ばず、すぐに障害物にぶつかって威力を減じた。

　テイとナロルヴァが伏せる中、ガーディは冷静に動きながら矢を飛ばし続けた。

「銃はもっと集団運用しないと意味がないのに」

　ガーディはそう呟つぶやきながら冷静に敵の銃兵を排除しはじめた。

　途中大声でトロールたちに声を掛けている。トロールたちの進軍が止まった。

　リエメン兵は、敗退した。規模と様子から見てガーディたちを狙っていたようであったが、予想外の敵というか、トロールにあたってしまったようだった。

　ナロルヴァとテイが必死に袖を引っ張って止める中、ガーディはトロールたちの前に立って挨拶をしている。

「こんにちは。大丈夫ですか。お怪け我がはありませんか。オログハイの皆さん」

　ガーディが言うと、小さな耳を激しく前後に揺らして、肌を魔法で硬質化したトロールは大きな口を開いた。ちなみにオログハイとはトロールの尊称である。

「ああ、フスヌリスムムリク。こんなところでお会いしようとは。落とし穴を教えて頂き感謝します」

　トロールが綺き麗れいなエルフ語で挨拶すると、ナロルヴァがトロールが喋しやべってると叫んだ。知能があるということに、大層驚いている様子である。

　ガーディは振り向いて口を開いた。

「ナロルヴァ、失礼だよ」

「し、失礼て」

　トロールは首を横に振る。

「仕方ありません。フスヌリスムムリク。そこの豚、いや失礼、不自由な彼女たちは、文化というものを理解していませんから」

「すみません。あとで強く言いつけておきます」

「それがよろしいでしょう。豚は教育するに限ります」

　ナロルヴァがガーディの袖を何度も引っ張った。

「なんか悪口を言われている気がする」

　ナロルヴァはエルフ語をほとんど理解していない。ガーディは苦笑すると、地上は天の写し、天は地上の映しって言うよとエルフの喩たとえを口にして、後でまとめて説明するからと言った。

　身体からだの向きを変え、ガーディはトロールに向き合った。

「トロールは一〇から三〇ほどの群れで生活すると聞いていますが、他の方はどうされたのですか」

「それが、猿マカーキどもにやられてしまいました」

「人間……リエメンですか」

「私たちの目では猿の見分けはつきませんが、こんなことははじめてです。我々の仲間は冬眠したまま捕まえられました。私たちは日当たりが良く、たまたま早く目が覚めたのです」

「トロールまで奴ど隷れいにしようとしていたんですか」

　ガーディは絶句した。ゴブリンを奴隷化しようとしていることといい、少々常軌を逸しているようにも思える。手間、暇ともに掛かりすぎて商売として見たとき儲もうけが出るのかと疑いすらした。

「奴隷。随分と非文明的な話です。フスヌリスムムリクは猿どもを再び滅ぼすべきかと思います」

　トロールの言にガーディは苦笑いする。基本的に狭い居住地で動かないトロールたちは、エルフが滅び行こうとしている事実すら知らないようだった。

　さらに言えば、彼らは僕を、ガーディを猿、というか人間だと認識していない。

「沼の守りであるトロールさんたちに嘘うそをつきたくないので正直に言いますが、僕は人間です」

「なんと。これは失礼。しかし完璧なエルフ語ですが。しかも上代エルフ語も使われています」

「実は僕、エルフの養嗣子でして」

　トロールは手で自らの額を叩たたいた。

「そう言えばはるか昔に、話を聞いたことがあります。となればあなたは父殺しのアイオロスか」

　エルフでは父殺しのアイオロスとして知られ、人間では聖騎士アイオロスと呼ばれる人物は、かれこれ五、六〇〇年は前の人である。この人物の名を継ぐ者は北国、聖ダビニウス青銅騎士団の騎士団長として今も存命ではあるが、グランドラ王に散々負けて勢力を弱めている。

　ガーディはトロールの知識がかなり古い段階で止まっていることに頬ほおをかいた。

「いいえ、僕、ガーディといいます」

　ガーディはナロルヴァが、まさかいつも通りに話しているんじゃなかろうなと言うのを手で制した。トロールはまだ喋しやべっている。

「なるほど。ガーディさん。ともあれ文化を尊重しておられるのなら、それはもう猿マカーキではない。フスヌリスムムリクだ」

「ありがとうございます」

　ガーディが続けて口を開こうとするテイとナロルヴァが同時にガーディの右袖と左袖を引っ張った。二人の肩には羽妖精ピクシーも乗っている。

　緊急だからなのかなんなのか。テイが背伸びしてナロルヴァにエルフ語を翻訳して伝えていたらしい。

　ナロルヴァは明らかにトロールの物言いを無礼だと感じていたようだった。

「お前、まさかこいつらにも仲間になれと言うつもりじゃないだろうな」

「声は掛けるけど、どうかな。正直、かなり難しいと思う。トロールは閉鎖的なんだよ」

「問題はそういうことじゃないだろう。すこぶる失礼な連中だぞ」

「トロールに失礼なのはエルフ以外もだいたい同じだからね……それを言い出したらはじまらないよ」

　テイが背伸びしてナロルヴァに伝え、ナロルヴァは入れ知恵されたか頷うなずいて口を開いた。

「ガーディを猿と言った」

「彼らもまずさに気付いて、言い換えているから」

　難しい顔のままの皆を尻目に、ガーディはトロールに事情を説明している。皆の意見を押し切ってこの話をしたことについては色々な考察があるが、権能オーソリテイが駆動した、エルフで教育されていた関係で忌避感がなかったことはもちろん、仲間はずれは良くないとすこぶる子供っぽい理由で動いていた可能性がある。

　ガーディが提案すると、トロールは尻尾をぶんぶん振りながら、耳を小刻みに動かし、目をつむって考えた。人間なら腕を組むところなのだが、トロールは身体からだの構造上、これができなかった。肩甲骨の形状が他の種族と異なっていたのである。このため物を上に放り投げたりすることもできなかった。転がすように投げることは、一応出来た。

　トロールは、うなずく。

「なるほど。興味深い話です。分かりました。参加しましょう」

「本当ですか。ありがとうございます」

　テイは固まって倒れそう。その姿を見てナロルヴァが口をへの字に曲げている。

　ガーディに幸いなことに、この二人の姿はトロールには見えていなかった。目の悪い種族だったのである。

「色んな人や種族に話をしたんですけど、初めて理解を得られました」

　ガーディが言うと、トロールは遠い目をした。

「不自由な種族は知性もないのでしょう。現在の危機的状況が分かっていない」

「おいガーディ、こいつら殴っていいか」

「駄目です」

　それで、味方が増えた。ガーディはとりあえず、連れ出されていったトロールの救出を最優先して動いている。戦力として期待できるのはもちろんのこと、それ以上に彼らの身を案じたのである。

「今なら護送されてなくて、取り返せるかもしれません」

　ガーディがそう言うと、三人のトロールは大層喜んだ。

　他方、面白くないのはナロルヴァである。ガーディの横に寄りそうと、小声で文句を言い始めた。

「ガーディ、お前いくら戦力不足だからって……」

「ナロルヴァは森タ州ウの住民に痺しびれを切らしていましたよね」

「そうなんだが。いやそうか。まあ、確かに今まで助けた連中の中では一番マシということになるのか」

　ガーディからするとどこで悩んでいるのか分からないが、ナロルヴァは頭を抱えて悩んでいる。

「そんなに悩むことでは」

「まあそうだな。今度から協力しない森州の奴らはトロール以下だと思うことにする」

「それもどうかと思いますけど」

　ガーディはトロールたちを近くの谷に一旦隠すと、先行して羽妖精ピクシーたちを動かしてリエメンの兵を捜索することにした。

「状況分かったよー」

　羽妖精メイが飛んできて、ガーディの肩に止まった。ガーディに抱きつき、頬ほおにすりすりしながら報告する。

「どうしたんだい、メイ？」

「ご主人が順調に育っているので褒ほめています」

「羽妖精ピクシーに褒められることしたかな」

「そりゃあ、もう」

　思う存分すりすりしたメイの報告によると、トロールたちは眠ったまま歩かされているという。

「魔法だね」

　魔力がなくて魔法は使えぬが、一通りの魔法教育を受けているガーディは説明を聞いてそう断定した。

「魔法なんて古くさいと思ったが、使える局面もまだあるのだな」

　ナロルヴァはそう言って、腕を組んだ。

「術師なんぞ銃で吹き飛ばせば話が早いが、我々とトロールだけでは難しいかもしれない。旧式とはいえ、今の時代で使うならおどろおどろしい格好ではなく、普通の兵士に紛れているだろうし、そうなればガーディの弓をもってしても狙撃は難しい」

「大丈夫ですよ」

「何か策があるのか」

「ええ」

　ガーディはそう言って、すぐに出発している。

　トロールを連れては目立つというので、ガーディとナロルヴァ、それに姿を消した羽妖精だけである。テイはついて行こうとしたが、トロールたちとともに留守番することになった。

　一緒に走りながら、ナロルヴァはガーディに文句を言っている。

「今後は、策があるなら策があると教えろ」

「分かりました」

「私はお前が心配なんだぞ」

「そうなんですか？」

　そう言われて、ナロルヴァはガーディの頬ほおを引っ張ろうと心に決めた。あるいはそう、べったりくっついて座るかだ。

　眠って歩くトロールの速度はさほど速いものでもないらしく、ほどなく追いつくことができた。しかしすぐには戦わず、追い抜く形で移動を続けている。

　すぐの戦いを避けたのは、この地が草原故に見晴らしが良かったためであろう。また襲撃が続くとあって警戒もされていたはずである。

　そこで二人は羽妖精に導かれて身を隠すに適した場所に先回りし、攻撃することにした。

　羽妖精たちが報告したいくつかの候補地から、ガーディが選んだのは、数千年前に火を噴いた火山から飛んで来た大岩がいくつも転がっているような場所である。一名、鬼の洗濯板。

　そのうちの、大岩の一つに隠れて、ガーディは羽妖精ピクシーたちに告げている。

「メイ、しばらく皆を遠ざけて、三〇〇数えるくらいで。固まらないでね」

「アイアイサー」

　飛んで行く羽妖精たちを目で追ったあと、ナロルヴァがガーディの顔を見た。

「羽妖精たちで術師を探すんじゃないのか」

「術師は羽妖精が偵察していることに気付くかもしれません。手の内を明かしたくないので、なしで行きます」

　体重をかけて弓を曲げ弓ゆ弦づるを張りながらガーディは言った。ずっと弦を張ったままでは発バ条ネの力が弱まって弓が傷むので、戦う前に弓弦を張るのが普通である。

　同じくナロルヴァは槍やりの穂先を覆う布を外す。履き物の紐ひもを結び直す。

「考えは分かったが、それじゃどうやって術師を見分けるんだ？」

　ガーディは微笑ほほえむと、エルフの長老から貰もらった尺せき牘とく、今で言う手紙を見せている。そこに描かれているまだ乾ききってないように見える墨に手を触れると、ナロルヴァに近づけて見せた。

「なんだこれは、気持ち悪く動いているが」

「魔力が込められた墨はこんな風にうごめくんです。より大きな魔力の方へ引き寄せられるんですよ」

　魔力を潜在的に持たないガーディだからできる技だが、彼はかつて雪の平原において、この方法で味方を探すことに成功している。

　すぐに方向が知れるとガーディはそのまま岩の陰から岩の陰に移動して、指先の墨を眺め続けた。

「列の真ん中、多分トロールに寄り添う形にいますね」

「そんなことまで分かるのか」

「精霊の導きというか、計算で割り出せます」

　また隠し事かというナロルヴァに、あとでちゃんと説明しますからと言って、ガーディは深呼吸をした。

「これから岩の上に上がって弓を撃ちます。すぐに敵が寄ってくるでしょう」

「私が追い払えばいいんだな」

「そんなにお待たせしません。岩から降りたら、逃げましょう」

「分かった」

　ナロルヴァが頷うなずくのとガーディが岩の上に駆け上がるのはほぼ同時だった。

　矢筒から無造作に三本の矢を引き抜くとぎりぎりと音が立つまで弓を引き、順番に放つ。一〇〇尋ひろ（約一八〇ｍ）先で相次いで三人が倒れた。

　眠りながら歩いていたトロールが次々倒れ、そばにいた人間が押しつぶされたか悲鳴があがる。

　ガーディは耳の横に飛んで来た羽妖精ピクシーのメイに声をかけ、姿を消してトロールの元へ向かうように指示した。トロールを起こすためである。その間にも矢を放って八人の兵の目を射い貫ぬいている。

「出たな眼まなこ射い貫ぬきの化け物め！」

　そう叫ぶ兵の口の中に矢を放って、ガーディは、これでその呼び名はもうないですよねと呟つぶやいた。銃を持つ兵が並んで筒先を向けるのが見えて、岩を飛び降りた。

「逃げますよ」

「分かった」

　ナロルヴァは槍やりを片手に腰を落とし、ガーディと共に走った。

「逃げて大丈夫なのか。助けたトロールが殺されるかもしれないぞ」

　背の高い草を揺らし、走りながらナロルヴァが言うと、ガーディは頷うなずいて見せた。

「逃げ続けるとは言っていません」

「なるほど。私の出番もありそうだな」

　そのまま旋回して草むらから顔を出すと矢を放って側面から数名の兵の目を射貫いた。また草の中に姿を隠して走る。

「包囲を！」

　そう叫んだ指揮をとる武人はナロルヴァの槍で脇腹を貫かれ、突き殺された。そのまま槍を引き抜いてナロルヴァは槍を振り回し、存在感を示した。

　注目する数名がガーディの矢で射貫かれる。ナロルヴァは不敵に笑うと再び走って逃げ出した。

　こうして追っ手を撃退すること五回、追っ手を殲せん滅めつすると、遠くで大きな悲鳴と銃声が上がりはじめた。

「じゃあ戻りましょう」

　ガーディの言葉にナロルヴァは息を整えながら笑うと口を開いた。

「戦と言えば雑ぞう兵ひようをいかに集めて密集陣形を組ませるかだと思っていたが、こういう戦い方もあるのだな。私たちのように自在に動く士気の高い兵を揃そろえるのは大変だろうが……」

「加えて場所が広くないと駄目ですよ。この戦の術すべは」

「そうだな。使いどころは限られるか」

　ナロルヴァは少し考えて少しも誇るところのないガーディを見た。

「だが傭よう兵へいを使わぬことといい、新しい戦の形ではある、凄すごいな。ガーディは」

「凄くないですよ。もう少し休みますか？」

「いや、走る。お前が何を見せるのか、女ではなく武人として、興味がある」

　不思議な言い回しだとガーディは思ったであろうが、その言葉を吟味する時間はなかった。

　ナロルヴァと共に走り抜け、今度は敵の列の反対側から襲い掛かったのは、それからすぐである。

　ガーディが矢を放つ。

　リエメン兵は同時に二〇本以上の矢が着弾するのを見てそこに軍勢がいると勘違いした。矢の来る方向に向かって戦列が整えられる。

　背負っていた行こう李りを盾代わりにしようと頭上に掲げた。

　その時を見計らうようにトロールたちが巨大な腕を振るって急ごしらえの戦列を内部から破った。外と内から攻められて、リエメンの兵は総崩れになる。雑ぞう兵ひようを束ねる軍監が長刀なぎなたで逃げ出す兵を斬ったが、焼け石に水だった。その軍監もトロールに踏み潰されている。

　武器はなくても数十の兵に劣らぬ活躍をするトロールたちが三〇体も動き始めると、もはやリエメンには打つ手がなかった。銃の一斉射撃で一体のトロールを討ち取ったのが限界で、次弾を装そう填てんする前に蹂じゆう躙りんされている。

　一刻もせぬうちに、数百の死体を残して戦いが終わった。

　ナロルヴァは汗で額に髪を貼り付けながら、勝ったぞと小さな声で言った。大きな声がでなかったのは疲れていたためである。

　ガーディはナロルヴァほど体力がなく、座り込んで何度か頷うなずくだけだった。

　ナロルヴァは手を伸ばしてガーディを立たせている。

「トロールと話せるのはお前だけだ。ガーディ。最後まで役目を全うしろ」

「はい。ナロルヴァさ……分かった。ナロルヴァ」

「あと疲れたから、あとで私を十分しっかりめで……ねぎらうように」

　ナロルヴァはガーディの背を押して、トロールの元へ送り出している。その後、槍やりの石突きを地面について、大きく息をついたのだった。




　トロールたちに事情を説明し一息つくと、ガーディは味方と合流するために移動を開始している。トロールには遺体を埋葬したり弔うという概念がなく、ガーディは身体からだ中じゆうに銃弾を浴びて絶命したトロールの遺体に近くで見つけた春の花を捧ささげて、そのまま戦場を離れた。

　歩き出すと、トロールにしては小柄な、若くて白いトロールが声を掛けてきた。

「あの、フスヌリスムムリクさん？」

「なんでしょう」

「見たところお疲れの様子です。私が運んであげましょうか」

「いえいえ。お嬢さんにそんなことさせられません」

「あらやだっ、フスヌリスムムリクさんたら」

　話を聞いていたナロルヴァは、どの辺がお嬢さんなんだと首を伸ばして窺うかがったが、ガーディがどの辺で見分けたのか、さっぱり分からなかった。

　ガーディは固辞したが、結局はひょいと持ち上げられて腕の上で運ばれることになった。

「あなたも一緒に」

　ナロルヴァも一緒に運ばれている。重くないかとナロルヴァは心配したが、小柄なトロールでも数名は簡単に運べるようだった。

　もっとも小柄なトロールとはいえ、立った身長は二尋ひろ（三・六ｍ）ほどもある。

　二人を担ぐと、トロールたちの移動速度は一気に速くなった。おそらく、ガーディたちにあわせてゆっくり歩いていたのが、じれてしまったのであろう。

　その速度は馬にも負けていないとナロルヴァはびっくりしている。ガーディもこのことは知らなかったようで、目を丸くしていた。

「こんなに早く走れるんですか」

　ガーディが言うと、トロールは口を開いてげっぷした。笑っているようだった。

「見た目でよく誤解されるの」

　小さな耳を小刻みに動かしながら恥ずかしそうに白いトロールは言う。確かに、と言いそうになってナロルヴァはあわてて口を閉ざした。

　横に座るガーディが、何かに気付いたか顔をあげている。

「ちょっと待ってください。何か聞こえます」

「あら、何かしら」

　トロールの肩越しに後方を見れば、どこからともなくみすぼらしい、あるいは裸の老若男女たちが現れて追いかけてくる。人間だけかと思ったが、ゴブリンもいればオークもいた。あわせて一〇〇以上はいる。

「なにかこっちに用があるみたいですね。ちょっと話をしてきます。羽妖精ピクシーをつけますから、先に行ってご家族と会ってください」

「ありがとうフスヌリスムムリクさん」

　トロールたちは小さく手を振って家族たちの元へ走って行く。

　ナロルヴァも飛び降りて、槍やりを構えた。

「敵ではないと思うが、あれはなんだ」

「多分、トロールが暴れた時に逃げだした奴ど隷れい……になりそうだった人たちだと思いますよ」

　待っていると、続々人々が集まってくる。このうち、ゴブリンたちについてはガーディを知っていた。

「我、集団、悪かった。丸耳エルフ言うとおり。今度こそ忠誠、復ふく讐しゆう。死ぬまで戦う」

　テイを助けた時の、村のゴブリンたちだった。その後また襲撃を受けて、今度こそ女子供を殺され、男は皆奴ど隷れいにされたりしたらしい。復讐のために参陣したいと言い始めた。

「分かりました。でも、死んじゃダメですよ。なんとか村が再興できるようにしていきましょう」

　ガーディが優しくそう言っている。人のいい話だとナロルヴァは思ったが、最近そういうのがいいんじゃないかと思わなくもない。熱い頬ほおを見られぬよう、顔を背けた。

　続いて到着した人間たちは、保護を求めた。村が焼かれ、身一つでは野垂れ死ぬだけなので、どうにかしてくださいという懇願である。

　ナロルヴァは虫のいい話だなと腹を立てたが黙っていた。

　最後に到着したオークたちはナロルヴァから同族の気配を感じて、人間と同様の保護を求めた。こちらはガーディを無視して、ナロルヴァだけに話をしている。

　ナロルヴァはついに腹から頭にきて槍やりの石突きで何度も地面を叩たたいている。

「こんなことになる前に我々に協力すれば良かったんだ！　お前ら皆バカだ！」

　ナロルヴァの叫びに、皆は震えて静かになる。

　ナロルヴァはガーディを見た、こんな連中本気で助けるのかというつもりだった。

　ガーディは一瞬迷いを見せたが、すぐに優しく笑って見せた。

「そうだ、僕の権能オーソリテイ使えましたよ。必要だと思ったとき、こわばることなく微笑ほほえむ事ができたんです」

　ガーディがそう笑いながら言っていた事を思い出す。今、その権能が駆動しているのは疑いようもなかった。

「落ち着いてください、ナロルヴァさん。大丈夫ですから」

　急に悲しくなってナロルヴァは涙を落とした。ガーディはエルフの薄布を取り出して、涙を拭くように促した。そののち、皆の方を向いて口を開いた。

「まずは衣服と食べ物をどうにかしましょう。少し危険ですが一度戦場あとに戻って食料や衣服を調達しましょう。僕の方で見張るんで敵が来るのは予見できます。足腰に自信がなければ待っていて貰もらっても構いません」

　ゴブリンたちはすぐさま動き出し、ガーディへの忠義を見せた。残る人々も顔を見合わせ、動き始める。家も人手も失った今、どうあれ今はガーディを信じるしか、生き残る道はなかった。














　堰せきが切れたように、ナロルヴァは中々泣なき止やまなかった。ガーディは奴ど隷れいにならずにすんだ者たちを指揮しながら、ナロルヴァに寄り添って大丈夫大丈夫と慰めている。

「何が大丈夫だ」

　泣きながらナロルヴァがそう言うので、ガーディは困った。

「彼らだって、こうなりたくてなったわけではないんですよ」

「やつらのことなんてどうでもいい。お前のことを信用しないで自爆しただけの話だ」

「じゃあ……」

　ナロルヴァは顔をあげた。涙の筋が頬ほおを流れている。

「お前の権能オーソリテイだ。これでは……これでは呪いみたいじゃないか。何が〈無限抱擁インフイニツトテンダー〉だ。何がこの権能を持つ者はどこまでも他者に優しいだ。こんなやつらに優しくしてどうする」

　ガーディは、優しさに分け隔てをしたらもうそれは優しさじゃないと思いますよと思ったが、口には出さなかった。争いたいわけではなかった。

　何より、ナロルヴァは自分のために憤って怒っているのだ。泣くほどに。

「ええと、うまく言えるかどうか分からないんですけど」

　雲行きを心配する人々に、こちらを見ぬよう頭を下げてから、ガーディは遠くを見て、ゆっくりと思いを口にし始めた。

「ある男の子の話をしましょう。その子は捨て子で小さなエルフに拾われたんですけど。一〇年くらいでちょっと大きくなったら戦争に行くことになって、そこで大敗北を喫したんですよね。敗走時に方向感覚がおかしくなって、迷った男の子と友人を迎え入れてお土産までくれて帰る道を教えてくれた親切な半オークさんがいたんです。シンクロさんと言うんですけど」

　ナロルヴァが少し泣なき止やんでこちらを見ていることに気付くと、ガーディは微笑ほほえんで言葉を続けた。

「それでお世話になることになって、男の子はこれまた親切な四分の一オークの女の子に助けられるんです。何が言いたいかというとですね。このとてもいい話には出てこないんですけど、途中で悪い人や口が悪い人、自分のことしか考えないで迷惑掛ける人とかは沢山いたんです。拾われてすぐの話でも、家畜用途でもそれはないとか、散々な言われようだったそうです。それでも母が、僕を拾ったひとが優しくあり続けたから、僕は生き延びたんです」

　ガーディは自分の意思で権能オーソリテイを駆動させて口を開いた。

「僕は、どうせ生きるのなら母とかエルフの長老とか、シンクロさんとか、ナロルヴァさん、フローリン姫みたいに生きます。さっきの話に出てこなかったような人を見習おうとは思いません」

　ナロルヴァは涙を拭いた。

「……私はそんなに親切じゃない」

「僕はそう思いません」

　それでようやく、ナロルヴァは泣き止んだ。ガーディは食料などの回収を進めると、そのまま皆を率いてトロールたちが待つ谷へ向かった。

「帰る村がまだある人は、そこまで送ります。ない人は、新しく村を作りましょう」

　ガーディはそんなことを皆に言った。加えて、イントラシアの庇ひ護ごに入る場合は種たね籾もみ、当座の食料、材木などは用意すると請け合った。用意された戦費の一部から出すという。さらに租税は最低五年は無税とするとも約束した。

「気前が良すぎないか」

　苦言を呈するナロルヴァに、ガーディはそうでもないですよと返している。

　ガーディの念頭にはこの地域が貧しく、故郷タウシノが税が安いからという理由でイントラシア傘下に入った経緯がある。

　それゆえ、当時常識的だった食料生産に対する課税は最初からしておらず、住民税のみを設定した。イントラシアは通貨で税を取り立てたが、この地域は通貨も持たない者が多いため、その税も色々なもので納めることができるようになっていた。布や兵役、労働、地域の特産品でも良いとした。

　しかも兵役や労働には、報酬を払うとしている。大抵の者は労働と兵役を選んだ。相対的に負担が軽いと思われたのである。

「労働で税なんて聞いたことがないぞ」

　ナロルヴァはリエメンを撃退もせぬうちからガーディが税制を整えるところを不思議に思いつつ横で眺めながら、そんな疑問を口にしている。

　ガーディは美しいエルフの文字で布告や税制を書き付けながら、口を開いた。

「いいえ、大昔の大律令時代にはあったんです。人間が単に、自分のやっていたことを忘れているだけで」

　さすが乾ひ物ものの親戚エルフ、そんな昔のことをよく知っている。

　しかし。

　ナロルヴァはガーディの袖を引っ張った。

「お前は人間だろ、ガーディ」

「最近どうでもよくなりました。僕の母はエルフですし、子は緑の子ですし、世話してくれたのは半オークですからね」

「そこに私が出てきてないぞ」

「目の前にいるのに言及いりますか」

　ナロルヴァは少し考えて、ガーディの瞳を覗のぞき込んだ。

「一番最初に名前を出すべきだな」

　また泣くぞと、言外に脅しがあったか、ガーディはすぐに折れた。

「分かりました。では、以後そのようにします」

「うん。そうであれば、私はもっと働くぞ」

「頼りにしてます」

　ナロルヴァとガーディは顔を見合わせると、ちょっと笑った。




　問題は、帰るあてのないゴブリン、人間、オークと雑多な種族編成で集まった一〇〇人ほどである。夕方まで収容を続けていると、これはさらに数を増やして三倍ほどにもなった。三〇〇人である。

　この、谷に集まった雑多な種族の男女を見ながら、ナロルヴァはため息をついた。ガーディがどう見るかはさておき、ナロルヴァとしては穀ごく潰つぶしの群れにしか思えなかった。

「ガーディ。奴ど隷れい狩りの連中から食料を奪ったが、当面はともかく、将来的には足りなくなるぞ」

「米手形を交換して、こちらに運ばせましょう」

　ガーディは口を開いて聞こえていますよね、シンクロさんと呟つぶやいた。シンクロの権能オーソリテイである[image: ]獄耳シヤープイヤーを利用して、イントラシアに一瞬で連絡、米を送って貰もらう算段である。

　このことを見越してシンクロには米手形をある程度預けてあった。歴史家によっては、この事例をもって大軍師の萌ほう芽がと見み做なしている。

「メイ、シンクロさんが送った食料部隊をここに案内できるかい？」

「旦那の権能オーソリテイは既知空間内で他にないですからモーマンタイ！」

　メイたちが途中で飽きることも見越して、この使者には一〇羽を放った。これで二、三羽は任務を全うする計算だった。ガーディは占いによって距離によって羽妖精ピクシーが脱落する確率を読み解き、投入数を決定している。これは羽妖精情報減衰率ピクシーダンピングフアクターとして、今も通信業界ではよく使われる。

「それで、これからどうするんだ」

　ナロルヴァが尋ねた。

　周囲は既に暗くなっている。薪まきになる木も少なく、焚たき火も満足に立てられずに人々は震えている。

　この哀れで心細い状況を見て、ガーディは一人立ち上がり、夜の中で力強く口を開いた。

「助けますよ、もちろん。僕はそのためにここに来たのです」

　ただ一行、この権能を持つ者はどこまでも他者に優しい。とだけ記録される力と自らの意思、二つを完全に一致させてガーディは優しく言った。

　明かりもない暗闇の中、権能〈無限抱擁インフイニツトテンダー〉が駆動し、ガーディの瞳の中で光が大海のように煌きらめいている。

　その光をどう思ったか、テイは息を呑のんで小さな角を揺らすと、膝をついて手を合わせて祈り、ゴブリンたちがそれに続いた。

「ガーディ、劣等種レツサーオークはお前を神かなんかだと思ってるみたいだぞ」

　ナロルヴァが言うと、ガーディは笑って、僕、信仰ないんですよねと言った。エルフにとて神話はあるが、それと信仰は結びつかない。人間であるガーディにはなおさらだった。

「そうか、ならいい」

「何がいいんでしょう」

「劣等種の神を気取られたら、嫌だなと思った。お前は私の小こ納なん戸ど役だからな」

　ナロルヴァは何も分かっていなさそうなガーディの横にくっついた。軍議をするつもりである。

　ガーディはナロルヴァとの距離に困惑しながら、口を開いた。

「近くないですか」

「暗くて寒いんだから仕方ないだろう」

「確かに。とりあえず、暖を取る必要がありますね」

「ああ。それとこの連中だ。ただ飯喰くわせることは論外としてもだ、こいつらを兵として訓練するにしてもそれなりの時間が掛かるぞ」

「そうですね。自分たちの居場所を、自分たちの故郷を、自分たちで守らなければ。訓練と言いましたけど、具体的にはどれくらいですか」

「使い方による。囮おとりなら一日だが、そういうのはしないんだろう？」

　ナロルヴァの言葉に、ガーディは仔こ犬いぬのように頷うなずいている。暗くて表情が見えないので動作を大きくして伝えようと考えたのであろう。

　ナロルヴァは何な故ぜそこで可愛かわいくなると思いつつ、顔を背けた。どうにかなりそうだった。

　ガーディはナロルヴァの心の内など、なにも分からぬ。

「そうですね。それはやめたいです。となると、訓練にはもっと掛かるでしょうから、当面は兵力として使えるのはトロールだけで考えないといけません」

「その当面の間はどうするんだ」

「攻めたいんですが、どうしたものかと。トロールは強い力がありますが、敵からすれば銃の集中射撃で対抗できなくもない感じですし、やはり単独運用よりは援護をつけた方が高い効果を出せると思います」

「トロールを戦力として運用したなんて話は聞いたことがない。だから援護の必要性含めて私には何も分からないが、銃なら分かる。そうだな。今日を見た感じでは三〇丁あれば、多分トロール一匹を倒せる。的が大きいから外れることもないだろう。イントラシアの軍制なら一〇人に一人が銃兵、リエメンが同じだとすれば……」

「五〇〇〇人で五〇〇丁ですよね。トロール一人倒すのに三〇丁必要としても、一撃で一七人のトロールは死んでしまいますね」

「そうだな。トロールは強いは強いが、数が三〇しかいない以上、正面からぶつかれば銃に打ち負けるだろう」

「はい。だからどうしても他の種族の援護がいると思います」

「分かった。その上で、敵はどうでてくると思う？」

「これまでの戦いから見て、リエメンは軍事の根幹を、勝つために十分な兵力を用意することに主眼を置いているように思えます。質とか、戦いの術すべで戦うというより、まず、敵に勝てるだけの数を揃そろえるという感じですね。トロールに対抗することを念頭に置くのは間違いないかと」

「話を聞くに、それこそが軍略というものだな」

「僕はそう思いません。軍略といえば第一にグランドラ王がいるじゃないですか」

　兵数で劣っていても平然と攻めてくる戦の名人の名をガーディはあげる。ナロルヴァは小さく笑った。

「お前、グランドラ王に殺されそうになった割に評価高いな」

「性格的にはどうかなあと思うんですけど、戦の術はすごいと思うんです」

　口には出さないが、戦の術については師と尊敬さえしている。

　軍略上、戦うにあたり、あくまで兵を揃えるのと、そこまでは兵の数に重きを置かないという二つの立場は古来並び立っていて、長い論争の種になっている。現代でも続いている。

　リエメンは前者で、グランドラ王は後者である。グランドラ王の影響大きいガーディも後者であった。

　グランドラ王の軍才を認めない者が、時に軍略が分かっていないと批判する時に持ち出すのが、用いる兵力の少なさである。彼らの念頭にあるのはリエメンと同じ、戦とは敵より多くの兵力を用意してぶつけることなのであろう。

　ちなみにこの批判から大軍師ガーディが逃れているのは、彼がおおよその戦いで敵より少数の兵しか使えなかったためである。彼の場合、あえて兵数を制限するようなことはやっていない。

　話を、戻す。

　ガーディはリエメンが数で勝る兵力を揃そろえる傾向から、大戦力で来ると予想していた。

　問題はそれが、どれくらいの数になるかである。

　ナロルヴァは疲れたとか言ってガーディに身を預けようとして恥ずかしくなり、姿勢を正して予想を口にした。手を膝の上に載せている。

　前は怒りの勢いでできたのだが、今回は難しかった。直前に仔こ犬いぬのようなガーディを見てしまったのもある。

　ため息をついて、暗くて良かったとナロルヴァは思う。明るかったら、顔が赤いことが知れていたろう。

　恥ずかしさを隠すため、ナロルヴァは軍事の話をした。

「トロールを考えれば五〇〇〇全部と言いたいが、それでは連中、仕事である奴ど隷れい狩りができない。となると、また三〇〇人とか、それくらいか？」

「僕たち二人を相手するのに三〇〇人揃えるような相手ですよ」

「じゃあ、一〇〇〇かそこらか、そこまでくると立派な合戦規模だな」

「はい。でも一〇〇〇人を略奪や奴隷狩りに使わないで動かすとなると食料の問題がでると思います。そこまで手間を掛けないで撤退してくれるといいんですけど」

「私は難しいと思うぞ」

　ナロルヴァの言葉にガーディは苦笑で返した。

「はい。僕もそう思います。数を頼みに乱暴する、こういう手合いは反撃されるとまるで自分の神聖な権利が侵されたような反応をします」

「辛辣だな」

「そうでしょうか。割と正確な分析だと思うんですが。ところでなんで、そんなに背筋を伸ばしているんですか」

「お前だって同じだろ」

　ナロルヴァはそう返した。

　ガーディがそれに対して何と返したのかは、記録に残っていない。ガーディはガーディで、ナロルヴァに思うところがあったのではないか。




　翌日になると、ガーディは谷を見渡す中腹ほどに寝起きすることとし、谷底に人々を集めている。

　自分たちだけ高いところに移ったのは、諍いさかいなどがあったとき、すぐに見つけて動けるようにするためとされる。

　実際色々な種族がいて、それらは多くがかなり訛なまったエルフ語を使っていたので、意思疎通は相当に大変だったと思われる。ガーディは朝からあちこちを仲裁し、仕事を与えて回っていたろう。

　戦と戦の合間に、集落を作るという仕事が増えてしまっている。

　ガーディは文句の一つも漏らさず、迅速に動いて急ごしらえの多種族集落を作っている。その第一歩は人事である。人だけの話ではなかったのだが。

　とりあえず各種族ごとに頭目を決めて、それらに指示を出すことになった。頭目には年寄りが選ばれ、それらを集めて寄り合いを行い、各種の調整、即すなわち評定を行っている。

　肉体的強さを基準にせず、頭目を選ぶ際年寄りを選んだのは、戦闘での損耗を考え、戦闘に出られそうもない者たちから集落作りの人材を選んだから、と古くから言われているが、異説も多い。

　およそエルフ以外のだいたいの種族は年寄りほど分別と知恵がつき、穏健になるものである。また敬老の精神だけは、どこの種族も持っていたせい、ともいう。どれも説得力はあるのだが、そもそも武力で押さえつけるのをよしとしないエルフ的な発想が背景にあってガーディが強さ以外を求めた、というのが一番しっくりくる。

　いずれにせよ、年寄りによる評定と、その進言に沿ってガーディが決定を下すことで、新しい集落は運営されることになった。以後評定衆を年寄り衆とも呼ぶ。

　バラバラの場所で集まった、奴ど隷れいにされそうだった民の集まりを、短時間でどうにかこうにかまとめることができたのは、この年寄り衆のおかげである。

　年寄りたちは、自分たちを抜ばつ擢てきし、丁寧な物腰で物事を進めるガーディを好いた。孫を可愛かわいがるようにガーディを可愛がり、懸命に働いた。元々年長者には妙に好かれるところのある人物であるから、この点、非常にうまく行った。

　年寄り衆はガーディが持たぬ威厳なども持ち合わせており、直接ガーディに服属するよりは年寄りを介したほうが指示が良く通った。

　この方式は後年グランドラ王が属領支配のために広く採用し、後の時代に広く使われることになる。このため年寄りという名前が役職化し、若年寄や年寄りというほどの年齢でないのに年寄りと呼ばれる人物がたびたび姿を見せることになった。




　閑話休題。話を、戻す。

　人事が終わると、次なる問題の解決にガーディは追われることになった。

　食料は奪ったものがあり、米手形で入手できるにせよ、問題なのは住宅建築のための建材、ついで燃料がないことである。この頃は木材で家を作り、薪まきを燃やして暖を取ったり煮炊きするのが普通だったのだが、その木材がとにかくなかった。

「自然が木々を増やすよりも多くを消費しているから、そりゃこうなるよね」

　ガーディはテイの世話を焼きながら、そんなことを言っている。髪を切らずに伸びる一方のテイの髪を竹で作った櫛くしで梳けずり、短剣で切りそろえて髪を編んでやっている。髪油はなかったが、それでも見違えるほど可愛かわいらしくなった。

「増やすと消費……ですか。ガーディさま」

　養嗣子とされてもテイはガーディを父とは呼べず、ガーディさまと言うのが常であった。

　エルフ語で言えばガーディはガディというのが正確なのだが、テイはガーディ呼びにしている。他のゴブリンたちと比較して飛び抜けて正確なエルフ語を喋しやべるテイがガディを避けたのは、ガーディを人間と見み做なしていなかったためであろう。彼女は後年において、出会ったときから父を人間と思ったことはないと発言している。

　一方ガーディはガーディで、テイが実の父などに遠慮しているのであろうと思い、特に呼び方を直すようには言っていない。

　ガーディはテイの顔を覗のぞき込んで頷うなずいた。

「そう、消費。年に一〇〇本の木が増えたとして、一二〇本を年に使ったら総数から年に二〇本ずつ減っていくことになるんだよ」

　今なら子供でも分かる道理なのだが、当時はこの概念を理解できるものはまれである。〇、加えて〇以下の概念がない。これらを指す言葉もなかった。人間の言葉を例に取ると、マイナス、訳語で負という語が輸入されてくるまでこの状況は続いている。不足という古来からの言葉はあれど、これが〇以下を示す用語、概念とはついにならなかったのである。

　この時代、〇も〇以下の負の数字も、エルフと、精霊魔法の使い手だけがこれを理解できていた。

　ガーディはテイのために精霊語で簡単な文を書いている。読み方や概念を教えると、テイはすぐに理解して占いができるようになった。現代風に言えば占いが計算であり、精霊魔法とは数学、精霊語の文とは数式である。

　テイは顔をあげて、ガーディを見上げた。歳三つとはいうがゴブリンの三つは人間の一〇歳近くになる。種族が異なることをさておいても、ガーディと並んでも親子と見る者はいなかったろう。

「ガーディさま、この占いが正しいとすれば、この世から木々はなくなるのではないのでしょうか」

「そうだね。現に、木々がなくて困っている。数百年前はここは深い森の奥底だったのにね」

　そう言った後、ガーディは微笑ほほえんで見せた。

「やっぱりというか、テイは特別に賢いね。教えてすぐに分かるなんて」

　頭を撫なでられ、テイは嬉うれしそうに息を止めている。

　すると、訓練の監督を終えて戻ってきたナロルヴァが憤然と寄ってきた。髪を留めていた紐ひもを取り、ガーディに突き出している。

「ガーディは私の髪もまとめるべきだろう」

「え、今の今までまとまってましたよね？」

　ガーディの疑問にナロルヴァは答えず、ただ睨にらんだ。

　ガーディは不思議そうな顔をしたが、結局はナロルヴァの赤毛に櫛くしを入れ、まとめている。

　当然だ、という顔でナロルヴァは髪を梳すかれている。しかるのちに、口を開いた。

「建物や燃料をどうする？　ここ数日暖かい日が続いているが、寒が戻ったりした日には、訓練どころではないぞ。死人が出るかもしれない」

「木がないなら木以外でやるしかないですね」

　ガーディは木材の代わりに竹を使うこととした。この季節、日に三尺（九〇㎝）伸びることもある植物が竹であり、この時代は木々が減った一方で生命力溢あふれる竹が一気にその数を増やしている。柱などの主要建材としては強度が足りず、また急ごしらえで乾燥させる暇もなかったので不適当そのものなのだが、屋根を思い切って軽量化し、一季節だけ、当座の生活場所として割り切って使うこととした。壁や屋根は草を編んで仮止めしただけという簡易さである。

　割り切りが功を奏して、二日で谷を埋め尽くすほど家を建てることができた。それゆえこの谷を二日谷と呼び、そのまま集落、のちに街の名前となった。

「長期的には石積みで家を作りましょう」

　ガーディはそう言って、矢継ぎ早に石集めもさせている。元はトロールが隠れるための場所だったのが、すっかり、新しい村になってしまった。二日谷はガーディが本当の意味で保有した最初の所領である。

　この時代、石もまた重要な建材、資材である。同時に武器でもあった。銃の量産体勢が整い、多用されるようになってなお、投石は簡易であるがゆえに用いられている。

　投石に向く石は川原の石で、ガーディはこの先起きるであろう戦いを睨み、この日からたびたび大河シノのほとりに進出しては石を集めさせていた。

「問題は燃料だなあ」

　ガーディはそう言って頭を掻かいた。人が生活基盤を整えると言うのは大変なのだった。次から次に問題が出る。

　暖を取り、煮炊きをするための薪まきがない一方で、草を燃やしても火力が足りぬ。薪と同程度の火力を作ろうと思えば膨大な量の草が必要だった。他で使えそうなものとして竹があったが、竹は乾くのに時間が掛かり、しかも火力は高いとはいえぬ。

　この問題を解決したのはゴブリンである。ゴブリンたちはトロールの糞ふんを拾い集めて天日で乾かして、これを燃料とした。

　乾かした物はほとんど匂わず、草の香りがしたという。

　トロールは草食かつ大食だったせいか、乾いた糞はよく燃えた。トロールは一日に一俵（約六〇㎏）の草を食べており、これらの植物繊維を凝縮した形の糞は、本来燃料に向かぬ草の嵩かさを減らし、火力をあげるのに都合が良かった。

「本来は家畜の糞を乾かして使います」

　テイは、そう解説している。ガーディはすぐにこの方法を広めたが、最初は多くの者が嫌悪感を示したとされる。燃料は煮炊きにも使うのだからとか、不浄だとか、ゴブリンの風習を真ま似ねるのは嫌だとか、そういうものである。

　とはいえ、他に手に入る燃料らしいものはなにもなかった。

　背に腹はかえられないと、結果はトロールの乾燥糞は広く燃料として使われ、認知され、ゴブリンの知恵が他種族に広まる珍しい例となった。

　ちなみに、このトロールの乾燥糞燃料はつい五〇年ほど前まで森タ州ウ中心に使われていた。年寄りの中にはかすかな草の匂いを思い出して懐かしむ者もいる。

　こうして急ぎ生活基盤の構築が行われたが、その間もリエメンの動きは続いている。

「すっごい人数。びっくりしちゃった」

　そう報告してきたのはメイの部下、第二大隊長の羽妖精ピクシーのマーチである。羽妖精の中では体つきが男好きし、故に多くの似姿、もっというと春画が残され、現代でも絵画の題材に選ばれることがある。メイやガーディ、あるいはグランドラ王の似姿は少なく、実際はこんな感じではないかと想像図が描かれることも多いのと比べると、彼女はその色香のせいで多様な種族や画家が絵にしており、かなり正確な姿が伝わっている。本人がそれを喜んでいたかどうかは分からないが。

　話を、戻す。

　すっごいびっくりしちゃったと言ったマーチは、ふふんと笑って長い脚をことさら見せるようにしている。

　テイとガーディは互いの顔に手を当てて見えないようにし、ナロルヴァもこれに加わってガーディの目を手で覆った。

　羽妖精ピクシーたちはこの仕草が面白かったのか、笑い転げている。

「えーと、何をびっくりしたのかな」

　ナロルヴァとテイに目を塞がれたまま、ガーディは言った。マーチは色っぽく笑いながら、言葉を続けた。

「もちろん、バンディッドワンよ」

「まーた変なこと言って。どういう意味だい？」

「敵のこと？」

「なるほど。なんで疑問形なのかは不安になるけどおいといて、それでどれくらいの数だい？」

「五〇〇〇確実」

　一瞬、皆が黙った。ガーディは目を塞がれたまま口を開いた。

「確かに凄すごい数だね」

　推定していた敵の総数と同じである。

「しかし、そんな人数じゃ食料供給が破綻しそうだけど」

　元が、春の大水で起きた出兵である。リエメン本国である陸州の食糧事情は悪く、今回の出兵でも略奪に頼っていると思われていた。大人数で固まって動くと襲う村の数は限られ、食料供給量は減る、という話である。

「マーチに言われても分かんないわよ」

　羽妖精のマーチは透き通った羽を不満げに振ってそう言っている。ガーディはそれもそうだねごめんと言って、およその敵の位置と速度を教わっている。

　マーチが去ると、早速軍議が行われた。参加するのはナロルヴァと、なりゆきでその場にいたテイ、そしてガーディである。ささやかにもほどがあるが、元々ガーディとナロルヴァの二人で森タ州ウにやってきた形そのままであった。

「数日待てば、敵は食糧不足から瓦解したりしないかな」

　ガーディが呟つぶやくと、ナロルヴァは首を横に振った。

「残念だが、そうはいかないと思うぞ」

「そうだよね。それだったら最初から数千人という規模になったりはしない……」

　ガーディは腕を組む。

　テイは教わった精霊語で文を書いた。

「分からない変数があるのですね」

「うん。そうだ。テイは賢いね」

　えへへと笑うテイを見て、ナロルヴァは片眉を勢いよく上げている。

「精霊魔法を使って考えるまでもない。敵に輜し重ちようがあるんだろう」

　輜重、輜は衣服を運ぶ車、重は重い荷物を運ぶ車を言う。牛車を使ってこれらを輸送していた頃の名残が言葉の中に残っている。

　転じて、軍の使用する食料や兵器の輸送にこの語をあてるようになり、のち、一般での使用は廃れて軍だけに軍用語として残った。

　この時代では牛も車も姿を消して、荷駄として馬と、人が背負って運ぶことが多かった。人力車を用いることも多かったが、こちらは街道が整備されている場合に限られている。

　この時代の一般の理解としては、兵へい站たんが軽視され、略奪が中心であるとされる。実体はどうかといえば略奪が横行していたのは間違いないが、軽視していたかというと、そういうわけでもない。これはイントラシアに限らず多くの勢力が発給している文書から読み解くことができる。イントラシアを例に取れば基本、略奪など必要ないほど輜し重ちようを揃そろえていた。

　ただ、それでも略奪はなくなっていない。軍の考えややり方とは別に、兵士が自分の判断で略奪を働くのである。庶民にとって戦争と略奪は迷惑であるのと同時に、一いつ攫かく千せん金きんの機会でもあった。救われない話である。さらに救われない話があって、のち、平和な時代になると一攫千金やそれにともなう身分の急激な上昇はなくなり、社会は固定化、世襲化して階層の固定が起きてしまった。平和が固定化された身分制度を作り上げてしまったのである。この問題が解決するのは遠い未来の話になる。

　ガーディは、難しい顔で口を開いた。

「輜重かぁ」

「それ以外には説明がつかないぞ」

　ナロルヴァはそう言ったが、ガーディが困った顔をした理由は輜重の存在そのものではない。彼は心配そうなテイの頭を撫なでると、自らの懸念を説明した。

「仮にリエメンが輜重を用意していたとします」

「確実にしてるだろ」

「そうなんだけど、これは話の前振りで、ナロルヴァの言葉を否定するものじゃないよ」

「なるほど。ならいい。続けろ」

「仮に輜重があるとすれば、それだけで財政負担は大きく増えます」

「略奪だけではなく、持ち出しが増えるからな。当然だ」

「商売として見ると、輜重は要するに儲もうけを減らします」

「まあそうだな」

「奴ど隷れいの価格がどれくらいなのかは分からないですが、仮に一人売ってその平均が金貨五枚（五〇万円）としましょう。一〇〇〇人捕らえたとして金貨五〇〇〇枚、兵士が一日過ごすために食料を与えるなら、銀貨三枚（三〇〇〇円）くらいくらいの食料を与えないといけません。給料は別にしてもですよ。仮に給料が一日に銀貨一〇枚（一万円）とするなら加えて銀貨一三枚……」

　地面に竹の棒で精霊語を書いてテイが計算している。すぐに顔をあげてガーディを見上げた。

「五〇〇〇人なら金貨六五〇枚を一日で使います。ガーディさま」

「うん。テイは賢いね。偉い、可愛かわいい」

　精霊語を教わって二日、普通のゴブリンとは次元の違う、それどころか人間のほとんどと比較しても明らかに並外れた学習能力と計算をしてみせたテイを、ガーディは可愛がった。

　テイはのち、家族が殺されたのは悲劇だったとしながらも、ガーディに拾われ、精霊魔法の手ほどきを受けたのはこれ以上ない幸運だったとも述べている。ゴブリンは数年で成熟するために頭の中身は幼児のままであることが普通であったが、テイはその成長速度と同じかそれ以上に学習能力を持っていた。

　テイは見た目と中身が一致する、極々珍しいゴブリンだったのである。

　もしもガーディがテイを拾わねば、テイはどこにでもいるゴブリンとしてその生涯を終えていたはずである。生まれと育ちによって種族的な偏見から距離を置いていたガーディだからこそ見いだせた才能だったと言える。

　しかし、そんなことはナロルヴァにとっては、まったく関係がない。テイにガーディが取られたような気がして面白くなく、ナロルヴァは上を向いて、直後に突撃した。

　ガーディに頭を撫なでろとぶつかっていったのである。

　なんで、と当時のガーディは思ったろうが、大人しく従った。それで馬め手てでテイ、弓ゆん手ででナロルヴァの頭を撫でている。

　軍議を続けてもいいでしょうかと、言いながら、ガーディは言葉を続けた。

「つまりですね。たとえ一〇〇〇人の奴ど隷れいを捕まえたとしても、輜し重ちようを従えた五〇〇〇人では七日と半分しか喰くわせられないんです」

「給料を与えてないんじゃないか？　それなら占いの結果も変わるだろう？」

「そうなんですけどね。でも、それだったら、そもそも兵員を揃そろえられるかどうか。仮に給料が銀貨三枚として」

「一日に金貨三〇〇枚です。ガーディさま」

「偉いね、テイ。ということで、その場合は一七日くらいになりますね。森タ州ウ縦走がかなり速いにしても出立から今まで二〇日は掛かってるでしょうから、その場合でもやはり損の方が大きくなりそうなんです」

「ふむ。それで？」

　ようやく満足して顔をあげたナロルヴァは言った。テイに対して、得意そうな顔をしている。一方テイは、ナロルヴァに対して、大人なのに変な人、という感じであった。

　その二つの視線が交差することに気付かず、ガーディは言葉を続ける。

「つまりですね。何が言いたいかというと、敵の狙いはそもそも奴ど隷れい狩りじゃないのかもしれません」

「奴隷狩りではない……じゃあ、なんなんだ？　さすがにこの地はリエメンが支配するにも遠すぎる気がするが。連中の自爆だが奴隷狩りのせいで森タ州ウ中部も北部も人がいないとなれば、なおさらだろう。税が入らない広大な領土の先に飛び地で支配地域があったところで、簡単に別勢力に奪われるだろう。イントラシアがあまり外に攻めることはないけれど、そんな好機だったら放って置かないと思うぞ」

「はい。そうなんですよね。だから悩んでいます。というか、難しい気分です」

　ナロルヴァは座ったまま腕を組んだ。

「ガーディ、どうする？」

「そうですね。個人としては相手の出方を知りたくはあるんですが、軍事的にはどうでも良いかもしれません」




　翌朝になるとガーディは敵の輜し重ちようを襲うとナロルヴァに告げている。

「略奪にきた連中から略奪するわけだな。面白い」

　ナロルヴァはそう言って賛意を示した。

「うまくいけば一度で敵を敗退させることだってできると思います。まあ、そんなにうまくはいかないでしょうけど」

　ガーディは淡々としたものである。ナロルヴァは頷うなずいて、谷の底を見下ろした。

「兵士の訓練はできていないがどうする？」

「ゴブリンは多分使えると思います。物見、としてですけど」

「まあ、それくらいなら」

「それで襲撃できたら食料をトロールで運べるだけ運んで、あとは焼いてしまいましょう」

「勿もつ体たいない話ではあるな」

「僕たちは商人ではないので、それでいいと思いますよ」

　各所に羽妖精ピクシーが放たれて、敵の輜重隊捜索が行われた。本体からさほど距離は離れていないだろうというガーディの読みは外れ、一日かかってようやく輜重隊を見つけている。

　本隊から徒歩で一日以上の距離である。規模は一〇〇〇人程度、その輸送規模からいって敵本隊も五〇〇〇人くらいだろうという占いだった。計算そのものは辻つじ褄つまがあっている。

　規模はともあれ、部隊距離が離れすぎていて予想と違うなあと腕を組んで首をかしげるガーディに対して、ナロルヴァはガーディの予想も外れるのだなと笑って見せた。

「まあ、本隊に反転されて追いつかれても面白くない。急いで襲撃にいこう」

「分かり、ました」

　ガーディはまだ納得できていない様子だったが、頷いた。




　それで、森タ州ウを巡る戦では、二人きりでない初めての戦いである。

　この戦いでは、ゴブリンたちとトロールが使われている。

　トロールの背に竹で作った四段の籠を担がせ、それぞれの段にゴブリンを乗せて運んだ。一体のトロールで八体のゴブリンが運ばれている。トロール六体で五〇弱、という数だった。これに加えてトロールがもう一体。こちらはガーディたちを輸送することになっている。これを担当したのは小柄な白いトロールである。名は不明である。この頃のトロールは個体の名を持たなかったようで、そもそもなかった、というのが正確かもしれない。ガーディはお嬢さんと、一貫してそう呼んでいた。

「全力出撃しないでいいのか。トロールにしたってまだ余裕ありそうだが」

　ナロルヴァはそうガーディに尋ねているが、ガーディとしては訓練を終えていない人間やオークを戦力として見み做なしておらず、これこそが全力、という感じであった。

　女子供を殺されたゴブリンたちは復ふく讐しゆうのために、他より熱心に訓練をやっており、他種族より早く戦力化に成功している。

　古来頭が悪い、知能が幼児並と言われることも多い種族であるが、これは単に身体からだの成長に学習が追いついていないだけの話であり、歳を重ねたゴブリンたちは意外に頭が良く、物覚えも良かった。リエメンから見て奴ど隷れいにしやすいゴブリンとは、まさにそういうゴブリンたちであり、それらが捕らえられていたのだからこの結果は当然、というべきものであった。

　この決定を喜んだのはゴブリンたちで、ガーディは正当、公平な評価を下すと褒ほめ称え、彼に部族の長おさという称号を奉っている。

「劣等種レツサーオークの神よりは部族の長の方がいいんじゃないか」

　白いトロールの背、籠の上に立って運ばれながら、ナロルヴァはそう言った。

「あら、ゴブリンに神という概念はありませんよ？　だって彼ら、精霊を信仰しているのですもの」

　トロールのお嬢さんはそう言ったが、それくらいはナロルヴァも知っている。

「今のは言葉の綾あやです」

「まあ。間違えることを綾というのね」

　ナロルヴァは思いっきり顔をしかめているが、トロールには悪気がない。そのままトロールのお嬢さんは大きな口を開いた。

「神のない彼らにとって、信仰の対象は精霊を除けば王ね。一〇〇部族を束ねるとその称号が許されると言うわ」

「はあ。私の血の一部、オークと同じですが何か？」

「ええ。そうね。元々は二つは同じ種だから。かつてはそれよりも上に複数の種族を束ねる上王ハイ・ロード、さらに上に魔王PODがいたわ」

「おとぎ話ですね。幻想国時代の」

　トロールのお嬢さんは小さく耳を動かした。

「長生きできない種族にとってはそうなのかもしれないわね」

　同じく籠の上で立って揺られているガーディはナロルヴァをなだめつつ、横から口を出した。

「トロールは長生きなんだよ。エルフと同じか、それ以上に」

「そうなのか」

　ナロルヴァは目を見開いた。そんなことは知りもしなかった。

「生き物というものは、基本、大きいものほど長生きなのよ。エルフはその数少ない例外」

　トロールはそう言って解説した。そうなのかと、ナロルヴァはガーディをつついた。

「はい。そうです。人間は知らないんですか？」

　ナロルヴァはガーディの耳を引っ張った。

「お前だって人間だろう。だがまあ、そうだな。うん、正直、人間は余りそういうことに興味はないというか、知っている者も少ないような気がするな。学者の多くも雲巨人だろうし」

「人間はもう少し勉強すべきね」

「そうですね。僕もそう思います」

　トロールのお嬢さんに合わせて頷うなずくガーディの耳を引っぱり、ナロルヴァは自分の横に引き寄せた。戦闘前故揺れたりせぬよう、固く結んだ自らの乳帯のところまで引っ張っている。

「お前は私の小こ納なん戸ど役で人間だ。いいな」

「そんな耳元で言わなくても」

「いつも分かってなさそうだからだ」

　絶対に分かっていない顔でガーディは分かっていますよと言っている。ナロルヴァは、いよいよ自分が頑張らねばならないとそう思った。




　羽妖精ピクシーたちを先行させながら、起伏を利用して七体のトロールを隠し、五〇人からなるゴブリンたちを薄く広く布陣させた。ゴブリンの手には竹たけ槍やりがある。投石可能なように石を入れた袋も腰から下げていた。

　ガーディは草に隠れたゴブリンたちに声を掛けた。

「皆、怪け我がしないようにゆっくり進んでいこう。見つからないようにね」

「分かった。族長」

　族長とは、ガーディのことである。

　草の原に幾つものかすかな筋を残して、ゴブリンたちは進む。背の低いゴブリンたちに物見、斥候の任務はぴったりであるように思われた。

　逆にゴブリンと比較して大柄なナロルヴァや弓を持つガーディは目立つので、遅れがちであった。

「敵、影なし」

「人間、匂いもない」

　ゴブリンから次々来る報告を聞きながら、ガーディは首をかしげている。

「おかしいな。占いではそろそろここを通るはずだけど」

　弓ゆん手でをあげて、羽妖精ピクシーを止まらせる。

「広域捜索はどう？」

「まだまだ遠いよー。一刻（二時間）は離れているかも」

　この頃、移動の距離は移動にかかる時間で表現されている。一刻と聞いて隣のナロルヴァは表情を改めて口を開いた。

「前より本隊との距離が開いてるな。急げばいいのになんでこんなことになってるんだ？　これじゃあ、輜し重ちよう部隊が襲われても救援にいけないじゃないか」

「そうですね……なにか理由があると思いますが」

「理由ってなんだ」

　そう尋ねられ、ガーディは答えることができないでいる。

「分かりません。理由なくこういうことをするとも思えませんけど。それを理解するためにも、物見をしっかりしましょう」

「分かった」

　ガーディは羽妖精の密度を増やして遅れの理由を調べようとしたが、手がかりを見つけることもできなかった。

「羽妖精の偵察だけでは分からないこともあるのかもしれないな」

「そうなのか」

　ナロルヴァが声を潜めてそう尋ねた。距離的に声を潜める必要はないはずだが、なんとなく、である。ガーディは頷うなずいて、言葉を続ける。

「羽妖精はとっても優秀なんですけど、万能、というわけでもないので」

　だからこそのゴブリン動員でもある。ゴブリンたちは五感が非常に優れており、ガーディはその能力を活用しようと考えていた。

「なあ、ガーディ。私は考えたんだが」

　ナロルヴァは指を揺らしながらそう言った。

「なんでしょう」

「輜重隊の荷物が多すぎるとかで遅れているというのはどうだ」

「それは確かにありそうですね」

　ナロルヴァは笑顔を見せた。大きめの犬歯が見え隠れする。

「だとすればこれは好機じゃないのか？　状況次第で本隊を干上がらせ、一気に形勢を逆転できるぞ。しかも食糧問題は解決する。万々歳だ。輜し重ちよう兵一〇〇〇人と言っても鎧よろいを着ていないだろうし」

　鎧は重いので、輜重隊の人員がつけることはまずなかった。旗印がなければ農民の群れに見られることもあるほどである。

　意気揚々と言うナロルヴァの横で、浮かぬ顔をするガーディ。そのうち、ナロルヴァにもその表情が移った。

「どうした、ガーディ」

「ナロルヴァさんの言うとおりなんですけど、だからこそ怪しいなあと」

「おい、どういう意味だ」

　首を絞められそうになりながら、正確には首を絞めるふりをするナロルヴァに抱きしめられそうになりながら、ガーディは口を開いた。

「なんだか、僕たちに都合良すぎるというか」

　先行するゴブリンの言葉を、羽妖精ピクシーが運んでくる。

「ゴブリンから、火薬の匂いがするんだって」

　報告を聞いて二人はしばらく動きをとめている。

　しかるのちに顔を見合わせた。

「罠わな、では」

「罠ですね」

　この時ガーディは、天を仰いでいる。

「信じられないくらい慎重というか、僕たち相手によくこんなことやりますね。二人と、もう少しですよ」

　二人ともう少し、という表現が面白かったか、ナロルヴァはちょっと歯を見せて笑った。

「慎重居士というやつだ。もっとも、行動している慎重居士だから中々優秀だろう。ガーディ、敵だってバカじゃないんだから、そう呆あきれないでもいいんじゃないか」

「優秀ってなんだろう。とても最適とは言えない気がするんだけど」

　ガーディは遠い目をしている。

　そして気を取り直すと、トロールをその場に留とどめ置き、ゴブリンたちを先行させた。羽妖精たちも引き続き敵の輜重隊に張り付いて調査させている。

　はたして偵察の結果は、罠、間違いなしであった。

「ゴブリンも言ってるけど、敵は食料運んでるふりして、銃兵を運んでたよ」

　羽妖精にそう報告されて、ガーディは頭を掻かいている。

「これはもう、優秀というよりはやり過ぎで無駄が多すぎですよ」

「そうはいうが、ゴブリンを動員してなかったら負けてたろう」

　ナロルヴァに言われて、ガーディは苦笑している。

「まあ、そうですね。僕の感覚に合わないからって、優秀じゃないとは限らないと。分かりました。僕、敵を見直しました」

　ナロルヴァはちょっと笑っている。

「ガーディのいいところは、素直なところだ」

　ナロルヴァの慰めなのかなんなのか分からぬ言葉を聞きながら、ガーディは腕を組んでいる。

　僕たちが極少数であるのは向こうも気付いているのは間違いない、それで、この扱いというか、罠わなを張る念の入れよう。リエメンの将は優秀なのか慎重すぎるのか。

　実際はその両方であるようにガーディは感じた。

　大したものだと思う一方で、いささかの可お笑かしさもある。

　兎うさぎを相手にするにも獅し子しは全力を出す。とは古くからの格言ではあるが、それを実践している人物を初めて見たような気がする。

　この戦いを率いる将は、どんな人物だろう。ガーディの中ではじめて興味が湧いた。

　ともあれ、罠にはまる必要もないので輜し重ちようへの攻撃は沙さ汰た止やみとなった。敵五〇〇〇人の部隊は数日の食料を与えられて行動しているだろうと考えられ、その間は敵の動きを注視しようとなっている。

　ガーディはゴブリンたちの活躍を讃たたえ、ゴブリンたちは大いに喜んだ。ついでに羽妖精ピクシーもねぎらっている。

　この頃、ガーディやナロルヴァに救われ、奴ど隷れいにならずにすんだ者たちの中には、まだ帰る場所が、故郷である村が残っている者たちもいた。大部分は避難はしていたが逃げ遅れて奴隷にされてしまったような例である。

　ガーディが税の布告を携えさせてこれらの者たちを各村に帰すと、すぐに帰属を願い出る村が増え始めた。トロールという目に見える強大な力が彼らの口から語られているのは間違いない。

　そのまま、雪だるま式に帰属は増えた。隣村と争うような状況で、片方がガーディを味方にすると、もう片方も対抗上同じ事をせねば戦力差からして滅ぼされると考えたのである。

　実績が実績を呼び、森タ州ウ南部は瞬く間にタウシノの領主、ガーディの元で統一され始めた。

　最初に税の布告を出していたのはこれかと、ナロルヴァは唸うなる。

　当面のリエメンとの戦いで兵役につけば、将来的な租税支払いに充当するとも約束すると、帰る故郷を焼き払われた奴ど隷れいにならずにすんだ者たちを中心に、兵が集まった。彼らにしてみれば、復ふく讐しゆうと生活再建双方の道が開けたことになる。瞬く間に規模は大きくなり、一〇〇〇人近くまで膨れ上がった。




　翌日からナロルヴァは兵の訓練を再開し、ガーディはこれを受けて策を練ることに専念することになった。

　この時ガーディの傍そばにはべってあれこれ世話をしているのがテイである。何かにつけてガーディはテイを褒ほめるので、テイはすっかり打ち解け、ガーディの前では幸せそうにはにかむようになった。

　元々はトロールを隠すだけの場所だった谷は、この数日で建物が増えて集落らしい体裁になりつつある。人間だけでなくオークに、ゴブリン、トロールが一カ所に集まっているところは、当時ではまず見ることのできない風景である。

　ガーディはこの景色をどう見ていたのであろう。のちに続く彼の政策は、こういうところから出発しているのかもしれない。

　ガーディは急速に村の形を整える谷の様子を窺うかがいながら、羽妖精ピクシーたちからの報告を聞き、名も分からぬ敵の将に思いを馳はせる。のち、戦いとは、敵の将を想像することだと口にしたともいうが、これはガーディ死後一〇〇年ほどの書物に初めてでてくる表現で、実際ガーディが言ったかは怪しい。とはいえ後世の人がそう評する程度には、ガーディは敵の将に興味があった。

　グランドラ王は予想と全然違って、それでいて予想通りだったところもあって面白かった。今度はどうだろう。少数相手でも策を巡らせ全力を尽す姿は異様な小心者にも見えるが、案外生真面目過ぎる人なのかもしれない。

　奴隷業をやっていなければ、嫌いではなかったかもしれないな。

　ガーディは腕を組んでさて、どうしようかと考える。沢山の事柄が同時に進行していて考えが中々まとまらない。そこで書き付けを行い、状況を整理した。

　この書き付け、この地の住民がありがたいものだと思ったのか、捨てられた後拾われ保存されて伝承され、今もある。町おこしの土産物として文章を印刷した手ぬぐいが販売されていたりもする。

　この手の一時的な書き付けが後世に伝承することは珍しく、貴重な資料になってはいるのだが、何を思ってこの書き付けを保存しようとしたのかは、分かってない。

　ともあれ、おかげでのちの大軍師が何を考えていたのか、かなり詳細が分かっている。

　それを箇条書きにするとこのようになる。


・僕の目的は奴隷狩りと略奪を阻止すること。

・奇襲の線は潰れた。次の策を考えないと。

・リエメンは儲もうけがない。リエメンの将が理知的で慎重であることを思えば、不可思議だ。

・リエメンは奴ど隷れい狩り以外に狙いがある。

・リエメンは毎年来る可能性がある。

・戦力的にまともに伍ごしえないので、敵の行動をくじくには策がいる。

・戦う場所や回数を選び、確実に勝てるところで戦うしかない。

・戦力を集めることもしないといけない。

・矢はいくらあっても足りない。



　考えをまとめるというか、半ばは、これからやることを記録している感じである。

　ガーディはこれを書いた後、ゴブリンや羽妖精ピクシーと一緒に自身で偵察に出かけた。五〇〇の羽妖精だけでは偵察が足りないと思ったくらいだから、相当の広域を偵察していた筈はずである。

　もとより、森タ州ウへは一人で向かおうと思っていたくらいである。ガーディにとって、野を駆けまわって日々を過ごすのは苦ではなかったろう。ナロルヴァに遠慮して移動の速度を落としていた可能性すらある。

　丸二日開けてガーディが戻ってくると、泣きべそをかきながらテイが抱きついて来た。

「何かあったのかい？」

　ガーディがテイを抱き留めて尋ねると、テイではなく、ナロルヴァが口を開いた。

「ちょっと出かけてくるで二日も居なくなるヤツがいるか」

「羽妖精に報告させましたよね」

　ガーディが不思議そうに言うと、ナロルヴァはそういう話ではないと、怒った。

「私も心配したんだぞ……？」

「ありがとうございます」

　なにも分かってない顔でガーディが言うと、ナロルヴァは憎たらしげな顔を向けて不満を示した。ガーディは頭を掻かいて、考えを巡らせた。

「あの、一応この付近は僕の実家の近くなので、そんなに心配はいらないんじゃないかと……」

「せめて相談しろ」

「相談するほどのことでしたっけ」

「やっぱり何にも分かってないだろ」

　言われてガーディは困った顔をした。実際何も分かっていない。このあたり、すぐひょっこり顔をだしたり、あるいは挨拶もせずにすっと消えたりするエルフの習慣や文化に、ガーディが首まで浸つかっていたことが窺うかがわれる。

　そもそもエルフは挨拶もせずに登場してくるのが普通である。ガーディも帰りの挨拶をまったくしていなかった。

「でも、エルフではこれが普通で……」

「お前はエルフじゃないし、私もそうだ。そこの劣等種レツサーオークもそうだっ」

　ナロルヴァは大いに怒ってガーディをさらに困らせた。

「でも母はエルフなんです」

「義理のやつだろ。今度からは一人で出て行くな。泣くからな」

「なんでナロルヴァが泣くんだい？」

　ガーディはテイとナロルヴァの双方から説教されたとされる。このやりとりは谷の全員が知ることとなった。余程大声でやり合ったに違いない。

　状況が落ち着くのには時間が掛かった、ガーディはナロルヴァとテイに挟まれて偵察の話をしている。

「見て回った感じ、僕が移動した範囲では輜し重ちようと例の五〇〇〇人だけ、という感じです。進行経路上の村々には避難を呼びかけています。多分全部が避難してこっちにくるでしょう」

　ナロルヴァは、ガーディの頬ほおを引っ張った。

「だいたいおかしいだろ、羽妖精ピクシーがいるのになんでお前まで偵察にいくんだ」

「え、まだその話続いてるの」

「当たり前だ。言っておくが、ちょっとやそっとで私の機嫌が取れるなどとは思わぬことだ」

「どうすればいいでしょうか」

　面と向かって言われて、ナロルヴァは馬の尻尾のような髪を激しく揺らしている。

「それぐらいは自分で考えろ。それで偵察がどうなんだ」

　ガーディはえー、という顔をしたが、話題が変った事を内心喜んで説明をしている。

「敵は南下を続けています」

「南にしか奴ど隷れいになるような人間……というか種族がいないんだから、仕方ないんじゃないか？」

「沿海州まであと四日というところまで近づいています」

「だいぶ食い込んでる、ということか？」

「各種の占いから考えるに、リエメンは奴隷を狩るのが目的ではないです。少なくとも今回は確実にそうです」

　その可能性は前から聞いていたが、今回絶対確実と言われてナロルヴァは面食らっている。

「ええと、じゃあ何が狙いなんだ？」

「こっちは絶対とは言えませんが、沿海州だと思います」

「うち、というかイントラシア狙いか。それはまあ、辺へん鄙ぴな森タ州ウで略奪なんかするよりはよほど稼げるとは思うがいきなりか。いや、しかし。そもそもにして我がイントラシアを狙うなら五〇〇〇なんて兵力は少なすぎると思うぞ。グランドラ王でも一万二万は揃そろえてくるだろう。普通なら五万、一〇万と見積もって攻めてくるんじゃないか」

「はい。リエメンの将が並外れて慎重なことまで考えると、なおさらだと思います。だからまだ確実とはいえません。でも、相手が相手にとって価値ある行動をしていると考えるなら、これが一番だと感じています」

「なるほど。それで偵察に行っていたのか」

「はい。まだ分からないことが多いですが」

　ナロルヴァは腕を組んだ。

「イントラシアに連絡は……父上がこの会話を聞いているかな」

「はい。それは心配していません。娘を心配しているでしょうし」

　ガーディは親が子を心配するのは当然で、そこにいささかの疑いも持っていないようである。ナロルヴァはガーディが親離れできてないなと思いつつ、口を開いた。

「父上はともかく、国はどうかな。最悪のことを考えれば、他人の喧けん嘩かとしてイントラシアはなんの戦争準備もしていない可能性がある。もしそうなれば、最終的には我がイントラシアが勝つにせよ、相当の被害が出るだろう。いや、連中、最初からイントラシアと戦うのではなく、イントラシアが体勢を整えるまでに略奪するだけ略奪して逃げるつもりではないだろうか」

「そうですね。それなら、損よりも得が多いと思います」

　ナロルヴァはため息をついた。

「父上から返事がくるまでどれくらいかは分からないが、最悪を思えば五〇〇〇人をなんとか足止めしないといけない。ガーディ、手伝ってくれるか」

　ガーディは笑いだした。

「森タ州ウの人を助けに来たくらいなんですから、当然沿海州の人だって同じですよ」

「ありがとう、ガーディ」

　ナロルヴァはガーディの手を両手で握った。ガーディは微笑ほほえんで、話題を変える。

「とりあえず、戦力を確認してもいいでしょうか」

「ああ。こっちの訓練もそこそこ進んでいるが、五〇〇〇の敵には到底抗しきれないぞ」

「どれくらいの規模の敵になら、被害ほとんどなしに勝てますか？」

「変な質問をするな。そうだな。私とお前がいることを考えれば、同数ならまず楽勝だろう。つまり三〇〇の敵には勝てる。トロールが一人で三〇人くらいを相手にできるとすれば、ええと」

「トロール三〇で九〇〇人。合わせて一二〇〇人を相手にできると」

「うん。そうだ。とはいえ、今兵ができるのは、石を投げるのと、槍やりで戦列を作って進むことだけだ」

「三〇〇という数ですが、これは……」

「女まで総動員して三〇〇だ。あと七日あれば一〇〇〇人にはなる」

　元々リエメンまで自力で歩いて行けそうな人間だけを奴ど隷れいとし、それ以外は殺していたのでこの数は谷にいた総数とほぼ同じである。

　ガーディは頷うなずいた。

「女の人を使いたくはないですけど」

「女の私にそんなことをいうか？　陵辱され、家族や、子供を目の前で火にくべられて、泣いているだけが女だと思うな」

「そういう意味では……まあでも、分かりました。ナロルヴァさんが守ってあげてください。それと、槍やりの戦列なんですが、変えられませんか」

「衝力が落ちるぞ」

　衝力とは、この時代に盛んに用いられている軍事用語で、敵の軍勢に対する圧おす力をいう。圧力と書かないのは、圧すだけでなく、ぶつかるという意味合いが強いからである。ぶつかって、一気に圧し崩すさまを思うと良い。

　寒冷化が進み、多年に渡って激しい戦いがいたるところで繰り返されるようになると、多くの軍はこの衝力こそを重視するようになった。これには、戦列を突破されて後方に抜けられたら敗北するという思想が根っこにある。

　後方に抜けられれば敵の本陣だろうと輜し重ちようだろうと狙うのは容易であり、突き抜けた後で敵の半分を包囲することもできる。そこから転じて敵の軍勢を突き破る衝力が重視されるようになった。

　ガーディは、その衝力を必要ないと言う。

「衝力は落ちて良いと思います。こちらは少数しかいないんですから、そもそも敵を突き破れませんし、仮に突き破れたところで本陣に向かうまでに追撃され、包囲にしたってできないでしょう。ですから衝力を重視しても仕方ありません」

「衝力を重視せずに何を重視するんだ」

「できれば薄く広く潜伏する力が欲しいです。すると奇襲ができるようになります。訓練はそちらを重視してください」

「薄く広く広がれば指示ができなくなる。それに脱走兵が多発するぞ」

　ナロルヴァが軍事の常識を口にするとガーディが苦笑を浮かべている。

　珍しい顔にナロルヴァはしばし考えて、横の男が何を考えているか、分かった気がした。

「そうか。そうだな。女と同じか。脱走もなにも、故郷を焼かれ、身一つで投げ出されたやつらに逃げる先はない」

「連絡にはこの子たちもいますしね」

　ガーディは馬め手てを上げて羽妖精ピクシーを止まらせている。未いまだメイは戻っておらず、姿を見せたのはマーチだった。

　長い脚を組んだマーチを見ることがないよう、ナロルヴァはガーディを目隠ししている。

「おまかせ。旦那のためにマーチ、一肌脱ぎます」

「脱ぐな、肩かた紐ひもずらすな。うなじ強調するな」

　細かく言って文句をつけるのはナロルヴァである。マーチは楽しそうに笑うとガーディの指先に口づけして去って行った。

「あの羽妖精ー！」

　姿を消した羽妖精をはたきたいのか、立ち上がって手を振ってはナロルヴァは怒った。ガーディはその姿を見て微笑ほほえみながら言葉を続ける。

「それで、もし敵が沿海州侵攻を狙うなら、五〇〇〇人どころではない軍勢がいるはずなんです。それを探してました。見つけることはできませんでしたが……」

「本隊はもっと離れているのか、それともいないのか。というところか」

　羽妖精を追いかけるのを諦めて、ナロルヴァは戻ってきてそう言った。ガーディの横に座って面白くなさそうにしている。

「私には分からん。ガーディが分からんことが分かるわけもない」

「そうですね。捜索範囲を広げようにも、これ以上は難しいです。だから僕は戦って見ようと思います」

「出方を探る、か。しかし罠わなである一〇〇〇の輜し重ちようも五〇〇〇の本隊も、対するには戦力が心こころ許もとないぞ」

「はい。分かっています。とはいえ数日で状況は変わる筈はずなんです」

　ガーディが占って見せたのは、数日で五〇〇〇の隊が食料を食い潰し、〝本物〟の輜重から補給を受けるだろうということだった。この本物を倒せば、敵に大きな動きが出るであろうという読みである。具体的には輜重隊を叩たたいた後、逃げる敵を追いかけていけばなんらか答えに辿たどり着くだろうという考えであった。

　狙いは定まった。ガーディは三〇〇の雑多な兵と三〇のトロールを率いて盛大な殴り合いに身を投じることになる。














　その頃、シンクロ・ナウロネレドは、フローリン姫にほとほと手を焼いていた。

　ガーディからの報告はないかと、数刻おきに呼び出して尋ねるのである。

　それだけでは飽き足らず、お忍びで陣屋にやって来ては、情勢がどうなってるかを尋ねた。

　おちおち寝る暇もないと、シンクロが母に向けた書状に書くほどである。シンクロ・ナウロネレドの日記や書状はその後のこともあってほとんど残っていないのだが、よりにもよってこの愚痴を書いた部分だけは後世に残った。忠臣で知られた人物だけに、さぞ無念であろう。

「姫、情勢はそう簡単に変わりませんぞ」

　シンクロは道理を説いたが、フローリン姫はなんでそんな酷ひどいことを言うのですかと、無言で非難を向けてくる。

　横には、白はく狼ろうのフェリンもいる。こちらも目を半眼にしての非難である。フローリン姫がたびたびシンクロの陣屋に来る内に、すっかり飼い慣らされたのだった。あるいは打ち解けた、ともいう。

　わうわうと言うフェリンと、フェリンに抱きついて非難の目を向けるフローリンに、シンクロは肩をすくめてみせた。

「文句はガーディに言うべきでしょう」

「そうします」

　フローリン姫は、つんと顎を突き出して言った。

「私はあんなに、分からないことがあれば尋ねなさいと言ったのに」

「分からないことがなかったのではないかと」

　シンクロの言葉に、フローリンは小さな拳を握って怒った。

「あんなに世間知らずなのに」

　いや、姫も大概ですが、とはシンクロは言わなかった。その様子をよく見て、居住まいを正している。

「アンドゥイレドではありませんが、なぜ、そこまで心配をなさる。さほど付き合いが深いわけでもありますまい。一緒に行動し、助けられたとはいえ僅か一日、よほど姫が気になるところでもありましたかな」

「それは……」

　言いよどんだ後、フローリンは顔を上げた。鎧よろい姿であってもその可か憐れんさを隠しきるのは難しいようであった。

「正直それは分からないのだけど、何な故ぜか放っておけないのです」

　ガーディも姫に対して同じようなことを思っているでしょう、とは言わず、シンクロは片目を開けてフローリン姫の顔を見た。

「ガーディを気に入るとかそういうのは分からないけれど、分かるためにも生きていて貰もらわないといけません」

「だから、さっさと近侍にしておけば良かったでしょうに」

　兜かぶとがずれるほどフローリン姫は渋い顔をした。

「それは……当時はそれが良いと思ったのです。庭で楽しげにしているのを遠くで見ていれば、それで……でも、まさかあんな無む茶ちやをする生き物だとは夢にも思っていませんでした」

「生き物、ですか」

　シンクロは笑う。これが生き物ではなく、男、と言う表現だったら色々定まるのに、そういうわけでもない。我が娘を思ってシンクロは苦笑した。場合によっては、遠くに嫁に出すことも考えねばならぬ。

「そういえば、ガーディですが、娘ができたとか」

　シンクロがそう言うと、フローリン姫は兜を取り落とし、しかるのちに即座に陣を引き払い、軍を進めるように命令した。














　軍事史において特記され、ガーディが大軍師への道を踏み出したとされるのは、ここに至るまでを含む一連の戦いである。名を、決戦場にちなんでリンナール山道の戦いという。

　リンナールとは地名だが、この頃にはまだその名はついていない。当時は、森タ州ウではどこにでもありそうな名もなき山道であった。

　ガーディは三〇〇名の兵とトロールたちを連れ、五〇〇〇名の兵と偽の輜し重ちよう隊をやりすごし、この山道を決戦場と定めて兵を配置している。事前に配置した羽妖精ピクシーとゴブリンたちの地形偵察情報を元に入念に兵は配置され、中でもトロールたちはその体重で山道を破壊し、転げ落ちたりしないように事前の地盤改良まで行われて配置、実戦投入されている。

　この戦いが軍事史において特記され、今も研究の対象になるのは、戦果が大きいとか、使われた戦術が特別だったからではない。

　惑星規模の寒冷期、そこからの擾じよう乱らんの世になって、初めて行われた多種族の特性を組み合わせた戦いだったからである。

　人間とオークが地盤を確認し、岩と土を入れて強固に改良した横道にゴブリンに先導されてトロールたちが進入し、しゃがみ込む。トロールたちの身体からだには竹の束による装甲が施され、さらに笹ささや草によって横道もろとも隠蔽された。

　空は雲がいくつかあるのみで晴れ、全員には備蓄全部を使い切って十分な量の食料と水が振る舞われた。

　多くの兵が、供給された食糧の量を見て、今日が死ぬ日になるのだろうと思ったとされる。

　皆が息を呑のんで戦いを待つ中、ガーディはナロルヴァとテイを伴って、今だ名のない山道を進んで最後の確認をしている。

　ガーディの顔はひどく柔和で、春の陽気に誘われて散歩にでも出るような雰囲気であった。こと、ここに至ってガーディは腹を決めており、もはや微み塵じんも臆するところがない。

　それに付き従うナロルヴァは厳しい顔つきをしており、テイはガーディの顔を見上げては、時に手を止めて養父の無事を祈った。

　多くの兵が、ゴブリンも、人間も、オークも、復ふく讐しゆうとガーディの無事を祈った。姿を消していた羽妖精ピクシーたちが続々と姿を見せてリンナールし、即すなわち歌いはじめ、ガーディの武運長久を願った。

　今は無粋な野戦化粧にまみれた白いトロールが、小さな耳を小刻みに揺らして、口を開いた。目は、少し上を飛びながら朗々と歌う羽妖精たちを追っている。

「あら、私たちにも死ねというのね。興味深いわ」

　トロールのお嬢さんは目を伏せた。

「そう。そうなのね。彼が、やがて……」




　場面は変わる。一〇〇〇を超える人間が長い列を作って荷物を運んでいる。リエメンの輜し重ちよう部隊である。時刻は昼の少し前、天気は少し雲が増えているが、相変わらず晴れであった。

　山の稜りよう線せん、すなわち山の背にあたる峰から峰へ続く線にそって細い道があり、部隊はここを通っていた。さほど高くない山のせいか、木々は伐採され丸裸、申し訳程度に灌かん木ぼくや茂みがあちこちにあるようなそんな光景が広がっている。もう少し時期が進めば、緑の草に支えられて美しい風景になるだろうが、この時期はまだ、枯れ草や黄色い草の方が多かった。積もった雪がないだけマシ。と言えなくもない。

　見通しは非常によく、遠くからでも軍勢の接近を見る事ができるということで、この道が選ばれている。

　見通しがいいと錯覚している時点で、リエメン軍の運命は決している。ガーディの入念な地形偵察とその利用のたまものである。後、どの勢力も今まで以上に地形偵察を重視する風になっていった。

　列を作って輜重隊が歩く。先行する部隊に食料を供給し、荷物が減るにつれ重い足取りは随分と軽くなっているものの、それでも一人頭の背負う量は一俵（六〇㎏）に及ぶ。ちなみに出発時は二俵（一二〇㎏）というから、現代的な感覚からいえばあり得ない荷物を運ばされていたことになる。彼らは二本足で歩く荷駄、牛馬と同じような扱いだった。

　それが、山道を上っている。速度は当然遅く、大事な荷物ごと落ちて死なれては困ると、さらに速度は遅くなっていた。

　逃げ出したり、荷物である糧食を食べてしまったりしないよう、見張りが左右に立っていたのがこの時代の輜し重ちようである。輜重を担う者を卒といい、大半は奴ど隷れい、もしくは罪人であった。このことからも分かるとおり卒は兵より下の身分であり、戦場で姿を見せる者としては、これより下は当時なかった。

　重い荷物と危うい足下のせいで、卒は皆押し黙り、足下を見て歩いている。もっともリエメンの卒は会話が禁止されており、奇襲の兆候に気付いて声をあげたところで鞭むちの方が先に飛んでくる有様だった。

　対して外側に立つ見張りのほうは、意識が外には向けられていない。列を乱すような卒ばかりに意識が向いていた。

　要するに、彼らは油断していたのである。ガーディが攻撃を仕掛けなくなってから、既に七日が経過していた。輜重隊は物事を自分に都合の良いように解釈し、ガーディたちは既に死んだか、大人数には手を出さぬ敵と見み做なしていた。




　この輜重隊に所属する卒の一人、オークのスナガは自分の足下を遮る影が不意になくなったので間抜けそうな顔をあげて周囲を見ている。立っていた筈はずの見張りがおらず、ただ悲鳴だけが山道から下の方に転げ落ちていくのを耳で聞いた。彼は最初、その事実が何かを把握できず、惰性で、なお一〇〇歩ほども歩いている。

　その足も、ついに止まった。前の方で大渋滞が起きている。道を塞ぐように一人の女武人とトロールがおり、これが見張りを片端から殺していたのだった。

　見張りの中には長刀なぎなたを持つ者が多かったが、それらは簡単に、その刃やいばがトロールに届くこともなく、巨大な棍こん棒ぼうや槍やりによって討ち取られている。

　この細い道の上では、戻ることはできない。いや、同じように後ろからも攻撃をうけているのは間違いなかった。

　ああ、罠わなだな。

　他ひ人と事ごとのようにスナガは思った。実際他人事ではある。彼はとっくに生きるのを諦めていた。奴隷にされたその日から、ずっと。今あるのはただ惰性である。

「ここは通行止めだ。荷物を置いて別のところに行くか、そこの山道から飛び降りろ」

　通せんぼしている女武人がそんなことを言っているが、動く卒は誰もいない。スナガも当惑しただけで、動くことはなかった。

　自分で考えて動くという当たり前のことを随分とやっていなくて、脳が錆さび付いてしまっていたのである。

　何も考えられないでいると、トロールが綺き麗れいなエルフ語で喋しやべりだした。

「生きたいのであれば、荷物を置いて両手をあげなさい」

　スナガは荷物を置いて両手を上げた。生きたいから、というよりもそれが命令口調だったからという理由で指示に従った。それでスナガは、生き延びることができた。

　重い荷物を下ろして周辺を見れば、見張りがことごとく弓で目を射い貫ぬかれて山道を転げ落ちていくのが見えた。

　無感動にそれを眺めていると、自分の後ろを歩いていた若い卒が、走って逃げようとするのを感じた。

「おい、やめろ。言葉が分かるか」

　スナガはそう言って若い卒を抱き上げている。人間だった。すぐに周辺で逃げ出す者が他にもいて、山を駆け下りようとして、茂みからゴブリンたちの竹たけ槍やりで脇腹を貫かれて絶命している。

　死体はそのまま、山肌を転がされていった。

　数十の卒がこうして殺されると、残る者は皆手をあげることになった。女武人は頷うなずいてトロールとともに道を開けて口を開いた。

「通れ、一人ずつだ。落ち着いていい。ガーディは無駄な殺生をしない」

　ガーディとは誰だろうと思いながら、スナガは自分の番を待った。助けた少年がありがとうというので、それではじめて、なんで自分が人を助けたのか、不思議な気分になった。奴ど隷れいの身に落とされてこちら、全然感じたことのない心の動きだった。

　ああ、そうだ。オークを助けるのは普通だったな。スナガはそう思いだし、急に笑った。助けたのが同族ではなく、人間だったことを思い出したのである。

　自分の間抜けさに涙が出るほど笑って、スナガは自分の番が来たことに気付いた。トロールと女武人に頭を下げ、できれば俺たちを雇ってくれんかねと言った。

「俺はともかく後ろの人間は若くてな。助けてやりたいんだが」

「それならこっちだ。受付がある」

　オークの血が入っているであろう、女武人がそう言った。

「劣等種レツサーオークだってガーディは受け入れている。安心しろ」

「ガーディが誰かはしらんが、ありがたい」

　それでスナガたちは本当の意味で命拾いした。食糧も武器もなく放り出されて生きていける者はいない。

　スナガたちは生き残ったが、降伏した者の中には悲惨な死に方をする者もいた。見張りである。かなわぬとみて武器を捨てて両手を上げた見張りは全体の半数近く、五〇人程度に上ったが、これらは武器を捨ててすぐに卒によって殺され、山肌を転がされている。中には悲鳴をあげながら両手両足を掴つかまえられ、そのまま放り投げられるものもいた。転がり落ちて死んでいなければゴブリンたちが槍で止とどめを刺した。ゴブリンに向かっていいぞもっとやれと叫ぶ卒もいる。

　この蛮行をガーディは止めることはできなかった。おそらく本人は止めようと駆けずり回り声を掛けたと思われるが、復ふく讐しゆうに怒り狂うリエメンの卒、味方の兵たちを押さえることはできなかった。山道の上にいた卒たちを殺さなかっただけ、ガーディに配慮していたのかもしれない。

　結果、一〇〇名ほどいた見張りはそのことごとくが討ち取られ、一〇〇〇人の卒の内、一〇〇名が殺され、二〇〇名ほどがガーディ側に入り、他の七〇〇名は食料も水も与えられず野に放たれている。彼らがどれだけ生きたかは分からないが、さして長生きできるような環境ではなかったろう。

　大量の食料を得て、部隊は逃走……しなかった。そのまま山道に残って、次なる戦いの準備をしている。




　テイは泣きじゃくるガーディの頭を抱き寄せて、何度も大丈夫ですからと声をかけている。何が大丈夫なのかは、言っているテイにも分からなかった。

　それにしてもやがての大軍師には、こういうところがある。権能オーソリテイのせいか、一方的に誰かが殺されると悲しくなるようであった。テイは必死にガーディの頭を撫なでた。そのうちナロルヴァがやってきて、声を掛けている。

「ガーディ。この世は楽園でもないし、美しくもない。それでもお前は決めたんだろう。奴ど隷れいにされそうな人々を救うと。それともお前は心の綺き麗れいなものだけを選別してそれだけが生き残るようにするのか」

「オークは黙ってください」

　テイはガーディの頭を撫でながら睨にらみつけて言った。

「劣等種レツサーオークに何が分かる。それは私のだ。ガーディ、自分より弱い者に甘えているんじゃない」

　ナロルヴァは権能〈怪力無双ヘラクレス〉でテイごとガーディを持ち上げると、額をぶつけて言葉を掛けた。ガーディの目を見据えている。

「戦うと決めたのなら最後まで戦え。私も戦ってやる。どれだけ血を浴びてもだ。分かったか」

　ガーディは言葉なく、ただ頷うなずいた。

　ナロルヴァは鼻息一つ。ガーディをおろして手を離した。

「次の戦いだ。お前の策だけを皆頼りにしている」

「はい」

　テイは敵を見るような目でナロルヴァを見ている。ガーディは、テイにごめんね、もう大丈夫と言って立ち上がった。

　次の戦いが迫っている。

　食糧供給を受けるため、敵の偽輜し重ちよう部隊一〇〇〇が迫り来ようとしている。その実は銃兵を中核とした強力な部隊である。合流地点に輜重隊が来ぬと分かると、慌てて道を引き返してくるのは目に見えていた。

　ガーディはことの最初から、この山道で連戦するつもりだった。撤退しなかったのは放棄後食料を拾われるような事態を避け、本隊への食料を完全に断ちたかったのと、追撃を危惧していたからであろう。偽輜重隊と本当の輜重隊は、この日、距離が近かった。

「逃げながら戦うよりは、準備して迎え撃った方がいいです」

　ガーディの説明を聞きながら、ナロルヴァは槍やりの穂先についた血を懐紙で拭っている。

「しかし、この見晴らしの良い場所では不利ではないか？　敵は銃だぞ」

「銃だから、ですよ」

　ガーディはそう言って南の方へ目をやった。遠く、敵軍の姿が見えた。最初の戦いから数えて一刻（二時間）である。

　この頃、銃による傷は兵の死傷率原因で第一位になっている。軍全体で一〇％程度しか配置されていないのにこの数字である。全軍を銃兵で武装せよという声は、この時代を遡ること五〇年前にすら存在した。それが実現していないのは銃の価格が高いことにつきる。

　そして銃は集団運用してこそ、その価値を高める性格があった。その結果が、銃を揃そろえられる大国がますます優位になるという状況である。長い擾じよう乱らんの時代は、少数の大国、銃を大量に保有する人間の大国によって集約され、終わりを迎えようとしている。

　近づいてくるリエメンの部隊は、その銃を集中運用している部隊である。その数五〇〇丁以上、想定するリエメンの全軍が六〇〇〇とすれば、ほぼその全部が目の前の敵に配備されていることになる。

「まともに戦えば一撃か二撃で我々は粉砕されるな」

　山道の真ん中で腕を組むナロルヴァはそう呟つぶやいている。後ろにはトロール二体が巨大な棍こん棒ぼうを手に立っている。その姿は竹束を胸に、腕に、頭に脚につけており、大層目立つ姿だった。とりわけ下半身に厚い竹束が装備されている。

「まともには、戦わないのでしょう？」

　トロールのお嬢さんがそう言った。ナロルヴァがエルフ語を解さないため、翻訳にはテイがついている。

　ナロルヴァは後ろに立つトロールに目をやると、少し笑った。

「そうだな。そろそろやるぞ」

　ナロルヴァはトロールの背につけられた竹籠に乗り込んだ。テイも敵から奪った兜かぶとをつけて籠の中に乗り込んでいる。

　立ち上がるトロールは肉体強化魔法詠唱を開始した。彼らの自称をオログハイと言うが、この日、この戦いから、彼らの魔法詠唱の文には一文が付け加えられている。

〈その者、能よく精霊の言葉を聞く大賢人にして、人の姿で生まれし我らなり〉

　トロールの身体からだ中じゆうに模様が浮かび上がり、すぐに肌を黒く染め上げていった。硬化したトロールの身体は岩のようである。

　一方、通信用の羽妖精ピクシーたちは既にトロールの籠内で耳に手を当て、他の羽妖精たちと遠隔通話を開始していた。

「こちら、トロール第一小隊。ガーディ諸種族連合コンバインドアームズ、情報連結開始」

「了解。トロール第一小隊。ガーディ諸種族連合は人間、羽妖精、オーク、トロール、ゴブリンにてお送りします。私たちのＰ．Ｏ．Ｄに勝利を」

「ＰＯＤに勝利を」

　羽妖精たちのやりとりを聞いて、ナロルヴァは苦笑した。

「また変なことを言って」

　ナロルヴァを無視し、籠の羽妖精たちは真剣そのものの顔で耳に手を当てて喋しやべっている。

「ポイントＣ、ならびにＤのゴブリン偵察中隊からリアルタイム中継を開始しています。敵、縦隊のまま、陣形変換なし」

「ガーディに伝達」

「ガーディに伝達しました。ガーディから当初予定通りに進行せよと命令が出ました」

　ナロルヴァは籠から身を乗り出して槍やりを回した。

「よし、やるぞ！　トロール前へ」

　羽妖精のマーチがナロルヴァの横でエルフ語で命令をだした。

「ＭＢＴメインバトルトロール前へ！　幻想国の興廃この一戦にあり！　進め！」

「進め！」

　土煙を立ててゆっくりと二体のトロールが前進する。その後には屈強なオークたちがＭＢＴ随伴兵として続いた。

　戦いが、はじまる。

　時刻は今で言うなら午後二時頃である。この時代の合戦の開始時期としては相当遅い。

　それでもリエメンは戦いを開始している。トロールが迫ってきたから、というよりも、それだけ食料が乏しかったというべきであろう。食料を持って逃げられてしまってはリエメン兵は干からびてしまう。

　この食料供給についての焦あせりは、別の面にも顕あらわれている。

　リエメン兵は立ち上がって緩やかな下り坂を降りてくるトロールの姿を見たが、陣地変換をせず、そのまま移動隊列という二列縦隊で迎え撃ったのである。山道で横に展開する幅がほとんどなかったことを鑑みても、これは明らかにまずい話だった。

　トロールが速度を上げていく。その速度はリエメン兵の予想を遥はるかに超えていた。彼らは組織立ってトロールが襲い掛かってくるような戦いを経験したことがなかったのである。

「死兵デスボランテイアだ。遠間から撃て！」

　リエメン兵が、そんな言葉を放った。死兵とは決死の突撃を行う兵である。この時代では撤退戦によく見られ、時間稼ぎを目的に使われていた。これにより味方の撤退を助けるのである。決死ではあったが必死ではなく、それゆえ死という字をさけて、これを殿しんがり、あるいは殿軍とも言った。殿軍と言い出したのはのちの大軍師であるので、リエメン兵が口にしたのは死兵である。

　死兵と戦う際の戦法はある程度確立されている。彼らは中々死なず、時に致命傷を負っても動き続けるので基本は遠くから銃で撃ち抜き、殺害することとされていた。

　この時のリエメン兵も、基本通りに遠くから射撃戦を開始している。近づかれる前に二回、三回と射撃して仕留める計算である。

　遠くまで轟とどろく発砲音、二人が撃つとすぐに後ろの者と後退する。そしてまた発砲。

　トロールの背に隠れているとはいえ、この時のテイの心境はどんなものであったろうか。

「安心しろ。竹束がある」

　ナロルヴァはテイに向かってそう言っている。ガーディが絡からむとナロルヴァはテイに厳しい時もあるが、たいていはこんな風に、気にかけていた。

　竹束は、この時代、盾の代用品として広く普及している。銃弾への防御力は盾より高いともされていたが、その最初は盾の材料である木材が不足していたことから作られたものであった。構造的には三尺の厚み（約九〇㎝）に束ねた竹を上下で縄で縛っただけのものである。取っ手をつけ、これを持って前進することもある。銃弾を受けて竹が連続的に割れて力を吸収し、威力を弱めるという寸法であった。

　近年の再現実験では、五〇ｍの距離で撃っても貫通弾がでなかったという。

　死兵と相手を見み做なして遠くから撃ったことと、トロールたちの巨大な身体からだと速度に圧おされてか、リエメン兵は遠いというよりは遠すぎる距離で射撃を行っている。間合い一〇〇常じよう（約三六〇ｍ）という距離である。的が大きい故に弾は当たっていたろうが、この時点でトロールにはいささかの傷も与えることができなかった。

　つまりリエメン軍は、射撃の機会をあたら失っている。

　ろくに威力のない射撃を回避もせずに受け止めつつ、トロールが下り坂を駆け下りながら突撃する。

　銃弾がかすめる音と竹を割る音が、連続して聞こえ出し、ナロルヴァは歯を食いしばって、トロールが耐えてくれるのをまった。

　ナロルヴァには分からぬエルフ語を唱えながら、二体のトロールはついに敵陣まで二〇尋ひろ（約三六ｍ）を切った。リエメン最前列の槍やり兵へいが槍を構えて待ち構えるも、槍が身体に突き立つのも構わずそのまま前進、棍こん棒ぼうを横よこ薙なぎして数名をまとめて山道に突き落とした。

　羽妖精ピクシーのマーチが大声をあげる。

「蹂じゆう躙りん戦開始。ＭＢＴメインバトルトロール前進！　前進！」

「侵略者を冥府に叩たたき落とせ！」

　二体のトロールが大木そのものである棍こん棒ぼうを振るうたびに、肉が潰れ骨が飛び出し、血が空に跳ねる。人間の一〇〇倍を超えるトロールの大質量をリエメン兵は耐えられず、さりとて後ろには味方、左右には斜面という状況では身動きが取れない。

　その先にあるのはただ死、それのみ、死兵デスボランテイアと呼んだ兵に頭蓋を叩き割られ、肉体は山の下へ転がり落ちていく。

　トロールの前進は止まることなく、そのまま右に左に吹き飛ばされて、瞬く間に数百のリエメン兵が討ち取られた。もっと銃の密度をあげ、引き寄せて撃てばどうにかなったものを、それのどれもできない時点でリエメン兵に勝ちはなくなっていた。瞬く間に長い列の半ばまで蹂躙され、半数を山下に向かって叩き落とされている。

　それでも戦いは終わらぬ。

　リエメン軍の後方は、前方が蹂躙されるのを見ると策を変え、味方の前半分を時間稼ぎとして差し出し、体勢を整え直している。道幅一杯に銃兵を並べ、引きつけて撃つ算段である。このような状況では見事な策とも言えたかもしれないが、実際にはうまく行かず、この時のリエメン部隊指揮官も名が残っていない。

　命令した矢先に、並びだした銃兵もろとも、弓で片目を射い貫ぬかれて山を転げ落ちたのである。降りた先ではゴブリンたちが待っており、農作業かなにかのように効率良く鎖くさり帷子かたびらをひんむいては腹や首に短剣を突き刺して殺して回っている。

　そのうちトロールが最後尾まで走り抜け、棍棒を振るった。もはや一方的な虐殺であった。

「状況終了しました。敵影なし」

　羽妖精のマーチはそう言った後、少しだけ笑っている。

「ガーディは勝った。以上」




　リンナール山道には喚声が溢あふれかえり、勝利の歌声が遠く響いている。エルフ語で歌うという意味のリンナールが山道の名になったのは、この戦いからである。

　勝利に浮かれる各種族から離れ、ガーディは一人、やるせない顔で突っ立っていた。

　そこに、ガーディの姿をずっと探していたナロルヴァが寄ってきて、背中から抱きついた。というよりも、抱き留めた。

「一回勝つたびにそうやって泣くつもりか。ガーディ。お前が考えた策だろう」

　そう言った後で、ナロルヴァは優しくガーディをねぎらった。

「お前の策のおかげで、完勝だ。こっちには被害がなかった。それでは駄目か」

「泣いてませんよ。僕は」

「心で泣いている」

　ナロルヴァはガーディを優しく優しく抱きしめて、そのうち、なんでこいつこんなに腰が細いんだと途中で段々腹を立てた。

　気付けば頬ほおを引っ張っている。涙目のガーディの顔を見て。慌てて手を離した。

「まあ、とにかく。なんだ。泣くくらいなら、戦いをやめるのはどうだ。輜し重ちようを叩たたいた以上、敵五〇〇〇は戻るかイントラシアに向けて無む理り矢や理り進軍するかの二択になる。どちらにせよ食料不足で敗走と同じようなことになるだろう。もうお前は戦わないでいいし、なんならもうずっと戦わず、私の小こ納なん戸ど役をやってもいいと思う」

　ガーディは手の甲で涙を拭った。ナロルヴァの方を向いた。

「いいえ。敵五〇〇〇と戦わないといけません」

「もう勝敗はついているだろう」

「懲りて貰もらわないといけないのです。また来年来るとかでは困ります」

「でもお前……」

　ナロルヴァはガーディが涙を流しているので空を見た。彼女は後に、まさか、泣いている男を見て心ときめくとは思わなかったと述べている。

「ああもうっ、好きにしろ」

「すみません」

「謝るな。私が戦ってやるからっ」

　声の大きさに、ガーディは一瞬震えた。

「……なんで大声なんですか？」

「うーがー！」

　うめき声をあげていたら、テイが走ってきた。しまった。置いてきたのに自分はここにいるぞと教えてしまったと思う間もなく、テイはゴブリンらしく高い跳躍でガーディに飛んで頭に抱きついた。そしてナロルヴァをにらみ付ける。

「ガーディさまをいじめないでください」

「いじめるわけないだろう。というか、何を抱きついている、離れろ」

　テイは一層抱きついて、恥ずかしそうにそっぽを向いた。

「私はいいのです。む、むすめ……だし」

「そんな理屈が通るか」

　そう反論したら、ガーディが少し笑った。

「戦いの準備をしましょう。三戦目です」

　こうして三戦目が行われることになった。戦いの場は相変わらず、リンナール山道である。これまで無価値と思われていた山道は、この戦で急に敵味方の要衝と見られるようになってしまっている。

　ガーディは戦いに当たって、伏せていた兵を再配置している。実際のところ、敵が陣地変換をして多少無理な形で横列射撃をした場合や無む理り矢や理り横に逃れる場合に備えて、トロールを含む伏兵を道沿いに多数配置していたのである。二戦目において敵は戦場に到着した時点でどうやっても勝つ要素はなかった。

　ガーディがのちに大軍師と言われるようになるのは、こういうところである。勝つための方法が複数用意され、もしこうしていたらという後世の後知恵にすらかなりの確度で対応策を用意していた。後の歴史家と戦っても勝っているのだからこれぞ大軍師であろう。




　ガーディは山道で動かず、そのまま夜を迎えた。普通に灯あかりも使っており、大胆不敵と後にいわれているが、夜では灯りがなければいつ転落死するか分からないし、同様の理由で敵からの夜襲も極めて難しかったようである。

　ガーディは大部分の兵を休ませて、翌朝の戦いに備えている。こういう時によく発生する味方の脱走者は記録されておらず、士気の高さが証明されているとする歴史家もいる。

　翌朝には、四〇〇〇のリエメン兵が姿を見せはじめた。対するガーディはもはや自分たちの存在を隠さず、堂々と姿を見せて対陣している。講談や小説では旗印が何本も立っていてリエメン兵が驚きよう愕がくするのだが、旗を用意する暇もなかったろうから、実際にはただ遠目にトロールが立っているところが見えただけであろう。

「敵の数が少ないな」

　山道から敵を見やってナロルヴァが呟つぶやくと、ガーディはそうですねと難しい顔で返した。敵の本隊の数は五〇〇〇とされていたので兵一〇〇〇がどこかにいるはずである。地理に疎いリエメン兵が山道を迂う回かいするのは難しいと思われたが可能性はないわけではなく、それで羽妖精ピクシーたちが四方に放たれることになった。

　結果は、敵影見えず。

「気持ち悪いな」

　ナロルヴァが零こぼすと、ガーディはため息をついて口を開いた。

「確かにそうですけど、羽妖精が見つけきれないんですから、近くにはいない。ということだと思います。一度に相手する敵が減ったと思って、今は置いておきましょう」

　実際ガーディは、それから後、敵の別働隊の動きを無視してしまっている。疑心暗鬼にならず、味方の言葉を信じてしまうのは利点でもあるが大きな弱点でもあったろう。とはいえ、もとより三〇〇の兵と三〇のトロールという陣容なので、別働隊に対応する余力もなかった。

　ちなみに、ガーディやナロルヴァの与あずかり知るところではないが、この消えたリエメン兵は今では脱走兵であるとされている。敵地深くで脱走してどうなるものでもなかったろうが、食糧供給が断たれ、しかも銃を集中配備した強い部隊が全滅したと聞いて嫌気がさした兵が多かったのであろう。もともと略奪することしか考えておらず、自分が狩られる側と思っていなかったから、とも言える。

　話を、戻す。

　ガーディはこの時、山道に六体のトロールと随伴兵を置き、ここを本陣としている。山の一つを城に見立て、敵に攻城戦を強いる形である。

　敵は対して攻城戦をまったく想定しておらず、装備もなにもなかった。そう、またもこの時点でガーディは戦いはじめから勝ちが決まるような布陣をしている。

　とはいえ、ガーディたちはトロールを入れても三三〇、敵四〇〇〇としても一〇分の一以下という陣容である。しかも城に見立てた、とはいえ、本当の城ではない。

　リエメン軍は、戦うことを決断した。

　先せん鋒ぽうとして一〇〇〇の兵を用意し、第一波の攻撃を開始したのは夜明けからしばらく、今で言うなら午前六時頃である。霞かすみがかかっており、それに乗じた攻撃であった。

　盛んに喚声をあげて山を登ろうとするリエメン兵たちは、山肌がすぐに崩れて滑るのを見て、山を登ることが容易ならぬことに気付いた。麓を歩くのが難しいゆえの尾根伝いの山道である時点で気付いてもよさそうなものだが、他に手がなかったのかもしれぬ。

　第一波の攻撃は、直接的な戦いが起きることもなく、だらだらと続いた。リエメン軍はどうにか山頂に至るまでの道を探していたようである。

　はじめての交戦が行われたのは攻撃開始から二時間も経たった頃である。すっかり霞も晴れており、これで視界が回復した結果であった。

　岩の上の浅い土の上に生えた草を踏みながら、リエメン兵が山をあがる、上からトロールに岩を投げられ、あっけなく一〇名ほどが潰された。それでもせっかく見つけた道を諦めきれず、数に任せてリエメン兵は突撃を開始している。

　トロールは人間やオーク、エルフなどとは肩の構造が違い、本来物を投げられぬ。ところがこれは上手投げの話であって、下手投げはできた。高所に陣取って岩を転がすようなことはできたのである。

　これが効いて、リエメン軍は大いに損害をだしている。

「トロールは足下が見えない。取りつけば勝ちだ」

　そう叫んで前進し、剣を抜いて戦おうとした兵は、あちこちの岩の影に隠れていたＭＢＴメインバトルトロール随伴兵の槍やりによって突き殺されている。

「何もしてないわけないだろう。バカじゃねえかこいつ」

　そう言ったのは、スナガである。ガーディの軍門に降くだって早々、このオークは最前線で槍働きをしていた。

　訓練もなにもせずに配置されたのは、元々は武人だったからという経歴もあるが、それ以上に本オークがそれを望んだためである。復ふく讐しゆうのため、というよりも、自由人として生きるためにここで戦うしかなかったということもあろう。

「こんな奴らにこき使われていたのか」

　スナガは次々やってこようとするリエメン兵を槍やりで突き、そのうち距離が狭まると足で蹴り、終しまいには体当たりで突き落とし、剣を奪って振るって戦っている。

「敵に銃どころか弓もないとは」

　おかげで長生きできている。とはいえリエメン兵に感謝するようなこともなく、スナガは黙々と剣を振るった。

　そのうち後方から矢が飛んできて周囲の敵兵の片目を撃ち抜き、場が静かになった。損害の多さに退散したようであった。

　一息ついて肩で息をしていると交代の兵とトロールがやってきた。

「交代です。一旦下がってください。治療が必要な人は申し出てください」

　腕のいい弓兵がそう言って回っている。自分が助けた人間の子より小さいなりにスナガは笑ってしまった。

「おい。お前は貴重な弓兵なんだ。そういう伝令は他にやらせて休め」

　声を掛けた瞬間、周囲の雰囲気が変わったような気もしたが、スナガは長い奴ど隷れい生活で全般、そういうことに鈍くなっていた。彼は年若い弓兵の背を何度か叩たたくと、休むために山を登って行った。

「そちらこそ休んでください」

　背中からそう声が掛かったので薄く笑い、片手を上げて返事をした。相手が誰だか、考えもしなかった。




　戦いが開始されて二刻（四時間）が経たとうとしている。

　この時点で主として山道の東側を中心に何カ所も戦いが起きていた。いずれも山道にいたる登山道を探そうとして、途中で伏せていたガーディの軍に奇襲されるという形である。

　ガーディは山の岩と草を利用して、いくつもの殺し間キルゾーンという場所を作り、そこで多方向から奇襲させた。

　リエメン軍は、一人のガーディ側の兵を倒すのに五〇人以上が負傷したり殺されたりする状況に陥っている。

　この損害の多さの多くは、トロールの岩投げとその他の兵の投石によるものだった。山肌を駆け上がる道が限られていたためにそこに投げればなにがしか戦果をあげられたのである。

　そのうちリエメン兵は、攻めるのを一度中断した。

　敵味方が休憩や交代、補給にいそしむ中、忙しく働いている一人にテイがいる。もっとも彼女の仕事は主として岩に蝋ろう石せきで精霊語を書き、占いを行うことであった。

「ガーディさま、石の備蓄が半分を切りました。岩は三分の一ほどです」

「分かった。ありがとう。テイは賢いね」

　ガーディがテイの頭を撫なでると、テイは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。すぐに、真面目な顔をする。

「節約するように言いますか」

「いや、大丈夫。そのままいこう。敵はどれくらいの被害を受けていると思う？」

　テイは岩に書いた精霊語を読んだ。

「多分一〇〇〇は被害を受けています」

「残り三〇〇〇、いつ敵が撤退してもいいとは思うんだけど」

　とはいえ、退路である山道をガーディたちが塞いでいる。ここでガーディの言う撤退とは組織立っての話ではなく、軍の統制が壊れてばらばらに逃げ出すことを指す。

　組織立って逃がすようなことがあれば、すぐに再建される。

　そういう占いである。

　ガーディは息をつくと、羽妖精ピクシー経由で敵にまた動きがあったと聞いて立ち上がっている。

　体重を掛け反対側に反り返った弓を曲げ、弓ゆ弦づるを通す。弓弦は新たな物に交換してある。

　矢と同じく、弓弦もまた消耗品である。戦闘に使えるほどの弓ともなれば、頻繁に交換しなければ、少しの折り目でもあれば千切れてしまう。

　もっとも、弓もそのうち発バ条ネの力が弱くなって使えなくなる物ではあるのだが。

　弓弦を張り直すと、ガーディはすぐに走って戦いを再開する。




　戦い開始から三刻（六時間）が経たとうとしている。リエメン兵は登山可能な場所の探索をやめ、現在判明している道から三つを選び、そこに戦力を集中して攻撃を始めた。場所はいずれも南北に走る山道の東側である。もとよりここでの戦いが頻発しており、引き続いて、という形になる。

　トロールの投げた岩を盾に、リエメン兵が上りつめてくる。戦闘は前よりも近い距離で行われることが多くなった。こうなってくると損害比も代わってきて、ガーディ兵一に対してリエメン兵三〇、という損害になってくる。

　それでも、一見してガーディ側が有利だが、ガーディ側の元々の戦力は三〇〇程度しかなく、この比の変更は中々の苦戦を意味していた。敵に九〇〇〇の手勢があれば三〇〇をすりつぶせる、という計算だった。そこまで行かずともそのうちガーディ側は疲れ果ててさらに損害比を変えるだろうという、リエメン側の読みもある。

　ガーディはこれに対して西側から東側、東側から西側に兵を移動、交換して再配置して疲れに対応している。少ない兵でやりくりするのは後年にも見られるガーディの用兵術の特徴でもある。

　今の目から見れば当然とも言える話ではあるのだが、これは当時中々できない芸当であった。このような再配置を、ガーディは指揮の初戦から、かなり簡単に、そして頻繁にやってのけている。

　なぜ、ガーディ以外ではこの種の再配置が難しいのか。理由は簡単で、兵が再配置時に脱走したり敗走したりするのである。単純に士気が余り高くないのだった。この点ガーディ軍は士気が高い。この戦いでは全員がリエメン兵に激しい怒りと復ふく讐しゆう心を持っており、朝の時点から脱走する兵などがいなかった。

　大軍師の名采配を支えるのは、こういう士気の高い兵だった。

「落ち着いて行きましょう。慌てないで大丈夫です」

　ガーディの声の下、西側にいた兵たちが続々と移動をする。羽妖精ピクシーがガーディの声を伝令して回って東側の兵は後方に下がり出す。

　リエメン兵が激しく追い立てようとするが、そのような時に限って矢の雨が降ってくる、という案配だった。

　防衛線を下げてより山道よりに登ると、西側から移動した兵が待ち構えている。東側にいた兵は笑顔を浮かべ、そのまま山道を通り過ぎて西側の守りについた。

　防衛線を下げたことで、トロールの投げた岩を盾代わりにすることはできなくなり、またも損害が増え始める。勾配も一層きつくなり、攻撃を避よけながら山登りというだけで、リエメン兵は艱かん難なん辛しん苦くを味わっている。

「ガーディさま」

　声を掛けたのはテイである。東側の戦線を下げたせいでガーディも山道の上にいることが多くなり、ずっと山道にいたテイと距離が近くなっていた。

「なんだい。テイ」

　おそるおそるという感じで話しかけて来た養女テイに、ガーディは優しく声を掛けている。

「戦いは、夜まで続くのでしょうか」

　テイは前夜の時点で灯あかりになる篝かがり火びや松明たいまつを大分使っているのを気にしている。備蓄が心こころ許もとない。とはいえ面と向かってガーディに意見するのは、テイに取って大変な心労だった。ガーディに嫌われたくないという一心と、気付いたことを口にせねばならないという使命感でこのような感じになっていた。

　ガーディはえらいえらい、よく気付いたねとテイに微笑ほほえみかけて、自らの占いを口にした。

「戦いは夜まで続かないよ。敵には食料もないんだから、時間が長くなるほどこっちが有利になる」

　そして夜ほど脱走兵が出る時もない。夜になれば敵は離散する可能性が高かった。

　テイはそうなんですねと控えめに笑い、優しいガーディの顔を見てはにかんだ。

　戦いは、そろそろ四刻（八時間）が経たとうとしている。朝方から始まったこの戦いも、昼をとうに回って収束の雰囲気を見せ始めている。




　激戦区である東側の戦場の一つ、では、ナロルヴァがリエメン兵の見張りが使っていた長刀なぎなたを使って戦っている。

　かつて多くの戦場で見られたこの武器だが、この時代、長刀は極限られた範囲でしか使われなくなっている。門番、見張り、督戦などがそれで、振り回して多人数を相手にする必要があるときだけに使われた。

　逆に言えば今の時代の主力陣形である密集陣形では振り回す武器である長刀に出番はない。戦場で使われなくなった長刀の多くが家や神殿で使われるようになっている。

　ところがこの戦いでは、長刀が大活躍している。いわずもがな、ガーディたちが少数だったからである。槍やりならば一人一人突き刺して殺すところを長刀なら複数人を同時に倒したり、あるいは近づけないことでトロールの投岩攻撃を助けた。

「今後トロールを使うなら、随伴兵の武装を考えないといけないな」

　ナロルヴァはそう言ってトロールを見上げた。任された登山道は、ナロルヴァ他一〇名とトロール二体で十分以上に守り切れている。死者の首を切る行為が追いつかないと零こぼすほどだった。おそらくは、戦が終わった後速やかに遺体を集めて燃やすことになろう。さもなければこの山道が不死者の王国になってしまう。

　何度目かの突撃をいなし、他の場所はどうかと考える。大丈夫なような気もするが、いかんせん味方は少数である。

　長刀ではなく[image: ]槍ハルバードはどうか。ナロルヴァはそう考えた後苦笑した。銃の時代に自分がどうしようもないことを考えていると思ったのだった。

　寄せ手に銃兵が十分にいれば、こんな風にはならなかったろう。おそらく銃兵の一斉射撃でトロールを討ち取り、後はどうにでもなったはず。

　そう思えば、ガーディによるこの無む茶ちやな連戦も分かる気がする。敵の大軍が銃を持っていない時など、そうはない。

　ガーディの泣きべそを思い出し、ナロルヴァは、まあ、もう少し暴れるかと思い直した。

　戦場を見る。ナロルヴァの守る場所は南北に走る山道から見てほぼ真東にあたる。敵が損害に音を上げたか再度登山できる道を探しはじめ、迂う回かいのために大きく動いているのが分かった。

（勤勉なことだ。よくやる）

　そう思っていたら、悲鳴が聞こえてくる。転倒して転げ落ちたかと思いきや、昨日の戦いで落とされたリエメン兵の見張りが不死者になってかつての味方に襲い掛かっていたようだった。手の届く範囲では首を落としたつもりだが、谷底や麓の方まで落ちていった死体まではそうでなかったから、丁度鉢合わせしてしまったのだろう。

　なんとも言えない気分になりつつ、ガーディが不死者を戦の術すべに組み込んでいなくて本当によかったなと思った。

　なにせガーディは常識をしらぬ。不死者便利ですねと笑顔で言う可能性すらあった。

　なんとか生き残って一つガーディの面倒を見ねばなるまい。

　不死者と戦うよりはまだいいと思ったのか、敵兵がしょうこりもなく山を登ってくる。ナロルヴァは苦笑すると頭上で長刀なぎなたを回して構えた。





　　　　＊






　ナロルヴァが長刀を振り回して戦っている丁度その頃、敵陣にあたるリエメン軍は苦々しい雰囲気に包まれていた。リエメン側から見れば、こんな意味もない山道で、延々戦わされているという事実がただでさえ低い士気をさらに下げてしまっている。

　こんな筈はずではなかった。リエメン兵も将も誰もがそう思っていたに違いない。

　そのリエメン側の将をウスイ・ローヴという。戦歴四五年に至る宿将である。

　歳、六〇というので当時の人間にしては、大変な高齢であった。

　今年に入ってからは落馬して足を悪くしており馬に乗ることができず、この戦いでは輿こしに乗って出撃している。

　この盛りを過ぎたと思われる人物が、イントラシア強襲という投機的作戦に担ぎ出されたのには理由があった。

　リエメンの雪ゆき豹ひよう、ギメル・リエメンの娘、ニフレディル・リエメンが親征すると言って聞かなかったのである。

　前年、リエメンの当主、ギメル・リエメンが死んだ。脚かつ気け衝心によるものとされる。彼は極端な女嫌いであったため、子はいなかった。しかしそれではリエメン家は断絶してしまうし、家臣団も失業してしまう。最悪分裂してリエメン内戦になる可能性があった。

　そこで親戚筋から一人選ばれて末期養子として立てられたのがニフレディルである。

　末期養子とは言っても実際には死後に養子として立てられている人物である。それでは当主の正当性が揺らぐので、生前このようにしていたと口裏を合わせたようである。

　彼女は目に映る女という女を皆殺しにするというギメルの目から隠され、育てられた娘であった。

　この娘が、偉大な雪豹の跡を継ぐとして進めたのが南征、すなわちイントラシア攻めである。経緯からして弱体なリエメン内の政治力を強化するための策と思われたが、軍事筋はこれを嫌がった。そもそも兵へい站たんの負担が大きすぎるという理由である。

　ニフレディルはこれに対して、問題は解決すると言ってのけた。

　春の大水である。大河シノは雪解け水で洪水を起し、それから一月近くも川幅が二倍ほどにもなる事態になった。

　これを逆利用し、船を遡上させて輸送を行うという作戦である。この策は大いに当たってガーディなどの予想をはるかに上回る速度と規模で兵を派遣できている。

　ニフレディルはリエメンの血筋といえる戦上手を示して大いに名を上げたのだが、何分若年であるのと、またこれ以上お飾りに活躍されても困るという家臣側の事情で代将が立てられ、そこにウスイ・ローヴが選ばれている。

　ウスイ・ローヴは落馬による負傷を理由に固辞していたが、家臣団に請われてついにはこれを引き受けた。ギメルの下、盛り立てて来たリエメンが沈むのをみていられなかったという。

　それで、今のこの状況である。

　もとより、大成功されると困る戦いということで兵力は抑え気味だったが、ウスイそのものは多くの激戦を演じ、この擾じよう乱らんの時代をしぶとく生き残ってきた人物である。

　しかし老齢のせいか、それとも生来の性格のせいか、ひどく慎重だった。それが裏目に出続けての今である。

　輜し重ちようを断たれ、集中配備した銃兵を粉砕され、もはや勝ちはない。率いた軍勢が五〇〇〇から四〇〇〇に減っていたのもその状況を察して部下が逃げ出した故の話である。

　戻っても、責任をとっての自害は免れぬ。

　ウスイはぼんやりと戦況を眺めていたが、そのうち衝撃から立ち直って顔をあげた。横につく長年の部下に声を掛ける。

「敵は若いな。用兵が一々瑞みず々みずしい。まるでニフレディル姫のようだ」

「は。まことに」

「姫に似る敵と戦うのは気が引けるが、とはいえ、ただ負けるわけにもいかんのう」

「は」

　こと、ここに至りウスイに往年の冴さえが見え始めた。自分の死が確定し、その上で部下を一人でも多く故郷に帰そうとしたのを神々が哀れに思ったようであった。

　彼は古参の武人たちを呼び寄せると、ガーディをも驚きよう愕がくさせるような手に出る。





　　　　＊






　この時ガーディは、ゴブリン二体を連れて走り回っている。この二体、どちらも矢を持つ係である。古い言葉では持弓という。名の通り予備の弓を持つこともした。あいにく、ガーディに予備の弓がないので今回は名に反して矢だけを持って走っている。

　ガーディはエルフ育ちなだけあって、山道だろうとどこを歩けばいいのか瞬時に見分けて、足跡すら残さずに走り抜けた。

　これについてこられるのは、正確には山を転げ落ちずについてこられるのは身の軽いゴブリンだけであった。その割に力が強いので、矢を二体で四〇〇も運んでいる。

　羽妖精ピクシーの広域偵察と管制射撃によって、ガーディは苦戦しそうな味方に矢による支援火力の投射を行っていた。何百歩も離れた場所から右に左に自在に撃ち分けて、味方を助けた。

「大変、西側に敵！」

　寄ってきて喋しやべる羽妖精に頷うなずいて、座標を聞きながらガーディは背を向け、山に向かって高く矢を撃った。

「命中。みんなびっくりしている」

「次は？」

　ガーディが尋ねると、羽妖精はみょんみょんみょんと耳に手を当てて呟つぶやいた。

「山道を、鎧よろい着た武人が馬に乗って駆けてきている」

「えーと。分かった。トロールを前に。僕も行く」

　ガーディの作った即席とも言える山城、その正面とも言える山道を敵はこれまで攻撃してきておらず、ガーディもまた攻撃されると思っていなかった。道の真ん中にトロールが配置されていたからである。

　敵に銃がなければ、近接戦でトロールを排除するのは極めて難しかった。道幅が制限される山道ではなおさらである。トロールは無敵の壁として君臨し、たとえ敵兵四〇〇〇であっても迂う回かい路ろを探すしかなかった。

　それを、正面から来るという。

　ガーディの念頭にあったのは、リエメンによる、とんでもない奇策かなにかである。こちらがトロールを戦力にしているのは敵も知るはずで、それを無効にする手を思いついたのかと考えたのである。

　矢で支援をいれつつ、自分が移動して手薄になったところに戦力を手配し、ガーディは走って山道まで辿たどり着いた。

　土煙を上げ、古風な馬上突撃が行われている。しかも一騎ずつ順である。せめて集団でやったほうがいいんじゃないかとガーディは思ったが、細い山道ではこれが限界だった。

　向かう先にいるのは丸太のような棍こん棒ぼうを持ったトロールである。

　長い槍やりを構え、突撃する武人は、勇ましかった。

　が、次の瞬間には馬が、トロールの棍棒に胴を撃たれて主あるじごと山を転げ落ちている。

　すでに三、四騎がこの形で粉砕されていた。そもそもトロール一体は人間と馬に鎧を合わせた重さより三倍以上も重い。小柄な白いトロールのお嬢さんといえども同様である。

　これで突撃が成功すると思うのが無む茶ちやな話だった。

　リエメンは、何を考えてこんな時代錯誤の上にどう考えてもトロールとの相性の悪い戦法に出たのか。

　白いトロールが小さな耳を神経質そうに動かしながら、目を瞬まばたかせた。

「ああ。フスヌリスムムリク。丁度良いところに。あなた人間でしょう」

「ええ、まあ」

「この襲ってくる人間たちに忠告してあげてくれないかしら、余り意味がないと」

　トロールはそう言いながら、棍こん棒ぼうを振るった。馬上槍やりによる突撃が、また破砕された。

　トロールは嫌いや味みでもなんでもなく、親切で敵にそう言ったらどうかと提案している。

　ガーディはどう答えたものか。しばらく絶句したあと、常識の違いをトロールと話し合っても日が暮れると判断し、素直に敵に向かって声を掛けた。

「分かってると思いますが、馬上突撃はやめたほうがー！」

　遠くでこの言葉を聞いてひっくり返りそうになったのはナロルヴァである。ガーディは何をしているのかと目を剥むいた。

　掴つかまえて説教したいが目の前に敵がいて、それができぬのが残念だった。

「おい羽妖精ピクシー、ガーディは何バカなこと言ってるんだ」

　ナロルヴァがいうと、そばで通信係をやっている羽妖精が黒い制服を揺らした。

「んー。異種族の考え方って難しいのよね。特に種族的に大きく離れるほど難しくなるというか」

「ガーディは人間で、私とは四分の三まで同じだ！」

「んー。そっちじゃなくてー」

　羽妖精も困るようなありさまである。

　ガーディは命の無駄遣いと言うべき無謀な突撃を見て首をひねったが、この攻撃は一〇数回も続いている。

　敵は、笑って味方に挨拶し、こちらにも軽く頭を下げて忠告に感謝しては、次々と突撃してくる。

　道は血と脳のう漿しように濡ぬれ、山道の右側には人馬の死体が積まれるような事態である。酸鼻の極みという状況だった。

「人間の理性を疑うわ」

　白いトロールのお嬢さんが言ったが、それは人間であるガーディとて同じことである。これは壮大な囮おとりというか、本命の攻撃は別にあるのではと考え、周囲の偵察を強化している。

　結果は、なし。

　敵に不思議な動きは見えなかった。迂う回かいする敵もすっかり減っており、戦いは正面である目の前の山道に集約されつつある。

　人間に限らず、およそ知的な考えを持つ生き物が、考えなしに自殺的な攻撃をするものだろうか。

　そう思っていたら、リエメン兵は槍やりを並べ、その後ろで尖とがらせた丸太の槍を数十人で持って移動を開始した。竹束を天に掲げて矢への防ぎともしている。

　それが、ゆっくりと近づいて来ている。

　リエメン兵は死んだ人馬の血でもって敵であるトロールの間合いを可視化していた。

　これによって間合いの外側で息を整え、突撃をしようという計画である。

「野蛮ね」

　端的に白いトロールのお嬢さんはそう言って耳を伏せた。

「犠牲を出さないと、こんなことも計れなかったのかと思います」

　ガーディは迫る敵を見ながら、怒りを込めてそう返した。無む垢くな少年らしい感想であったが、この部分、リエメンの将ウスイの方が一枚上手であった。

　一人ずつ突撃して続々と死ぬ内に、すっかり他の兵も死ぬ気になっていったのである。血に酔う、という。こういう状況で士気が低い人間が逃げ出すかと言えばそうではない。余りに人が死ぬと、もはや恐怖感は麻ま痺ひして、次がお前の番だと言われれば、疑問にも思わず突撃するのが人間であった。これが平時に語る戦争論がいつも空虚で、いつの時代も戦争がなくならぬ真の理由である。これを考慮にいれねば戦争など語ることができぬが、エルフ育ちのガーディはそれが、理解出来なかった。否、理解しようとしなかった。

　リエメン兵はこれまでのやる気のなさがどこかにいったかのように、突撃を開始した。

　攻城槌つちのごとき丸太を突き入れられればトロールとて無事では済まず、させじとガーディ側も随伴兵を前進させることになった。

　敵の最前列にも槍兵がおり、槍を持った兵同士がぶつかり合う。ガーディは弓で援護を図ったが、敵は弓を防ぐための竹束を持っていた。

　そうきたか。と思う間にも味方が圧おされている。血で滑り、転げ落ちる味方の前に敵が折り重なり、その上を別の兵が通って槍を突き入れるような展開になった。

　寸土を争い、肉と肉がぶつかり合う。槍はすぐに折れてそのまま剣で、剣が折れると殴り合いが始まるような状況だった。

　矢で援護するも、この乱戦では射撃する機会が少なかった。その分、戦果は減る。

　結果ガーディがいるにもかかわらず、戦況は芳かんばしくなかった。

「損害を前提に戦うなんて……酷ひどいと思う」

　ガーディの呟つぶやきに、期せずして敵陣のウスイも呟いている。

「戦というものをなんと心得る。綺き麗れい事ごととでも思っているのか」

　二将の意地が激突するような山道の争いだったが、この時この瞬間はウスイの方に軍配があがっていた。付け焼き刃の訓練では足りなかったか、槍やり兵へいが脆もろくも崩れようとしている。ガーディが近接からの弓射で二人を射倒したがこれが限界であった。

　悲鳴と雄お叫たけび。

　悲鳴は敵味方の槍兵。叫びは尖とがった丸太を運ぶ兵たちだった。

　味方の槍兵を後ろから突き落としながら、リエメン兵が丸太の槍ごと突撃してくる。

　トロールが棍こん棒ぼうを振るって一本を兵員ごと突き落としたがもう一本がトロールの胴体に真正面から入った。貫いた。

　血が、溢あふれた。

「本当に野蛮」

　自らの血と突き立った丸太を眺め、トロールのお嬢さんはそう言って空を見た。

「ＰＯＤに勝利を。ああ。フスヌリスムムリク、こんな野蛮を許してはいけませんよ。誰もかも……精霊の導きを捨て理性をなくしてはいけないのです」

　トロールのお嬢さんは棍棒から手を話すと、目の色を変え、咆ほう哮こうをあげて自らに刺さった丸太に手を当てて振り回し、敵兵を投げ倒して山裾へ落ちていった。

　言葉を交わしていたトロールの死に呆ぼう然ぜんとしているガーディ。その横を飛ぶ羽妖精ピクシーが声を上げた。

「ＭＢＴメインバトルトロール前へ！　随伴兵続け、人間を蹴散らせ！　ガーディはそれを望んでいる！」

「ＰＯＤに勝利を！」

　人間の野蛮にトロールとオークが野蛮で返し、リンナール山道の戦いはさらに血なまぐさいものになった。敵は数本の丸太を使い尽くすと、今度は近接してトロールの足を傷つけに行った。トロールは体重が重く、足を怪け我がすればそれだけで戦闘不能になる。

　迫るリエメン兵の頭をトロールが殴りつけて陥没させると、頭を潰された衝撃で背骨が背中から突き出した。オークがその死体を足で蹴りやって山肌に落とす、そこへ敵兵が怒りの声をあげて突撃する。

「トロールが一〇〇人前というのなら一〇一人で攻めれば勝利ぞ！」

　そんな蛮声がリエメン兵からあがった。その片目をガーディが射い貫ぬき、睨にらみ付けた。

「なんでそんなに死のうとしているんですか！　……なんで」

　それでも戦いは収まらぬ。

　古代さながらの戦いは半刻あたりも続いたが、ガーディが援護射撃を続け、ナロルヴァが駆けつけて戦闘に入ると、情勢はガーディ側が有利になった。

「逃げて、逃げてください」

　呪文のように口走りながら、ガーディは矢を放った。一人、また一人と射られて倒れる、下がる、落ちていく。

　トロールの手が、止まる。

　ガーディが矢を放つ、最後の一人が倒れる。

　死体で山肌が隠れると後に言われるほど死体を積み上げ、ガーディは遠く、目をやった。もはやリエメン兵は襲ってこず、ようやくにして自らの損害の多さと、戦いの無駄を理解したようであった。

　見れば山道を、ゆっくり輿こしがやってくる。輿から老人が一人立ち上がると、手を合わせて何事か祈りの言葉を唱えながら身を投げた。

「将だな」

　ナロルヴァが呟つぶやいた瞬間にガーディは弓を引き絞った。

　これだけ味方を死なせて自らも死のうとする、その姿を許せなかった。

　ガーディは身を投げる老人を空中で射い貫ぬこうとしたが、結局は弓を下ろし、歯ぎしりするだけで済ませている。

　権能オーソリテイが、駆動している。敵将に対してすら優しくあれという権能に、ガーディは瞑めい目もくして応えた。

　権能を与えた何者かに、なぜとは、ガーディは問わなかった。優しさに理由はない。エルフから見れば猿も同然の人間であった自分を拾った母が持っていたものは、そういうものだった。だからその息子であるガーディも、身の内で燦さん然ぜんと駆動を続ける権能を黙って受け入れた。

　でも悔しい。悲しい。

　手勢僅か三〇〇。それで六〇〇〇の軍勢を撃破した英雄にして大軍師の胸の内は、大勝利とはほど遠かった。

（ああ。フスヌリスムムリク、こんな野蛮を許してはいけませんよ。誰もかも……精霊の導きを捨て理性をなくしてはいけないのです）

　トロールのお嬢さんの言葉を思い出し、ガーディはそうですねと小さく呟いた。こんな野蛮を許してはならぬ。

　周囲が戦勝の勝ちどきを上げる中、ガーディだけは一人冷静に、次はうまくやると誓った。

　敵はこの世の悲しみである。




　戦いは終わった。この時リエメン兵がどれだけ生き残っていたかは分からないが、二〇〇〇はいなかったようである。

　その二〇〇〇も、すぐに終わりの時が来た、後ろから襲われ、攻められ銃で撃たれ槍やりで突かれている。

「イントラシアの旗だ」

　ナロルヴァが言った。一緒に立つ旗印は金貨をあしらっており、ガーディはそれで誰が来たのか知った。














　援軍の到着を皆が喜んだかと言われれば、そうではなかった。むしろ、大部分の兵は不満を持ち、イントラシアの援軍をよしとしなかった。

「今頃援軍だと？」

　そう呟つぶやいたのは生き残った元卒のスナガである。彼は連戦で疲れた身体からだを岩に腰掛けて休めていた。横には彼が助けた人間の元卒の少年がいる。

「でもよう。援軍が来たのはいいことじゃないか？　おじさん」

　そう言う少年の顔を見て、スナガはしかりつけた。

「バカをいうな。勝ってるときの援軍なんぞ、褒賞泥棒に決まってるだろうが」

　スナガに限らず、多くがこういう認識だったと思われる。その背景には自分たちだけで勝てた、という自負があった。敵将に加え、食料も戦意も帰るための道すら失った残敵は、容易に駆逐できる、という考えである。

　それ故、兵のイントラシア援軍を見る目は厳しかった。ナロルヴァですら顔をこわばらせている。

　一人、そういう感情や計算と無関係だったのはガーディだった。何より先に頭から突っ込んできた白はく狼ろう、ついで羽妖精ピクシーのメイを抱き留めている。メイは頬ほおにすりすりし、白狼はガーディの顔を厳重に舐なめた。

「おかえりメイ。うわ、ど、どうしたのフェリン。くすぐったいよ」

　フェリンはわうわうと狼おおかみの大きな口で文句を言い立てた。ナロルヴァなどにはまったく意味が分からなかったが、ガーディには分かったらしい。

「そんなこと言っても、いきなり戦場に連れてくるなんてできないよ」

　そんなやりとりをしていたら、次は金の鎧よろいを着た娘に抱きつかれることになった。

「ガーディ、ああ、ガーディ。ガーディ、良かった！」

「フローリン姫!?」

　体当たりして顔を舐める狼を見たり、感極まってちょっと泣いているフローリン姫を見て、褒賞泥棒などという考えを直した兵もそれなりにいたとされる。

　そんな周囲の視線、中でも背後のイントラシア軍を意識して、ガーディは慌てた。

「フローリン姫、人間のなんだっけ立場というか、そう、身分は大丈夫なのかい？」

「あなたが心配させるから！」

　フローリン姫は怒った。ガーディの胸を何度か軽く叩たたいている。

　ガーディの後ろに立つナロルヴァが目を背けて唇を噛かんだ。

　それに気付くこともなく、ガーディはうっかり、そう、うっかりフローリン姫の頭を撫なでてしまった。

「心配なんかいらないよ。ちゃんと戦ってた」

「分からないことがあったら何でも聞いてくださいと言っていたのに、一度も連絡を寄よ越こさなかったじゃない！」

　フローリン姫は、世話焼きさんである。それもおそらくは、重度の世話焼きさんであった。

　あ、それ本気だったんだとガーディは思ったが、口には出さなかった。言えば怒られるとはさすがのガーディも学習していた。

　いや、だがしかし。

「ああ、うん。ごめん。でも、だから人間にはほら、身分があるって」

　元々ガーディがこの地に来たのも、こういう事態、衆人環視で仲が良いところを見せたりしないようにするためである。ガーディからすると、アンドゥイレドさんがやったことが全部無駄になったという感があって、少々気の毒だった。

　しかし、おかげで戦いの終わりにもかかわらず、ガーディが泣かなかったのは事実である。面倒を見る相手がいると権能オーソリテイが駆動するのか、彼は悲しみより優しくすることを優先した。

　猶予を与えるかのごとく、のんびりシンクロが歩いてくる。ガーディはフローリン姫にほら、シンクロ様も来てますよと言って、抱きついたままのフローリン姫を立たせている。

　フローリン姫が兵を出立させたのはかれこれ七日前のこと、出兵準備はガーディが出立したその日からである。そういう意味で、遅すぎた援軍というのはいささか可哀想な話ではあった。彼女はガーディの分析を間違いないと信じ、狙いが森タ州ウ南部だけでは飽き足らないと読んで兵を編成させている。実際、ガーディがなんの戦果も挙げずにリエメン軍を素通りさせていても、イントラシア領に入るかどうかのところでフローリン姫の軍が戦闘を行って勝っていたはずである。

[image: ]

　それよりも特筆すべきはこの頃のイントラシアの財力で、グランドラ王の戦いのすぐあとに姫の一存だけで出兵をしている。この戦いでフローリン姫が動員した兵は七〇〇〇人であった。

　この遅すぎた援軍について、少なくとも歴史に一定以上の影響を与えた、とする歴史家も多い。後の歴史の流れから見てガーディが単独で勝っていた場合、森州はイントラシアの影響下にあることをよしとせず、早期に独立国になる可能性が高かったとする意見である。

　現実には、イントラシアの援軍が出てきて森州南部は改めて服属した。代官も立てられ、ガーディがこの地全部の領主になることは阻止されている。

　この点から、フローリン姫の政治家としての能力を高く評価する向きもある。うがちすぎであろう。彼女がガーディに抱きつくのを見て、多くの兵は、〝そういうこと〟なのだと理解した。これがどんな政治的結果を生むかを想像しない政治家もおるまい。

　この情報は恐ろしい速度でイントラシア国内に拡散し、次なる動乱を引き起こすことになる。

「ガーディは人のことなど何も分かってないのですから、もっと私に尋ねてください」

　自分で立ったあともなお、鼻の先を赤くしてそんなことを言うフローリン姫の横顔を、羽妖精ピクシーのマーチは目を眇すがめて眺めた。




　戦後処理の最初としてフローリン姫は、ガーディを近侍にした。

「今度という今度は、もう絶対決めました」

　とフローリン姫は述べている。

　世話を焼くためにはそれしかないと思ったようであるが、彼女がガーディの主君であったことを考えると、いささかの面白みが伴う。通常近侍の方が世話を焼くものであった。

　この件についてアンドゥイレドからの反対はなかった。むしろ積極的にこれを推進したともいう。

　追放のはずが、一転してガーディは森州に留とどまることを許されず、イグノゴンド城に即時戻ることになった。これについては森州に巨大な軍事的才能を擁する独立政権が立つことを危惧し、阻止したためと古来言われている。もっともフローリン姫がそれを考えていたかについては、強く疑義が残るのは、前に述べた通りである。

　森州の支配は代官を立てて行う事とされ、数十名の代官が派遣された。ガーディの領地は当初のタウシノだけから八倍にも増えたが、増えた場所は全て飛び地になっており、まとまった勢力とならぬよう、注意深く配慮されている。

　まこと、勝手な采配ではあるが、ガーディが不満を申し立てたり、述べたりした形跡はない。ただ、申し出てナロルヴァの小こ納なん戸ど役を兼任したことは、彼女の日記の写本から分かる。

　彼は軍役から一旦離れて、近侍として、文官として働くことになった。

　それで戦と縁が切れたかというとさにあらず、それはイントラシア国史などで記載された通りである。





　　　　＊






　既に暑い日もある沿海州、雪が消えた森タ州ウと比較して、そこにはまだ僅かな雪が残っていた。

　それもまた風情と庭がよく見えるように戸が取り外され、大きく開け放たれた開口部から冷気が入ってくる。

　しかし、この程度を寒いとは、この地方の人々は認めていない。言えば笑われ、どうかすれば気概が足りぬと冷水を掛けられるだろう。それがこの地、リエメンの気風である。

　童女であるその姫もその気風をしっかりと受け継いでいた。火鉢も使わず、書き物の手を休めると、じっと庭を眺めていた。庭の日陰に残った最後の雪、その横に片目を潰された伝令がいる。

「イントラシア北部への侵攻、失敗しました。恐れながら森州南部への侵攻にも失敗した模様です」

　報告を聞いた童女、ニフレディル・リエメンは綺き麗れいに切りそろえられた前髪を揺らすと、筆を置いた。

「ウスイはどうなった」

「それがしを国元へ伝令として送った後、おそらくは責を取って自害されたと……」

「そうか」

　表情一つ変えずそう言うと、それまで書いていた書状よりも白い雪の残ざん滓しを見て、ニフレディル姫は軽く目をつむって老将の冥福を祈った。

　続いて目を見開き、書状を握りつぶしている。

「どれいどもがいきがりよって」

　ニフレディル姫はこの時九歳、北の海の向こうにある大陸との活発な奴ど隷れい交易のせいか、彼女も大陸系の銀髪をしていた。一説によれば、死した養父ギメル・リエメンと同じ髪の色だったから跡を継げた、という。

「ウスイと五〇〇〇のいのち、やすくはないぞ」

　ニフレディル・リエメンの怒りは収まらず、当初の計画より兵数を削り、老齢のウスイを選んだ家臣たちを大量に処刑している。宴会と称して呼び集めて、そのまま庭に並べて斬首した。

　これに反抗して遺族らが決起し、四カ所同時に反乱が起きたが、ニフレディル・リエメンは事前に予想していたかのように兵を出して即時に平定、反抗した家を一族係累まとめて滅ぼしている。この際女子供にも容赦はなく、処刑、乳ち飲のみ児ごは冷たい川に投げ捨てられ、その数数百に至ったという。反乱に従っていた兵やその家族も、全て奴ど隷れいに落とした。

　擾じよう乱らんの時代であってもこのような例は過去になかった。とんでもない恐怖政治である。

　最初からこれを狙っておられたのかと、そのまま庭番に命じられた片目の兵は思ったが、思いを口には出さなかった。言えば命が縮むのは間違いない。

　それに、庭に残った僅かな雪を見ているその目は、静せい謐ひつそのもので、同時に、本当に老将ウスイの死を悼んでいるようにも見えた。

「つぎはイントラシアだ」

　ニフレディル姫はそういうと、書状を出して出兵の準備をしている。

　その兵力は一〇万規模。機会は次の大水が出る時とされた。おそらくは、夏の終わりということになろう。





○歴史的補講







　ファンタジック・ガーディ、あるいは大軍師ガーディは、リンナール山道の戦いにて手勢三〇〇で六〇〇〇の軍勢を撃破し、イントラシア国史に忽こつ然ぜんと姿を現している。

　これ以前のガーディの話は、国史には採用されておらず、伝承や私的な記録にのみ残る。イントラシアという国の歴史としては、そうなのだろう。

　しかし、個人としてはそうではない。ガーディの周囲の人々は、ガーディの人となりを、かなり細かく書いて、感想を残している。そこにはガーディと話して、交わった人々の心の動きがある。




〝親方さま（ガーディのこと）の真ま似ねをした〟

　元卒で今は奴隷身分からも脱出したスナガは、そう自家の家系図に書いている。

　彼はオークながら人間を養子にして、親子ともどもガーディの臣下になった。森タ州ウからイグノゴンド城へ居を移してさえいる。

　真似とは、種族の異なるテイを養子にしたことであろう。

　スナガはオークの言葉で奴隷、なのだが、彼はその名をそのまま家名として使い続けている。息子は人間だったが良く槍やり働ばたらきし、家名はその後二〇〇年ほども残った。




〝天が遣わした〟

　ゴブリンの娘、テイはそう書いている。ガーディさまは心優しさだけを手に、高たか天あま原はらから禁域の森に降りたった。

　彼女が後に天文学者になるのは、ガーディを地に下ろした天とは、どういうものかを知りたかったからではなかろうか。




〝その者、能よく精霊の言葉を聞く大賢人にして、人の姿で生まれし我らなり〟

　トロールは自己の肉体強化呪文にそのような文言を追加している。ガーディのことであろう。彼らはガーディの元で保護され、羽妖精ピクシーと同じ黒い制服を与えられている。

　その数は、一〇〇〇と少し。ガーディの私兵、主力ＭＢＴメインバトルトロールとして配備され、以後の戦いに衝撃を与えることになった。

　また、以後フスヌリスムムリクの名はガーディのみを指すようになった。後の絵本などで、トロールの谷にふらりとやってくる風の旅人は、大軍師のことである。実態と随分離れているような気もするが、飄ひよう々ひようとして心優しいところはぶれていない。




　それら以上に多くの人が書いて、記憶と記録に残したのは、敵将ウスイが身を投げた後、目を瞑つぶって悔しそうにそうにするガーディの姿である。

　この姿を見てかどうか、ガーディの権能オーソリテイの話は森タ州ウの人の口から人の口に広がり、かの少年のことを強く印象づけることになった。

　たった二人で数千の兵に匹敵する知謀と、それと不釣り合いな敵将に対してすら慈悲をかける権能、あるいは、呪い。

　この権能を知って、ガーディは森州の住民から、より一層人望を集めることになった。中でも人以外の種族からのイントラシア服属が増えている。権能を思えば粗略には扱われまいという、狙いがあったのは間違いない。

　銃、あるいはそれを産み出す鉄と、それを扱う人間によって追われつつあった彼らは、ガーディという人間の少年に希望を求めた。

　それを醜い行いだというだけの余裕を、当時の人々は持っていない。生き残るために、ガーディにすがりつくものは多く、ガーディはそれを振り払っていない。




　時を戻す。

　身を投げた敵将ウスイの最期を見届け、権能の収まりを感じて踵きびすを返すガーディの通る道すがら、黒い制服を着た羽妖精たちが姿を見せた。綺き麗れいに並んで滞空して略帽をあみだに被かぶり、一斉に敬礼をしている。

　ガーディは、羽妖精ピクシーたちの間を、黙って歩いて行った。





あとがき




　祝、二巻。作者の芝しば村むらです。読者の皆様、営業ならびに書店員の皆様、編集部ならびに担当編集さん、ありがとうございます。今回は感謝マシマシです。

　好き勝手書いてた関係で、いやー。まさか一巻書いている時は、二巻が出せるとは思ってませんでした。って、続き出すことになったのは一巻が世に出る前だったんで、読者の感覚とは期間的に大分ずれているとは思うんですが、正直、二巻が出せるとは思いませんでした。

　原稿を編集に渡したときに、面白いけど、面白いですけど！　と、言われた作品って、中々次が出せないんですよね。そういう意味では懐が深いＭＦ文庫Ｊの読者と、どんなレーベルで出しても買ってくれる芝村ファン、すごい、偉い。大感謝です。ありがとうございます。




　作家やってると頭の中でお話が勝手に動き出して、どうにも書かずにはいられず、世に出さないといけない気分になるときがたまにあるんですが、『やがて僕は大軍師と呼ばれるらしい』は、まさにそんな作品でした。

　最初に膨大な歴史資料が頭に浮かんで、それを読んでお話に再構成するみたいな感じです。

　二巻は一巻が思ったより好評だったんで前にも増して好き勝手にやることができました。自分で原稿を読み直して面白いなとか自分で思っているんだから世話はないですね。

　担当編集さんも今巻は、前巻以上に素直に面白かったです。と太鼓判をおしており、あとは売れればめでたしめでたしという感じです。いや、売れなくてもいいので読者も面白かったと思ってくれるといいなあと、デビューしたての気分を思い出しました。そういう意味では初心に返る気分であり、また読者が喜ぶものを書こうと頑張ろうという気になれました。

　人間何度でも、初心に返って力強く歩き出せるものです。まあ、やる気があったらね。




　今回、作品廻りで打ち合わせしてて一番面白かったのは、「こんな文体の本をＭＦ文庫Ｊで出すとことになろうとは思いませんでした」という台詞を担当編集さんからいい笑顔で言われたことでした。

　この作品、最初に膨大な年表を最初に作ってから作品を作るというスタイルなんですが、調子に乗って設定だの考証だのをやり過ぎて、毎回どこをどこまで説明するか悩む展開になっています。おかげで大分削っています。

　その分無駄が減ってるんじゃないかな。




　と、ここで（突然の）こぼれ話。作中に書けなかった設定を一つ。

　作中、ナロルヴァが円匙を使っているんですがこれ、正確には踏み鋤です。厳密には円匙と違うものなのですが、説明が大変な割にあんまり意味なさそうなんで、用語の方を変えています。

　あと、この踏み鋤に加えて刀剣を三本持ってさらに槍やりを持っているんですが、これの重量が気になって、実際に家にある槍だの刀だのを集めて担いでみたりしています。

　我が家に置いてある日本刀の重さは七〇〇ｇくらいで、これくらいなら五本くらいは、とか思ってたんですが、これは数百年我が家にあって磨いているうちにすり減って軽くなった結果であり、作られた直後だと二倍近く重いということを思い出して、本数を削ったりしています。

　三本だと帯に差すと帯が落ちちゃうので、一本は行こう李りに入れてたりとかです。

　そうそう、テレビや舞台では演出の都合上槍が短くなっておりまして、本来槍は４ｍ半ほどもあります。ナロルヴァが振り回しているのもこれぐらいの長さでして、映像的にはさぞやりづらい、槍だけに。などと親父ギャグ書いてたら紙幅がつきました。なんというかしまらない終わりですみません。

　どこかでまた、お会いしましょう。そんな日が来るのを願っております。


芝しば村むら







電子書籍特典　書き下ろし短編

『フローリン姫の日課』





　午後になると庭でガーディがいつも通りに庭でのんびりしている。天下のイグノゴンド城の中庭にいるというにも関わらず、自分の庭のように木を背にして羽妖精たちと歌ったり、昼寝をしたり、時に意味もなく楽しげに走ったりしていた。何が楽しいのか、誰かに手紙を書いている様子もある。




　その様子を遠くの窓辺から見るのが、フローリン・イントラシアの密やかな心の安らぎだった。




　本当は側に置いてその自由気ままな生活を思う存分観察したい、とも思うのだが、彼女の場合、政治的立場がそれを邪魔をしていた。それ以前にそんなことははしたないと、分かってもいる。




　両手で鼻を包むように顔にあて、自分の顔が赤くなっていないだろうかとフローリン姫は窓に映る自分の姿を確認した。姿見を見れば良いのだが、それはそれで、ガーディから目を離すことになる。




　ちなみにこの時代、まだ板ガラスが発明されていなかった。それゆえにガラス窓といえど一枚でのガラスでは作れず、小さな破片のようなものを継いで面積を確保していた。色とりどりのガラスで作ったこの窓を、羽妖精たちはステンドグラスと呼び、イントラシアでは寄絵硝子、もしくは硝子絵と呼んだ。




　フローリン姫はステンドグラスの色が薄くて透明度の高いところを見つけて、そこからガーディの様子を窺っていたのであろう。本人としては極秘でやっていることではあったが、おそらく周囲の人間には、相当知られていたのではなかろうか。




 




　ところがこれを、フローリン姫は恋、とは決めかねている。そもそもにしてこの擾乱の時代の姫君は、恋など教わっておらず、大昔の貴族の古典物語で僅かにそれを知っていただけだったから、自分の心境がどんなものか、さっぱり自信がなかった。娘といえど家、つまるところ家族を守る戦力であり、その主戦場は婚家であり、婚姻という形で貢献することを求められていたのである。




　そもそも恋だったら嫌だ。




　フローリン姫は、そうも思った。




　そもそも恋など叶うわけもないのだから、恋だったら、嫌だ。




　そうだ、この気持ちは綺麗な南国の鳥か何かを見る気持ちと同じだと自分に言い聞かせ、フローリン姫はガーディの様子を見ようとした。




　ガーディは木にぶら下がって、ひっくり返ったまま手紙を書いている。器用、というか、信じられないほどの弓の腕の理由、その一端を見た気になって息を呑む。服がめくれて白い腹が出ているのを見て、なんなのかと小さく足踏みなどしたりした。




　気を取り直し、あれでは熊ではなく猿かなにかですねと、フローリン姫は顎をつんとあげてそう思った。急ぎ足で家庭教師のもとへ行く。花嫁修業をせねばならぬのだった。




　やはり、これは恋でないと思う。だってお腹を見たとき、腹立たしくなったから。
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